
年間授業計画　新様式例

高等学校 令和５年度（２学年） 教科
教　科： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

篠崎 総合的な探究の時間

総合的な探究の時間 1

地域社会における企業や団体が抱える課題につ
いて、他者との協働に基づく探究的な学びを通
して理解することができる。

地域社会における企業や団体が抱える課題を
解決するために、企業へのインタビューやア
ンケートなどの調査を基に、多面的、多角的
に分析し、その過程や望ましい解決の在り方
について表現することができる。

地域社会における企業や団体が抱える課題に
ついて、他者と協働しながら主体的に望まし
い解決の在り方について探究しようとしてい
る。

（7組：山口・阿原）

東京都教育委員会「人間と社会」

総合的な探究の時間

【 知　識　及　び　技　能 】
地域社会における企業や団体が抱える課題について、他者との協働に基づく探究的な学びを通して理解す
ることができる。
地域社会における企業や団体が抱える課題を解決するために、企業へのインタビューやアンケートなどの
調査を基に、多面的、多角的に分析し、その過程や望ましい解決の在り方について表現することができ
る。

（1組：角・佐藤創）（2組：名古屋・吉田）（3組：両角・疋田）（4組：清水・生天目）（5組：坂元・山本）（6組：飯塚・春田）

地域社会における企業や団体が抱える課題について、他者と協働しながら主体的に望ましい解決の在り方
について探究しようとしている。

総合的な探究の時間

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

態
配当
時数

１
学
期

・2年次における地域探究学習の概要
を踏まえ、企業から提示されたテー
マを複数比較、検討したうえで各自
が担当するテーマを決定する。
・企業講演に参加し、企業抱える問
題意識を基に、自らが新たに想像す
る地域の価値について考察し、表現
する。
・探究テーマをグループで協働しな
がらKJ法などの思考法を基に調べた
り、深めたりする活動を通じて、探
究するテーマの課題を深めることが
できる。

・地域探究学習についてガイダンス
・企業の取り組みを知る
・企業講演①
・仮説と問いを立てる
・中間報告会

年間を通じて
・目標に照らし、十分な意欲をもって活動した
かという観点に基づいて評価を行う。
・生徒の形成的評価をふまえ、指導に関わった
教員の診断的評価を集約し、総合的に評価をす
る。

○ ○ ○ 12

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

2
学
期

・グループにおいて探究するテーマ
に関するフィールドワーク等を行
い、情報収集を行う。
・「デザイン思考」のフレームワー
クに基づき、各テーマで調査した事
柄を整理、分析し、企業の課題を解
決するプランを発表し、企業からの
フィードバックを基に方向性の修正
を図る。

・フィールドワーク
・グループ調査
・検証計画を立てる
・検証を実施する
・発表

年間を通じて
・目標に照らし、十分な意欲をもって活動した
かという観点に基づいて評価を行う。
・生徒の形成的評価をふまえ、指導に関わった
教員の診断的評価を集約し、総合的に評価をす
る。

○ ○ 13○

３
学
期

・冬季休業を活用し、企業の困りご
とを解決するオリジナルの企画書の
個人で作成する。

・個人で作成した企画書を持ち寄
り、グループで企画書を作成する。

・企画書をもとにグループのの共同
編集で発表スライドを作成する。

・１年間の学習の成果とともに、発
表する。

・１年間の活動を振り返り、個人の
興味関心に合った課題を設定する。

・企画書の作成
・まとめと探究の技法
・発表スライドの作成
・発表準備
・発表

年間を通じて
・目標に照らし、十分な意欲をもって活動した
かという観点に基づいて評価を行う。
・生徒の形成的評価をふまえ、指導に関わった
教員の診断的評価を集約し、総合的に評価をす
る。

○

35

○ 10

合計

○



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和５年度　 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

（１組：　名取　）（２組：　名取　） （３組：　名取　）（４組：　坂元　）（５組：　坂元　）（６組：　坂元　）

国語 文学国語
国語 文学国語 2

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ，我が国の言
語文化の担い手としての自覚を深め，言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。

文学国語

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技
能を身に付けるとともに，我が国の言語文化に
対する理解を深めることができるようにする。

深く共感したり豊かに想像したりする力を伸
ばすとともに，創造的に考える力を養い，他
者との関わりの中で伝え合う力を高め，自分
の思いや考えを広げたり深めたりすることが
できるようにする。

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，
生涯にわたって読書に親しみ自己を向上さ
せ，我が国の言語文化の担い手としての自覚
を深め，言葉を通して他者や社会に関わろう
とする態度を養う。

「文学国語」東京書籍（文国701） （７組：　坂元　）

国語

【 知　識　及　び　技　能 】
生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに，我が国の言語文化に対する理
解を深めることができるようにする。

深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばすとともに，創造的に考える力を養い，他者との関わり
の中で伝え合う力を高め，自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。

思 態
配当
時数

１
学
期

A 単元
随筆　「雨月物語」

【知識及び技能】
生涯にわたる社会生活に必要な国語
の知識や技能を身に付けるととも
に，我が国の言語文化に対する理解
を深めることができるようにする。
　
【思考力、判断力、表現力等】
深く共感したり豊かに想像したりす
る力を伸ばすとともに，創造的に考
える力を養い，他者との関わりの中
で伝え合う力を高め，自分の思いや
考えを広げたり深めたりすることが
できるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】
言葉がもつ価値への認識を深めると
ともに，生涯にわたって読書に親し
み自己を向上させ，我が国の言語文
化の担い手としての自覚を深め，言
葉を通して他者や社会に関わろうと
する態度を養う。

・筆者の考え方の変化を捉え，
『雨月物語』が筆者にどのような
影響を与えたかを考える。

１「物語」に対する筆者の考えに
注目して，本文を通読する。
２筆者が「子供向けに書かれた
本」をどのように感じていたかを
読み取る。
３『雨月物語』や『怪談』がどの
ような作品か確認し，筆者が『雨
月物語』や『怪談』を好んで読ん
でいた理由を考える。
４筆者が『雨月物語』の「浅茅が
宿」からどのようなことを考え，
何を感じたかを読み取る。
５筆者がどのようなことを「これ
以上ない希望だった。」と述べて
いるか，読み取る。
６「物語」に対する筆者の考え方
の変化を整理する。
７「物語」に対する自分の考えを
まとめる。
・一人１台端末の活用

○ ○

［知技］
・言葉には，想像や心情を豊かにする働きが
あることを理解している。
・情景の豊かさや心情の機微を表す語句の量
を増し，文章の中で使うことを通して，語感
を磨き語彙を豊かにしている。
・文学的な文章を読むことを通して，我が国
の言語文化の特質について理解を深めてい
る。
［思判表］
・「読むこと」において，文章の種類を踏ま
えて，内容や構成，展開，描写の仕方などを
的確に捉えている。
・「読むこと」において，作品の内容や解釈
を踏まえ，人間，社会，自然などに対するも
のの見方，感じ方，考え方を深めている。
［主］進んで『雨月物語』が筆者に与えた影
響を読み取り，今までの学習を生かして「物
語」についての自分の考えをまとめようとし
ている。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
領域

評価規準 知

○ ○ ○ 10

B 単元
小説「窓」

【知識及び技能】
生涯にわたる社会生活に必要な国語
の知識や技能を身に付けるととも
に，我が国の言語文化に対する理解
を深めることができるようにする。
　
【思考力、判断力、表現力等】
深く共感したり豊かに想像したりす
る力を伸ばすとともに，創造的に考
える力を養い，他者との関わりの中
で伝え合う力を高め，自分の思いや
考えを広げたり深めたりすることが
できるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】
言葉がもつ価値への認識を深めると
ともに，生涯にわたって読書に親し
み自己を向上させ，我が国の言語文
化の担い手としての自覚を深め，言
葉を通して他者や社会に関わろうと
する態度を養う。

・場面や登場人物の設定における
特徴を捉え，作中の「短編小説」
が象徴するものについて考える。

１「短編小説」の語る内容と
「僕」との関係に注目しながら，
本文を通読する。
２「短編小説」が言った「小説っ
てのは小さな『窓』なんです
よ。」とは，どのようなことを表
しているか読み取る。
３それを聞いた「僕」は何を考え
たかを読み取る。
４「ね，人は誰でも，ページ数を
知りようのない，一編の小説なん
ですよ。」とは，どのようなこと
を表しているか読み取る。
５窓から外の風景を見ている
「僕」の心情を読み取る。
・一人１台端末の活用

○ ○

［知技］
・言葉には，想像や心情を豊かにする働きが
あることを理解している。
・情景の豊かさや心情の機微を表す語句の量
を増し，文章の中で使うことを通して，語感
を磨き語彙を豊かにしている。
・文学的な文章を読むことを通して，我が国
の言語文化の特質について理解を深めてい
る。
［思判表］
・「読むこと」において，文章の種類を踏ま
えて，内容や構成，展開，描写の仕方などを
的確に捉えている。
・「読むこと」において，文章の構成や展
開，表現の仕方を踏まえ，解釈の多様性につ
いて考察している。
［主］粘り強く「短編小説」が象徴するもの
理解し，学習課題に沿って自分自身の記憶の
風景を思い出して文章を書こうとしている。

○ ○ ○ 10

定期考査
○ ○ 1



１
学
期

C 単元
小説「山月記」

【知識及び技能】
生涯にわたる社会生活に必要な国語
の知識や技能を身に付けるととも
に，我が国の言語文化に対する理解
を深めることができるようにする。
　
【思考力、判断力、表現力等】
深く共感したり豊かに想像したりす
る力を伸ばすとともに，創造的に考
える力を養い，他者との関わりの中
で伝え合う力を高め，自分の思いや
考えを広げたり深めたりすることが
できるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】
言葉がもつ価値への認識を深めると
ともに，生涯にわたって読書に親し
み自己を向上させ，我が国の言語文
化の担い手としての自覚を深め，言
葉を通して他者や社会に関わろうと
する態度を養う。

・登場人物の心情を表現に即して
把握し，主人公の内面と苦悩につ
いて考える。

１作者について予備知識を持った
うえで，現代社会の，あるいは自
分が置かれた状況と同じ点，違う
点について考える。
２あらかじめ調べてきた語句の意
味を確認し，漢文調を生かした語
句の意味を明らかにする。
３「語り」の変化を手がかりに，
本文をいくつかの場面に分け，そ
れぞれの要点をまとめる。
４第一段に描かれた李徴の性格に
ついて発表する。
５李徴がどのような経緯をたどっ
て虎になったかをまとめる。
６虎となった李徴の心情を考え
る。
７李徴の心情，生き方を探る。
８李徴は自らの詩をどのような理
由から袁傪に伝え，袁傪はその作
品をどのように感じたか，考え
る。
・一人１台端末の活用

〇 ○ ○

［知技］
・言葉には，想像や心情を豊かにする働きが
あることを理解している。
・情景の豊かさや心情の機微を表す語句の量
を増し，文章の中で使うことを通して，語感
を磨き語彙を豊かにしている。
・文学的な文章における文体の特徴や修辞な
どの表現の技法について，体系的に理解し
使っている。
・文学的な文章を読むことを通して，我が国
の言語文化の特質について理解を深めてい
る。
・人間，社会，自然などに対するものの見
方，感じ方，考え方を豊かにする読書の意義
と効用について理解を深めている。
［思判表］
・「読むこと」において，文章の種類を踏ま
えて，内容や構成，展開，描写の仕方などを
的確に捉えている。
・「読むこと」において，語り手の視点や場
面の設定の仕方，表現の特色について評価す
ることを通して，内容を解釈している。
・「読むこと」において，作品に表れている
ものの見方，感じ方，考え方を捉えるととも
に，作品が成立した背景や他の作品などとの
関係を踏まえ，作品の解釈を深めている。
［主］粘り強く登場人物の心情を把握し，学
習課題に沿って主人公の内面と苦悩を理解し
て，その生き方について考え，話し合おうと
している。

○ ○ ○ 10

定期考査
○ ○ 1

２
学
期

D 単元
詩歌「鋏」「竹」「永訣の朝」
「硝子の駒――短歌抄」

【知識及び技能】
生涯にわたる社会生活に必要な国語
の知識や技能を身に付けるととも
に，我が国の言語文化に対する理解
を深めることができるようにする。
　
【思考力、判断力、表現力等】
深く共感したり豊かに想像したりす
る力を伸ばすとともに，創造的に考
える力を養い，他者との関わりの中
で伝え合う力を高め，自分の思いや
考えを広げたり深めたりすることが
できるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】
言葉がもつ価値への認識を深めると
ともに，生涯にわたって読書に親し
み自己を向上させ，我が国の言語文
化の担い手としての自覚を深め，言
葉を通して他者や社会に関わろうと
する態度を養う。

「鋏」
・詩に表現された事柄を捉え，日
常の行動に込められた「わたし」
の思いを読み取る。
１作者と作品について理解する。
２「鋏」が象徴しているものを詩
から読み取る。
３「わたし」の心情に着目しなが
ら，この詩に共感できるところを
理由とともにまとめ，グループで
話し合う。

「竹」
・特徴的なリズムや表現に気づ
き，それがどのような効果をもた
らしているかを読み取る。
１作者と作品について理解する。
２音読し，表現上の特色として気
づいたことや表現の効果をまとめ
る。
３それぞれの連に描かれている世
界をつかむ。

「永訣の朝」
・表現された内容を読み取り，描
かれた行動や言葉から「わたく
し」の妹に対する思いを解釈す
る。
１作者について，経歴や文学傾向
を知る。
２表現やリズムに留意して音読す
る。
３作者独特の表現の背景にあるも
のについて考え、作者の目標とし
たものをまとめる。

・短歌独自の特徴と表現効果を理
解し，言葉に込められた情景や心
情を読み取る。
１それぞれの歌の表現に着目し，
リズムを味わいながら音読する。
２それぞれの歌の作者と時代背景
を確認する。
・一人１台端末の活用

〇 〇 〇

［知技］
・言葉には，想像や心情を豊かにする働きが
あることを理解している。
・情景の豊かさや心情の機微を表す語句の量
を増し，文章の中で使うことを通して，語感
を磨き語彙を豊かにしている。
・文学的な文章を読むことを通して，我が国
の言語文化の特質について理解を深めてい
る。
・人間，社会，自然などに対するものの見
方，感じ方，考え方を豊かにする読書の意義
と効用について理解を深めている。
［思判表］
・「読むこと」において，文章の種類を踏ま
えて，内容や構成，展開，描写の仕方などを
的確に捉えている。
・「読むこと」において，語り手の視点や場
面の設定の仕方，表現の特色について評価す
ることを通して，内容を解釈している。
［主］進んで作品に表現された事柄を把握
し，学習課題に沿って作品に込められた作者
の思いを読み取ろうとしている。
進んで短歌独自の特徴と表現効果を理解し，
学習課題に沿って印象に残った歌について，
ひかれた理由を考え，まとめようとしてい
る。

〇 〇 〇 10

定期考査
○ ○ 1



２
学
期

11

定期考査

E 単元
小説「こころ」

【知識及び技能】
生涯にわたる社会生活に必要な国語
の知識や技能を身に付けるととも
に，我が国の言語文化に対する理解
を深めることができるようにする。
　
【思考力、判断力、表現力等】
深く共感したり豊かに想像したりす
る力を伸ばすとともに，創造的に考
える力を養い，他者との関わりの中
で伝え合う力を高め，自分の思いや
考えを広げたり深めたりすることが
できるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】
言葉がもつ価値への認識を深めると
ともに，生涯にわたって読書に親し
み自己を向上させ，我が国の言語文
化の担い手としての自覚を深め，言
葉を通して他者や社会に関わろうと
する態度を養う。

・人物の関係性と心情を的確に捉
え，人の心のありようについて考
えを深める。

１作者紹介などを参考に，本教材
を学習するのに必要な範囲で，作
者・作品について予備知識を持
つ。
２「こころ」についての概説と，
本教材に至るあらすじを読み，
「私」とお嬢さんとの関係，
「私」とKとの関係を理解する。
３本文を通読し、話の展開にした
がって，簡潔に要約する。
４襖が出てくる場面を探し，本文
中で重要なはたらきを持つ襖の役
割に注目する。
５Kの自殺を知った時の「私」の行
動・心理を整理する。
６場所・時などの変化に注意して
事の経緯をまとめ，「私」とKの性
格や生き方の違いについて考え
て，全体を振り返り、描写から読
み取れることについて話し合う。
７この小説の主題について，考え
たことを話し合う。
・一人一台端末の活用。

〇 〇 〇

３
学
期

Ｆ 単元
評論「文学のふるさと」

【知識及び技能】
生涯にわたる社会生活に必要な国語
の知識や技能を身に付けるととも
に，我が国の言語文化に対する理解
を深めることができるようにする。
　
【思考力、判断力、表現力等】
深く共感したり豊かに想像したりす
る力を伸ばすとともに，創造的に考
える力を養い，他者との関わりの中
で伝え合う力を高め，自分の思いや
考えを広げたり深めたりすることが
できるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】
言葉がもつ価値への認識を深めると
ともに，生涯にわたって読書に親し
み自己を向上させ，我が国の言語文
化の担い手としての自覚を深め，言
葉を通して他者や社会に関わろうと
する態度を養う。

・具体例と筆者の主張との関係に
注意して評論を読み，文学のより
どころについて理解を深める。

１具体例の三作品とそこから導か
れている筆者の考えに注意しなが
ら，本文を通読する。
２「アモラル」という視点から，
筆者が「赤頭巾」「狂言」『伊勢
物語』の作品のどこに着目してい
るか整理する。
３「赤頭巾」について，筆者が
「切ない悲しさ，美しさ」を感じ
る理由を読み取る。
４「狂言」のモラルについて，筆
者の捉え方を読み取る。
５『伊勢物語』について，筆者が
美しさやむごたらしさをどう捉え
ているか読み取る。
６文学のモラルや社会性に注目し
ながら，「文学のふるさと」を筆
者がどのように考えているかまと
める。
・一人一台端末の活用。

〇

［知技］
・言葉には，想像や心情を豊かにする働きが
あることを理解している。
・情景の豊かさや心情の機微を表す語句の量
を増し，文章の中で使うことを通して，語感
を磨き語彙を豊かにしている。
・文学的な文章における文体の特徴や修辞な
どの表現の技法について，体系的に理解し
使っている。
・文学的な文章を読むことを通して，我が国
の言語文化の特質について理解を深めてい
る。
・人間，社会，自然などに対するものの見
方，感じ方，考え方を豊かにする読書の意義
と効用について理解を深めている。
［思判表］
・「読むこと」において，文章の種類を踏ま
えて，内容や構成，展開，描写の仕方などを
的確に捉えている。
・「読むこと」において，語り手の視点や場
面の設定の仕方，表現の特色について評価す
ることを通して，内容を解釈容を解釈してい
る。
・「読むこと」において，文章の構成や展
開，表現の仕方を踏まえ，解釈の多様性につ
いて考察している。
［主］粘り強く登場人物の関係性と心情を描
写から把握し，今までの学習を生かして人の
心のありようについて考えを深め，自分の考
えを話し合おうとしている。

〇 〇 〇

〇 〇

14

○ ○ 1

〇

［知技］
・言葉には，想像や心情を豊かにする働きが
あることを理解している。
・情景の豊かさや心情の機微を表す語句の量
を増し，文章の中で使うことを通して，語感
を磨き語彙を豊かにしている。
・文学的な文章を読むことを通して，我が国
の言語文化の特質について理解を深めてい
る。
［思判表］
・「読むこと」において，文章の種類を踏ま
えて，内容や構成，展開，描写の仕方などを
的確に捉えている。
・「読むこと」において，作品の内容や解釈
を踏まえ，人間，社会，自然などに対するも
のの見方，感じ方，考え方を深めている。
［主］粘り強く具体例と筆者の主張との関係
に注意して本文を読み，学習課題に沿って文
学のふるさとについて，筆者の考えを理解
し，まとめようとしている。

〇



３
学
期

14

〇 〇 〇

Ｇ 単元
小説「あの朝」

【知識及び技能】
生涯にわたる社会生活に必要な国語
の知識や技能を身に付けるととも
に，我が国の言語文化に対する理解
を深めることができるようにする。
　
【思考力、判断力、表現力等】
深く共感したり豊かに想像したりす
る力を伸ばすとともに，創造的に考
える力を養い，他者との関わりの中
で伝え合う力を高め，自分の思いや
考えを広げたり深めたりすることが
できるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】
言葉がもつ価値への認識を深めると
ともに，生涯にわたって読書に親し
み自己を向上させ，我が国の言語文
化の担い手としての自覚を深め，言
葉を通して他者や社会に関わろうと
する態度を養う。

・場面ごとの設定を押さえて，そ
の転換に伴う登場人物の状況や心
情の変化を読み取る。

１市子の場面ごとの状況と，それ
に伴う心情の変化に注意しながら
本文を通読する。
２市子は結婚前の「朝の時間」を
どのように過ごし，それをどのよ
うに感じていたか読み取る。
３結婚後の市子の「いき当たり
ばったりのような暮らし」とはど
のような暮らしのことで，それを
どう感じているか読み取る。
２市子のように「なくすことで好
きになったあれこれ」について，
自分の経験を振り返り，考えをま
とめる。
・一人一台端末の活用。

〇 〇

［知技］
・言葉には，想像や心情を豊かにする働きが
あることを理解している。
・文学的な文章やそれに関する文章の種類や
特徴などについて理解を深めている。
・文学的な文章における文体の特徴や修辞な
どの表現の技法について，体系的に理解し
使っている。
［思判表］「書くこと」において，読み手の
関心が得られるよう，文章の構成や展開を工
夫している。
［主］進んで作品を読み込み，効果的に伝え
るための構成や表現を工夫しながら，学習課
題に沿って翻案作品を創作しようとしてい
る。

1

合計

70

定期考査



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和５年度　 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

角　　坂元　　名取

国語 古典探究
国語 古典探究 2

古典探究

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技
能を身に付けるとともに，我が国の伝統的な言
語文化に対する理解を深めることができるよう
にする。

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像
したりする力を伸ばし，古典などを通した先人
のものの見方，感じ方，考え方との関わりの中
で伝え合う力を高め，自分の思いや考えを広げ
たり深めたりすることができるようにする。

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生
涯にわたって古典に親しみ自己を向上させ，我
が国の言語文化の担い手としての自覚を深め，
言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度
を養う。

「古典探究」東京書籍

国語

【 知　識　及　び　技　能 】
生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに，我が国の伝統的な言語文化に対
する理解を深めることができるようにする。

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし，古典などを通した先人のものの見
方，感じ方，考え方との関わりの中で伝え合う力を高め，自分の思いや考えを広げたり深めたりすること
ができるようにする。

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生涯にわたって古典に親しみ自己を向上させ，我が国の言語
文化の担い手としての自覚を深め，言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。

思 態
配当
時数

１
学
期

A 漢文　故事と小話　断腸
【知識及び技能】
生涯にわたる社会生活に必要な国語
の知識や技能を身に付けるととも
に，我が国の伝統的な言語文化に対
する理解を深めることができるよう
にする。
【思考力、判断力、表現力等】
論理的に考える力や深く共感したり
豊かに想像したりする力を伸ばし，
古典などを通した先人のものの見
方，感じ方，考え方との関わりの中
で伝え合う力を高め，自分の思いや
考えを広げたり深めたりすることが
できるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉がもつ価値への認識を深めると
ともに，生涯にわたって古典に親し
み自己を向上させ，我が国の言語文
化の担い手としての自覚を深め，言
葉を通して他者や社会に関わろうと
する態度を養う。

１本文を正しく音読する。
２脚注を参考にしながら本文を書き
下し，現代語訳する。
３桓公が「猿ノ子」を得た者を罷免
した理由を考える。
４「断腸」という故事成語の意味や
使い方を辞書で確認する。

〇

［知技］
・古典に用いられている語句の意味や用法を理
解し，古典を読むために必要な語句の量を増す
ことを通して，語感を磨き語彙を豊かにしてい
る。
・古典の作品や文章の種類とその特徴について
理解を深めている。
・古典などを読むことを通して，我が国の文化
の特質や，我が国の文化と中国など外国の文化
との関係について理解を深めている。
・古典を読むために必要な文語のきまりや訓読
のきまりについて理解を深めている。
・時間の経過による言葉の変化や，古典が現代
の言葉の成り立ちにもたらした影響について理
解を深めている。
・先人のものの見方，感じ方，考え方に親し
み，自分のものの見方，感じ方，考え方を豊か
にする読書の意義と効用について理解を深めて
いる。
［思判表］
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえ
て，構成や展開などを的確に捉えている。
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえ
て，古典特有の表現に注意して内容を的確に捉
えている。
・「読むこと」において，必要に応じて書き手
の考えや目的，意図を捉えて内容を解釈すると
ともに，文章の構成や展開，表現の特色につい
て評価している。
・「読むこと」において，作品の成立した背景
や他の作品などとの関係を踏まえながら古典な
どを読み，その内容の解釈を深め，作品の価値
について考察している。
・「読むこと」において，関心をもった事柄に
関連する様々な古典の作品や文章などを基に，
自分のものの見方，感じ方，考え方を深めてい
る。
・「読むこと」において，古典の作品や文章を
多面的・多角的な視点から評価することを通し
て，我が国の言語文化について自分の考えを広
げたり深めたりしている。
［主］進んで漢文の読み方を確認し，学習課題

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
領域

評価規準 知

○ ○ ○

10

B  古文　十訓抄　大江山の歌
【知識及び技能】
生涯にわたる社会生活に必要な国語
の知識や技能を身に付けるととも
に，我が国の伝統的な言語文化に対
する理解を深めることができるよう
にする。
【思考力、判断力、表現力等】
論理的に考える力や深く共感したり
豊かに想像したりする力を伸ばし，
古典などを通した先人のものの見
方，感じ方，考え方との関わりの中
で伝え合う力を高め，自分の思いや
考えを広げたり深めたりすることが
できるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉がもつ価値への認識を深めると
ともに，生涯にわたって古典に親し
み自己を向上させ，我が国の言語文
化の担い手としての自覚を深め，言
葉を通して他者や社会に関わろうと
する態度を養う。

１定頼中納言の言動の内容を読み取
る。
２小式部内侍のとった行動を読み取
る。
３和歌文学，および和歌の技巧につ
いて理解する。

〇

［知技］
・古典に用いられている語句の意味や用法を理
解し，古典を読むために必要な語句の量を増す
ことを通して，語感を磨き語彙を豊かにしてい
る。
・古典の作品や文章の種類とその特徴について
理解を深めている。
・古典の文の成分の順序や照応，文章の構成や
展開の仕方について理解を深めている。
・古典の作品や文章に表れている，言葉の響き
やリズム，修辞などの表現の特色について理解
を深めている。
・古典などを読むことを通して，我が国の文化
の特質や，我が国の文化と中国など外国の文化
との関係について理解を深めている。
・古典を読むために必要な文語のきまりや訓読
のきまりについて理解を深めている。
［思判表］
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえ
て，構成や展開などを的確に捉えている。
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえ
て，古典特有の表現に注意して内容を的確に捉
えている。
・「読むこと」において，必要に応じて書き手
の考えや目的，意図を捉えて内容を解釈すると
ともに，文章の構成や展開，表現の特色につい
て評価している。
・「読むこと」において，古典の作品や文章に
ついて，内容や解釈を自分の知見と結び付け，
考えを広げたり深めたりしている。
［主］進んで和歌を含んだ説話を読み取り，学
習課題に沿って展開のおもしろさを捉えようと
している。

○ ○ ○



１
学
期

10

B  古文　十訓抄　大江山の歌
【知識及び技能】
生涯にわたる社会生活に必要な国語
の知識や技能を身に付けるととも
に，我が国の伝統的な言語文化に対
する理解を深めることができるよう
にする。
【思考力、判断力、表現力等】
論理的に考える力や深く共感したり
豊かに想像したりする力を伸ばし，
古典などを通した先人のものの見
方，感じ方，考え方との関わりの中
で伝え合う力を高め，自分の思いや
考えを広げたり深めたりすることが
できるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉がもつ価値への認識を深めると
ともに，生涯にわたって古典に親し
み自己を向上させ，我が国の言語文
化の担い手としての自覚を深め，言
葉を通して他者や社会に関わろうと
する態度を養う。

１定頼中納言の言動の内容を読み取
る。
２小式部内侍のとった行動を読み取
る。
３和歌文学，および和歌の技巧につ
いて理解する。

〇

［知技］
・古典に用いられている語句の意味や用法を理
解し，古典を読むために必要な語句の量を増す
ことを通して，語感を磨き語彙を豊かにしてい
る。
・古典の作品や文章の種類とその特徴について
理解を深めている。
・古典の文の成分の順序や照応，文章の構成や
展開の仕方について理解を深めている。
・古典の作品や文章に表れている，言葉の響き
やリズム，修辞などの表現の特色について理解
を深めている。
・古典などを読むことを通して，我が国の文化
の特質や，我が国の文化と中国など外国の文化
との関係について理解を深めている。
・古典を読むために必要な文語のきまりや訓読
のきまりについて理解を深めている。
［思判表］
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえ
て，構成や展開などを的確に捉えている。
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえ
て，古典特有の表現に注意して内容を的確に捉
えている。
・「読むこと」において，必要に応じて書き手
の考えや目的，意図を捉えて内容を解釈すると
ともに，文章の構成や展開，表現の特色につい
て評価している。
・「読むこと」において，古典の作品や文章に
ついて，内容や解釈を自分の知見と結び付け，
考えを広げたり深めたりしている。
［主］進んで和歌を含んだ説話を読み取り，学
習課題に沿って展開のおもしろさを捉えようと
している。

○ ○ ○

定期考査 ○ ○ 1

C  漢文　故事と小話　蛇足
【知識及び技能】
生涯にわたる社会生活に必要な国語
の知識や技能を身に付けるととも
に，我が国の伝統的な言語文化に対
する理解を深めることができるよう
にする。
【思考力、判断力、表現力等】
論理的に考える力や深く共感したり
豊かに想像したりする力を伸ばし，
古典などを通した先人のものの見
方，感じ方，考え方との関わりの中
で伝え合う力を高め，自分の思いや
考えを広げたり深めたりすることが
できるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉がもつ価値への認識を深めると
ともに，生涯にわたって古典に親し
み自己を向上させ，我が国の言語文
化の担い手としての自覚を深め，言
葉を通して他者や社会に関わろうと
する態度を養う。

１本文を正しく音読する。
２脚注を参考にしながら本文を書き
下し，現代語訳する。
３「為ス二蛇ノ足ヲ者」が酒を失っ
た理由を考える。

○ 〇

［知技］
・古典に用いられている語句の意味や用法を理
解し，古典を読むために必要な語句の量を増す
ことを通して，語感を磨き語彙を豊かにしてい
る。
・古典の作品や文章の種類とその特徴について
理解を深めている。
・古典などを読むことを通して，我が国の文化
の特質や，我が国の文化と中国など外国の文化
との関係について理解を深めている。
・古典を読むために必要な文語のきまりや訓読
のきまりについて理解を深めている。
・時間の経過による言葉の変化や，古典が現代
の言葉の成り立ちにもたらした影響について理
解を深めている。
・先人のものの見方，感じ方，考え方に親し
み，自分のものの見方，感じ方，考え方を豊か
にする読書の意義と効用について理解を深めて
いる。
［思判表］
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえ
て，構成や展開などを的確に捉えている。
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえ
て，古典特有の表現に注意して内容を的確に捉
えている。
・「読むこと」において，必要に応じて書き手
の考えや目的，意図を捉えて内容を解釈すると
ともに，文章の構成や展開，表現の特色につい
て評価している。
・「読むこと」において，作品の成立した背景
や他の作品などとの関係を踏まえながら古典な
どを読み，その内容の解釈を深め，作品の価値
について考察している。
・「読むこと」において，関心をもった事柄に
関連する様々な古典の作品や文章などを基に，
自分のものの見方，感じ方，考え方を深めてい
る。
・「読むこと」において，古典の作品や文章を
多面的・多角的な視点から評価することを通し
て，我が国の言語文化について自分の考えを広
げたり深めたりしている。
［主］進んで漢文の読み方を確認し，学習課題
に沿って，故事成語の成り立ちとその意義や，
漢文の受容について考えようとしている。

○ ○ ○ 10

定期考査
○ ○ 1

２
学
期

D　古文　方丈記　ゆく河の流れ
【知識及び技能】
生涯にわたる社会生活に必要な国語
の知識や技能を身に付けるととも
に，我が国の伝統的な言語文化に対
する理解を深めることができるよう
にする。
【思考力、判断力、表現力等】
論理的に考える力や深く共感したり
豊かに想像したりする力を伸ばし，
古典などを通した先人のものの見
方，感じ方，考え方との関わりの中
で伝え合う力を高め，自分の思いや
考えを広げたり深めたりすることが
できるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉がもつ価値への認識を深めると
ともに，生涯にわたって古典に親し
み自己を向上させ，我が国の言語文
化の担い手としての自覚を深め，言
葉を通して他者や社会に関わろうと
する態度を養う。

１全文を繰り返し音読し，その構成
と内容を捉える。
２「人」と「栖」と，「ゆく河の流
れ」と「淀みに浮かぶうたかた」と
の類似点について考える。
３「無常を争ふさま」とはどのよう
なことかを踏まえて，『方丈記』で
描かれる「無常観」について考え
る。

〇

［知技］
・古典に用いられている語句の意味や用法を理
解し，古典を読むために必要な語句の量を増す
ことを通して，語感を磨き語彙を豊かにしてい
る。
・古典の作品や文章の種類とその特徴について
理解を深めている。
・古典の文の成分の順序や照応，文章の構成や
展開の仕方について理解を深めている。
・古典の作品や文章に表れている，言葉の響き
やリズム，修辞などの表現の特色について理解
を深めている。
・古典などを読むことを通して，我が国の文化
の特質や，我が国の文化と中国など外国の文化
との関係について理解を深めている。
・古典を読むために必要な文語のきまりや訓読
のきまりについて理解を深めている。
［思判表］
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえ
て，構成や展開などを的確に捉えている。
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえ
て，古典特有の表現に注意して内容を的確に捉
えている。
・「読むこと」において，必要に応じて書き手
の考えや目的，意図を捉えて内容を解釈すると
ともに，文章の構成や展開，表現の特色につい
て評価している。
・「読むこと」において，古典の作品や文章な
どに表れているものの見方，感じ方，考え方を
踏まえ，人間，社会，自然などに対する自分の
考えを広げたり深めたりしている。
［主］進んで表現の特色に注意しながら作品の
内容を解釈し，学習課題に沿って『方丈記』で
描かれる「無常観」について考えようとしてい

○ ○ ○

15
E 漢文　唐詩と文
【知識及び技能】
生涯にわたる社会生活に必要な国語
の知識や技能を身に付けるととも
に，我が国の伝統的な言語文化に対
する理解を深めることができるよう
にする。
【思考力、判断力、表現力等】
論理的に考える力や深く共感したり
豊かに想像したりする力を伸ばし，
古典などを通した先人のものの見
方，感じ方，考え方との関わりの中
で伝え合う力を高め，自分の思いや
考えを広げたり深めたりすることが
できるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉がもつ価値への認識を深めると
ともに，生涯にわたって古典に親し
み自己を向上させ，我が国の言語文
化の担い手としての自覚を深め，言
葉を通して他者や社会に関わろうと
する態度を養う。

１それぞれの作者について理解す
る。
２詩を声に出して読む。
３それぞれの詩の内容を捉える。
４唐詩の詩形，押韻，対句の表現に
ついて考える。
５正確な現代語訳をする。
６繰り返し朗読して唐詩の調べを理
解し，暗唱する。
７訳詩を試みる。

〇

［知技］
・古典に用いられている語句の意味や用法を理
解し，古典を読むために必要な語句の量を増す
ことを通して，語感を磨き語彙を豊かにしてい
る。
・古典の作品や文章の種類とその特徴について
理解を深めている。
・古典の作品や文章に表れている，言葉の響き
やリズム，修辞などの表現の特色について理解
を深めている。
・古典などを読むことを通して，我が国の文化
の特質や，我が国の文化と中国など外国の文化
との関係について理解を深めている。
・先人のものの見方，感じ方，考え方に親し
み，自分のものの見方，感じ方，考え方を豊か
にする読書の意義と効用について理解を深めて
いる。
［思判表］
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえ
て，構成や展開などを的確に捉えている。
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえ
て，古典特有の表現に注意して内容を的確に捉
えている。
・「読むこと」において，作品の成立した背景
や他の作品などとの関係を踏まえながら古典な
どを読み，その内容の解釈を深め，作品の価値
について考察している。
・「読むこと」において，古典の作品や文章な
どに表れているものの見方，感じ方，考え方を
踏まえ，人間，社会，自然などに対する自分の
考えを広げたり深めたりしている。
［主］進んでさまざまな唐詩を読み味わい，学
習課題に沿って，言語感覚や想像力を豊かにし

○ ○ ○



２
学
期

15
E 漢文　唐詩と文
【知識及び技能】
生涯にわたる社会生活に必要な国語
の知識や技能を身に付けるととも
に，我が国の伝統的な言語文化に対
する理解を深めることができるよう
にする。
【思考力、判断力、表現力等】
論理的に考える力や深く共感したり
豊かに想像したりする力を伸ばし，
古典などを通した先人のものの見
方，感じ方，考え方との関わりの中
で伝え合う力を高め，自分の思いや
考えを広げたり深めたりすることが
できるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉がもつ価値への認識を深めると
ともに，生涯にわたって古典に親し
み自己を向上させ，我が国の言語文
化の担い手としての自覚を深め，言
葉を通して他者や社会に関わろうと
する態度を養う。

１それぞれの作者について理解す
る。
２詩を声に出して読む。
３それぞれの詩の内容を捉える。
４唐詩の詩形，押韻，対句の表現に
ついて考える。
５正確な現代語訳をする。
６繰り返し朗読して唐詩の調べを理
解し，暗唱する。
７訳詩を試みる。

〇

［知技］
・古典に用いられている語句の意味や用法を理
解し，古典を読むために必要な語句の量を増す
ことを通して，語感を磨き語彙を豊かにしてい
る。
・古典の作品や文章の種類とその特徴について
理解を深めている。
・古典の作品や文章に表れている，言葉の響き
やリズム，修辞などの表現の特色について理解
を深めている。
・古典などを読むことを通して，我が国の文化
の特質や，我が国の文化と中国など外国の文化
との関係について理解を深めている。
・先人のものの見方，感じ方，考え方に親し
み，自分のものの見方，感じ方，考え方を豊か
にする読書の意義と効用について理解を深めて
いる。
［思判表］
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえ
て，構成や展開などを的確に捉えている。
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえ
て，古典特有の表現に注意して内容を的確に捉
えている。
・「読むこと」において，作品の成立した背景
や他の作品などとの関係を踏まえながら古典な
どを読み，その内容の解釈を深め，作品の価値
について考察している。
・「読むこと」において，古典の作品や文章な
どに表れているものの見方，感じ方，考え方を
踏まえ，人間，社会，自然などに対する自分の
考えを広げたり深めたりしている。
［主］進んでさまざまな唐詩を読み味わい，学
習課題に沿って，言語感覚や想像力を豊かにし

○ ○ ○

定期考査
○ ○ 1

 F　古文　土佐日記　馬のはなむけ
【知識及び技能】
生涯にわたる社会生活に必要な国語
の知識や技能を身に付けるととも
に，我が国の伝統的な言語文化に対
する理解を深めることができるよう
にする。
【思考力、判断力、表現力等】
論理的に考える力や深く共感したり
豊かに想像したりする力を伸ばし，
古典などを通した先人のものの見
方，感じ方，考え方との関わりの中
で伝え合う力を高め，自分の思いや
考えを広げたり深めたりすることが
できるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉がもつ価値への認識を深めると
ともに，生涯にわたって古典に親し
み自己を向上させ，我が国の言語文
化の担い手としての自覚を深め，言
葉を通して他者や社会に関わろうと
する態度を養う。

１当時の月日や時刻の呼び方につい
て知る。
２この章段に書かれている旅立ちの
事情を読み取る。
３朧化表現，機知を感じさせる表現
を指摘し，この作品の特色を考え
る。
４冒頭の一文から，作者がどのよう
な日記を書こうとしているのかを考
える。

〇

［知技］
・古典に用いられている語句の意味や用法を理
解し，古典を読むために必要な語句の量を増す
ことを通して，語感を磨き語彙を豊かにしてい
る。
・古典の作品や文章の種類とその特徴について
理解を深めている。
・古典の文の成分の順序や照応，文章の構成や
展開の仕方について理解を深めている。
・古典の作品や文章に表れている，言葉の響き
やリズム，修辞などの表現の特色について理解
を深めている。
・古典などを読むことを通して，我が国の文化
の特質や，我が国の文化と中国など外国の文化
との関係について理解を深めている。
・古典を読むために必要な文語のきまりや訓読
のきまりについて理解を深めている。
［思判表］
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえ
て，構成や展開などを的確に捉えている。
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえ
て，古典特有の表現に注意して内容を的確に捉
えている。
・「読むこと」において，必要に応じて書き手
の考えや目的，意図を捉えて内容を解釈すると
ともに，文章の構成や展開，表現の特色につい
て評価している。
・「読むこと」において，作品の成立した背景
や他の作品などとの関係を踏まえながら古典な
どを読み，その内容の解釈を深め，作品の価値
について考察している。
・「読むこと」において，古典の作品や文章な
どに表れているものの見方，感じ方，考え方を
踏まえ，人間，社会，自然などに対する自分の
考えを広げたり深めたりしている。
［主］進んで作品の表現や形式の特徴について
理解し，学習課題に沿って作者の意図を読み取
ろうとしている。

○ ○ ○

15

 G 漢文　唐詩と文
【知識及び技能】
生涯にわたる社会生活に必要な国語
の知識や技能を身に付けるととも
に，我が国の伝統的な言語文化に対
する理解を深めることができるよう
にする。
【思考力、判断力、表現力等】
論理的に考える力や深く共感したり
豊かに想像したりする力を伸ばし，
古典などを通した先人のものの見
方，感じ方，考え方との関わりの中
で伝え合う力を高め，自分の思いや
考えを広げたり深めたりすることが
できるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉がもつ価値への認識を深めると
ともに，生涯にわたって古典に親し
み自己を向上させ，我が国の言語文
化の担い手としての自覚を深め，言
葉を通して他者や社会に関わろうと
する態度を養う。

１それぞれの作者について理解す
る。
２詩を声に出して読む。
３それぞれの詩の内容を捉える。
４唐詩の詩形，押韻，対句の表現に
ついて考える。
５正確な現代語訳をする。
６繰り返し朗読して唐詩の調べを理
解し，暗唱する。
７訳詩を試みる。

〇

［知技］
・古典に用いられている語句の意味や用法を理
解し，古典を読むために必要な語句の量を増す
ことを通して，語感を磨き語彙を豊かにしてい
る。
・古典の作品や文章の種類とその特徴について
理解を深めている。
・古典の作品や文章に表れている，言葉の響き
やリズム，修辞などの表現の特色について理解
を深めている。
・古典などを読むことを通して，我が国の文化
の特質や，我が国の文化と中国など外国の文化
との関係について理解を深めている。
・先人のものの見方，感じ方，考え方に親し
み，自分のものの見方，感じ方，考え方を豊か
にする読書の意義と効用について理解を深めて
いる。
［思判表］
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえ
て，構成や展開などを的確に捉えている。
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえ
て，古典特有の表現に注意して内容を的確に捉
えている。
・「読むこと」において，作品の成立した背景
や他の作品などとの関係を踏まえながら古典な
どを読み，その内容の解釈を深め，作品の価値
について考察している。
・「読むこと」において，古典の作品や文章な
どに表れているものの見方，感じ方，考え方を
踏まえ，人間，社会，自然などに対する自分の
考えを広げたり深めたりしている。
［主］進んでさまざまな唐詩を読み味わい，学
習課題に沿って，言語感覚や想像力を豊かにし

○ ○ ○

定期考査
○ ○ 1



３
学
期

H　古文　更級日記　門出
【知識及び技能】
生涯にわたる社会生活に必要な国語
の知識や技能を身に付けるととも
に，我が国の伝統的な言語文化に対
する理解を深めることができるよう
にする。
【思考力、判断力、表現力等】
論理的に考える力や深く共感したり
豊かに想像したりする力を伸ばし，
古典などを通した先人のものの見
方，感じ方，考え方との関わりの中
で伝え合う力を高め，自分の思いや
考えを広げたり深めたりすることが
できるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉がもつ価値への認識を深めると
ともに，生涯にわたって古典に親し
み自己を向上させ，我が国の言語文
化の担い手としての自覚を深め，言
葉を通して他者や社会に関わろうと
する態度を養う。

１本文を読み，作者の育った東国の
生活について理解する。
２作者の物語への憧れについて整理
する。
３門出にあたっての作者の心情を読
み取る。
４作品全体の冒頭部分としての意味
を考え，この日記の構造と主題を理
解する。

〇

［知技］
・古典に用いられている語句の意味や用法を理
解し，古典を読むために必要な語句の量を増す
ことを通して，語感を磨き語彙を豊かにしてい
る。
・古典の作品や文章の種類とその特徴について
理解を深めている。
・古典の文の成分の順序や照応，文章の構成や
展開の仕方について理解を深めている。
・古典の作品や文章に表れている，言葉の響き
やリズム，修辞などの表現の特色について理解
を深めている。
・古典などを読むことを通して，我が国の文化
の特質や，我が国の文化と中国など外国の文化
との関係について理解を深めている。
・古典を読むために必要な文語のきまりや訓読
のきまりについて理解を深めている。
［思判表］
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえ
て，構成や展開などを的確に捉えている。
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえ
て，古典特有の表現に注意して内容を的確に捉
えている。
・「読むこと」において，作品の成立した背景
や他の作品などとの関係を踏まえながら古典な
どを読み，その内容の解釈を深め，作品の価値
について考察している。
・「読むこと」において，古典の作品や文章に
ついて，内容や解釈を自分の知見と結び付け，
考えを広げたり深めたりしている。
［主］進んで文学史における日記文学の位置づ
けについて理解し，学習課題に沿って作者の置
かれた境遇や物語に向けられた心情について読
み取ろうとしている。

○ ○ ○

15

I　漢文　寓話
【知識及び技能】
生涯にわたる社会生活に必要な国語
の知識や技能を身に付けるととも
に，我が国の伝統的な言語文化に対
する理解を深めることができるよう
にする。
【思考力、判断力、表現力等】
論理的に考える力や深く共感したり
豊かに想像したりする力を伸ばし，
古典などを通した先人のものの見
方，感じ方，考え方との関わりの中
で伝え合う力を高め，自分の思いや
考えを広げたり深めたりすることが
できるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
言葉がもつ価値への認識を深めると
ともに，生涯にわたって古典に親し
み自己を向上させ，我が国の言語文
化の担い手としての自覚を深め，言
葉を通して他者や社会に関わろうと
する態度を養う。

１本文を繰り返し音読する。
２正しい訓読をもとに語彙を調べ，
正確に現代語訳する。
３それぞれのたとえ話が，元のもの
よりも優れたものとなっている例
と，ものの性質は後天的に矯正する
ことができる例であることを確認す
る。
４主題をまとめる。

〇

［知技］
・古典に用いられている語句の意味や用法を理
解し，古典を読むために必要な語句の量を増す
ことを通して，語感を磨き語彙を豊かにしてい
る。
・古典の作品や文章の種類とその特徴について
理解を深めている。
・時間の経過による言葉の変化や，古典が現代
の言葉の成り立ちにもたらした影響について理
解を深めている。
・先人のものの見方，感じ方，考え方に親し
み，自分のものの見方，感じ方，考え方を豊か
にする読書の意義と効用について理解を深めて
いる。
［思判表］
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえ
て，構成や展開などを的確に捉えている。
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえ
て，古典特有の表現に注意して内容を的確に捉
えている。
・「読むこと」において，必要に応じて書き手
の考えや目的，意図を捉えて内容を解釈すると
ともに，文章の構成や展開，表現の特色につい
て評価している。
・「読むこと」において，古典の作品や文章な
どに表れているものの見方，感じ方，考え方を
踏まえ，人間，社会，自然などに対する自分の
考えを広げたり深めたりしている。
［主］進んで古代中国のさまざまな考え方に触
れ，学習課題に沿って寓話や故事成語の意味に

○

1

合計

70

○ ○

定期考査

〇 〇



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和５年度　 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

国語 論理国語
国語 論理国語 2

言葉のもつ価値への認識を深めるとともに、言語感覚を磨き、我が国の言語文化の担い手としての自覚を
もち、生涯にわたり国語を尊重してその能力の向上を図る態度を養う。

論理国語

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

実社会に必要な国語の知識や技能を身に付ける
ようにする。

論理的，批判的に考える力を伸ばすとともに，
創造的に考える力を養い，他者との関わりの中
で伝え合う力を高め，自分の思いや考えを広げ
たり深めたりすることができるようにする。

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生
涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ，我
が国の言語文化の担い手としての自覚を深め，
言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度
を養う。

（１組：角）（２組：髙橋）（３組：角）（４組：髙橋）（５組：角）（６組：髙橋）（７組：角）

東京書籍「精選論理国語」

国語

【 知　識　及　び　技　能 】生涯にわたる社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができるようにする。

生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を伸ばす。

思 態
配当
時数

１
学
期

いつもそばには本があった 読書の意義について筆者の主張を読
み取り，自分に引き寄せて考える。

○ ○ ○

［知識及び技能］
言葉には，言葉そのものを認識したり説明した
りすることを可能にする働きがあることを理解
している。
［思考力・判断力・表現等］
「読むこと」において，文章の種類を踏まえ
て，内容や構成，論理の展開などを的確に捉
え，論点を明確にしながら要旨を把握してい
る。
［主体的に学習に取り組む態度］
粘り強く哲学的視点に立った語句の意味や筆者
の思考の筋道をつかみ，今までの学習を生かし
て自己の知識や読書経験と関連付けて，「読
書」について自分の意見をまとめ，発表しよう
としている。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
領域

評価規準 知

○ ○ ○ 6

ミロのヴィーナス ・具体例に注目して筆者の主張を理
解し，芸術の見方について考える。
・書かれている内容を理解し，論理
的に考えることの意義を知る。

○ ○ ○

［知識及び技能］
・言葉には，言葉そのものを認識したり説明し
たりすることを可能にする働きがあることを理
解している。
［思考力・判断力・表現等］
「読むこと」において，文章の種類を踏まえ
て，内容や構成，論理の展開などを的確に捉
え，論点を明確にしながら要旨を把握してい
る。
［主体的に学習に取り組む態度］
進んで芸術における具体と抽象の関係性や，筆
者の論の進め方を捉え，学習課題に沿って見え
ないものへと思考を広げる，芸術に対する見方
を深めようとしている。

○ ○ ○ 6

定期考査
○ ○ 1

相手依存の自己規定 具体的な事例と筆者の意見の関係に
注意して読み，言語と自我の構造に
ついて考える。

○ ○ ○

［知識及び技能］
言葉には，言葉そのものを認識したり説明した
りすることを可能にする働きがあることを理解
している。
［思考力・判断力・表現等］
「読むこと」において，文章の種類を踏まえ
て，内容や構成，論理の展開などを的確に捉
え，論点を明確にしながら要旨を把握してい
る。
［主体的に学習に取り組む態度］
積極的に筆者の意見と具体例の関連性を理解
し，学習の見通しをもって調べた身近な例を整
理・分析して自己把握についての考えをまと
め，他者に伝えようとしている。

○ ○ ○ 6

科学的「発見」とは 本文中の二つの課題を追体験して読
み，科学的視点の持ち方とその意義
を理解する。

○ ○ ○

［知識及び技能］
言葉には，言葉そのものを認識したり説明した
りすることを可能にする働きがあることを理解
している。
［思考力・判断力・表現等］
「読むこと」において，文章の種類を踏まえ
て，資料との関係を把握し，内容や構成を的確
に捉えている。
［主体的に学習に取り組む態度］
進んで中心的主張と事例の関係，「問い」と
「主張」という文章の構造を理解し，学習課題
に沿って科学的視点に立った，ものの見方や考
え方を培おうとしている。

○ ○ ○ 6



１
学
期

科学的「発見」とは 本文中の二つの課題を追体験して読
み，科学的視点の持ち方とその意義
を理解する。

○ ○ ○

［知識及び技能］
言葉には，言葉そのものを認識したり説明した
りすることを可能にする働きがあることを理解
している。
［思考力・判断力・表現等］
「読むこと」において，文章の種類を踏まえ
て，資料との関係を把握し，内容や構成を的確
に捉えている。
［主体的に学習に取り組む態度］
進んで中心的主張と事例の関係，「問い」と
「主張」という文章の構造を理解し，学習課題
に沿って科学的視点に立った，ものの見方や考
え方を培おうとしている。

○ ○ ○ 6

定期考査
○ ○ 1

２
学
期

分人とは何か 提示された問いに注意して筆者の主
張を理解し，自分に引き寄せて考え
る。

○ ○ ○

［知識及び技能］
言葉には，言葉そのものを認識したり説明した
りすることを可能にする働きがあることを理解
している。
［思考力・判断力・表現等］
「読むこと」において，文章の種類を踏まえ
て，内容や構成，論理の展開などを的確に捉
え，論点を明確にしながら要旨を把握してい
る。
［主体的に学習に取り組む態度］
進んで本文中の複数の問いと具体例の配置に着
目しながら，筆者独自の造語に基づく主張を読
み取り，今までの学習を生かして「分人」とい
う観点から自分とその人間関係について考えを
深めようとしている。

○ ○ ○ 6

メディアの変容 挙げられている事例と筆者の分析の
関係に注意して読み，人間関係の在
り方について考えを深める。

○ ○ ○

［知識及び技能］
言葉には，言葉そのものを認識したり説明した
りすることを可能にする働きがあることを理解
している。
［思考力・判断力・表現等］
「読むこと」において，文章の種類を踏まえ
て，内容や構成，論理の展開などを的確に捉
え，論点を明確にしながら要旨を把握してい
る。
［主体的に学習に取り組む態度］
粘り強く筆者の論じる社会の変化と人間関係の
分析を理解し，学習課題に沿って人間関係を論
じる二つの文章の共通点・相違点を考察して，
人間関係の在り方について自分の考えを深めよ
うとしている。

○ ○ ○ 6

定期考査
○ ○ 1

「リスク」と「リスク社会」 対比に注意して論の展開をつかみ，
「リスク」という概念について理解
を深める。

○ ○ ○

6

定期考査

［知識及び技能］
言葉には，言葉そのものを認識したり説明した
りすることを可能にする働きがあることを理解
している。
［思考力・判断力・表現等］
「読むこと」において，文章の種類を踏まえ
て，内容や構成，論理の展開などを的確に捉
え，論点を明確にしながら要旨を把握してい
る。
［主体的に学習に取り組む態度］
積極的にベックとルーマンの各記述から中心的
主張を捉えて要約し，学習課題に沿って現代に
おける「リスク」について具体的に考え，話し
合おうとしている。

○ ○ ○ 6

「環境」とは何か 「環世界」などの概念に注意しなが
ら筆者の主張を理解し，環境につい
て理解を深める。

○ ○ ○

３
学
期

「である」ことと「する」こと 例示と意見の関係を整理して主張を
捉え，変化する社会における人間の
在り方について考える。

○ ○

［知識及び技能］
言葉には，言葉そのものを認識したり説明した
りすることを可能にする働きがあることを理解
している。
［思考力・判断力・表現等］
「読むこと」において，文章の種類を踏まえ
て，内容や構成，論理の展開などを的確に捉
え，論点を明確にしながら要旨を把握してい
る。
［主体的に学習に取り組む態度］
粘り強く哲学的視点に立った「環境」に対する
筆者の主張を理解し，今までの学習を生かして
持続可能な社会環境の実現に向けた具体的な取
り組みについて考え，話し合おうとしている。

○ ○ ○

○

［知識及び技能］
言葉には，言葉そのものを認識したり説明した
りすることを可能にする働きがあることを理解
している。
［思考力・判断力・表現等］
「読むこと」において，文章の種類を踏まえ
て，内容や構成，論理の展開などを的確に捉
え，論点を明確にしながら要旨を把握してい
る。
［主体的に学習に取り組む態度］
粘り強く二項対立の論理展開や具体例と筆者の
主張との関係をつかみ，今までの学習を生かし
て「である」価値と「する」価値について自分
に引き寄せて考え，現代社会に対する認識を深
めようとしている。

8

○ ○ 1

9

消費されるスポーツ 筆者の提示する問題を読み取って整
理し，メディアとスポーツの関係に
ついて理解を深める。

○ ○ ○

［知識及び技能］
言葉には，言葉そのものを認識したり説明した
りすることを可能にする働きがあることを理解
している。
［思考力・判断力・表現等］
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえ
て，内容や構成，論理の展開などを的確に捉
え，論点を明確にしながら要旨を把握してい
る。
［主体的に学習に取り組む態度］
積極的にスポーツとメディアという社会事象の
分析を通した筆者の主張を読み取り，学習課題
に沿ってスポーツについて具体例を挙げなが
ら，自分の考えをまとめようとしている。



３
学
期

○ ○ 1

9

定期考査

消費されるスポーツ 筆者の提示する問題を読み取って整
理し，メディアとスポーツの関係に
ついて理解を深める。

○ ○ ○

［知識及び技能］
言葉には，言葉そのものを認識したり説明した
りすることを可能にする働きがあることを理解
している。
［思考力・判断力・表現等］
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえ
て，内容や構成，論理の展開などを的確に捉
え，論点を明確にしながら要旨を把握してい
る。
［主体的に学習に取り組む態度］
積極的にスポーツとメディアという社会事象の
分析を通した筆者の主張を読み取り，学習課題
に沿ってスポーツについて具体例を挙げなが
ら，自分の考えをまとめようとしている。



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和５年度　 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

（1組：山下） （2～7組：両角）

地理歴史 歴史総合
地理歴史 歴史総合 2

歴史総合

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

現代世界の持つ重要な要素としての「大衆化社
会」、「グローバル化社会」が、さまざまな国
際秩序の変化に基づいて生じていることについ
て理解しているとともに、諸史料から歴史に関
する様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめ
る技術を身に着けている。

歴史的事象の意味や意義、特色や相互の関連
を、地形的関係、社会体制、人間と自然環境と
の相互関係、相互依存作用などに着目しつつ活
用し、多角的、多面的に考察したり、現代の諸
課題の解決に向けて構想、考察したことを効果
的に説明したり、議論したりする力を養う。

歴史的事象を踏まえ、より良い社会の実現を視
野に、そこで見られる課題を主体的に追究、解
決しようとする態度を養うとともに、多面的・
多角的に考察や深い理解を通して涵養される日
本国民としての自覚、及び世界と結びつく国際
人としての自覚などを深める。

帝国書院『明解歴史総合』　副教材『明解歴史総合図説シンフォニア』　ワークシート　ICT端末

地理歴史

【 知　識　及　び　技　能 】
歴史的な転換点の因果について理解しているとともに、調査や諸資料から様々な情報を適切かつ効果的に
調べまとめている。
歴史的事象の意義、及びその特色や相互の関連を、概念などを活用して多面的・多角的に考察したり、現
代社会に見られる課題の解決に向けて構想したり、考察、構想したことを効果的に説明したりそれらを基
に議論したりしている。
現代の諸課題について、歴史的事象を踏まえ、より良い社会の実現を視野に主体的に解決しようとしてい
る。

態
配当
時数

１
学
期

欧米諸国における近代化
【知識及び技能】
　市民社会と国民国家の形成、資
本主義社会と国際分業体制確立の
経緯について、資料を読み取り、
理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
　市民革命および産業革命の経緯
などから、諸改革の意義と現代社
会との関わりを考察し、みずから
の言葉で表現している。
【学びに向かう力、人間性等】
　市民革命や産業革命が、現代社
会に与えた影響と課題について、
追究しようとしている。

；指導事項
①イギリスの革命とアメリカの独
立
②フランス革命の影響と国民意識
の芽生え
③産業革命で変わる社会
④イギリスの繁栄と国際分業体制

・教材
教科書、副教材、ワークシート、
ICT端末

欧米諸国における近代化
【知識・技能】
　市民社会と国民国家の形成、資本主義社会
と国際分業体制確立の経緯について、資料を
読み取り、理解している。
【思考・判断・表現】
　市民革命および産業革命の経緯などから、
諸改革の意義と現代社会との関わりを考察
し、みずからの言葉で表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　市民革命や産業革命が、現代社会に与えた
影響と課題について、追究しようとしてい
る。

○ ○ ○ 5

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

8

定期考査 ○ ○ 〇 1

近代化の進展と国民国家形成
【知識及び技能】
　国民国家の展開と帝国主義によ
る世界分割や移民の状況について
資料を読み取り、理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
　国民国家の形成・発展による対
外戦争や差別・抑圧、帝国主義が
人類に与えた変化について考察
し、みずからの言葉で表現してい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
　国民国家や帝国主義政策が、現
代社会に与えた影響と課題につい

・指導事項
①1848年～近代ヨーロッパの転換
点
②イタリア・ドイツの統一とロシ
アの近代化
③アメリカの拡大と第二次産業革
命
④帝国主義と世界の一体化

・教材
教科書、副教材、ワークシート、
ICT端末

近代化の進展と国民国家形成
【知識・技能】
　国民国家の展開と帝国主義による世界分割
や移民の状況について資料を読み取り、理解
している。
【思考・判断・表現】
　国民国家の形成・発展による対外戦争や差
別・抑圧、帝国主義が人類に与えた変化につ
いて考察し、みずからの言葉で表現してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
　国民国家や帝国主義政策が、現代社会に与
えた影響と課題について追究しようとしてい
る。

○ ○ ○

8

近代化が進む日本と東アジア
【知識及び技能】
　明治維新とその後の日本の変化
やアジア諸国の変容について、資
料を読み取り、理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
　明治維新の歴史的な意義につい
て、現代の日本への影響と関連付
けて考察し、みずからの言葉で表
現している。
【学びに向かう力、人間性等】
　明治維新やアジア諸国の変容
が、現代社会に与えた影響と課題

・指導事項
①新政府の誕生
②近代国家を目指す日本
③日本と芯の近代化と日清戦争
④列強の中国進出と日露戦争
⑤日露戦争が与えた影響

・教材
教科書、副教材、ワークシート、
ICT端末

近代化が進む日本と東アジア
【知識・技能】
　明治維新とその後の日本の変化やアジア諸
国の変容について、資料を読み取り、理解し
ている。
【思考・判断・表現】
　明治維新の歴史的な意義について、現代の
日本への影響と関連付けて考察し、みずから
の言葉で表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　明治維新やアジア諸国の変容が、現代社会
に与えた影響と課題について追究しようとし
ている。

○ ○ ○ 7

アジア諸国の動揺と日本の開国
【知識及び技能】
　欧米諸国の進出によるアジア諸
国の変容について、資料を読み取
り、理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
　「西洋の衝撃」の歴史的意義に
ついて、アジア諸国の変容を比較
したり関連付けたりして考察し、
みずからの言葉で表現している。
【学びに向かう力、人間性等】
　欧米諸国の進出とアジア諸国の
変容が、現代社会に与えた影響と
課題について追究しようとしてい

・指導事項
①「西洋の衝撃」と西アジアの変
化
②南・東南アジアの植民地化
③ヨーロッパの日本接近とアヘン
戦争
④黒船の来航と日本の対応
⑤新体制の模索と江戸幕府の滅亡

・教材
教科書、副教材、ワークシート、
ICT端末

アジア諸国の動揺と日本の開国
【知識・技能】
　欧米諸国の進出によるアジア諸国の変容に
ついて、資料を読み取り、理解している。
【思考・判断・表現】
　「西洋の衝撃」の歴史的意義について、ア
ジア諸国の変容を比較したり関連付けたりし
て考察し、みずからの言葉で表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　欧米諸国の進出とアジア諸国の変容が、現
代社会に与えた影響と課題について追究しよ
うとしている。

○ ○ ○

1

２
学
期

第一次世界大戦と日本の対応
【知識及び技能】
　国際関係の視点を軸に、第一次
世界大戦勃発から終戦までの経緯
と、参戦各国の社会の変化につい
て、資料を読み取り、理解してい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
　第一次世界大戦の総力戦体制下
において、列強の戦闘員・列強の
非戦闘員・植民地や従属地域の
人々がそれぞれどのような目的で
戦争に協力したのかについて考察
し、みずからの言葉で表現してい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
勢力均衡に基づく国際秩序と大衆

・指導事項
①ドイツの挑戦とバルカン半島の
緊張
②総力戦となった第一次世界大戦
③ロシア革命と大戦の終結

・教材
教科書、副教材、ワークシート、
ICT端末

第一次世界大戦と日本の対応
【知識・技能】
　国際関係の視点を軸に、第一次世界大戦勃
発から終戦までの経緯と、参戦各国の社会の
変化について、資料を読み取り、理解してい
る。
【思考・判断・表現】
　第一次世界大戦の総力戦体制下において、
列強の戦闘員・列強の非戦闘員・植民地や従
属地域の人々がそれぞれどのような目的で戦
争に協力したのかについて考察し、みずから
の言葉で表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
勢力均衡に基づく国際秩序と大衆の戦争参加
が、現代社会に与えた影響と課題について追
究しようとしている。

○ ○ ○ 5

定期考査
○ ○ 〇



・指導事項
①ヴェルサイユ体制の成立
②東アジアの民族自決の行方
③中東・インドの民族自決の影響
④ヨーロッパの復興と大衆の政治
参加
⑤大衆社会の出現とアメリカの繁
栄
⑥日本における大衆社会の形成

・教材
教科書、副教材、ワークシート、
ICT端末

国際協調と大衆社会の広がり
【知識・技能】
　ヴェルサイユ体制によって形成された国際
秩序と、国際社会や各国に生じた政治・社
会・文化の変化について、資料を読み取り、
理解している。
【思考・判断・表現】
　新しい国際秩序と大衆社会の特徴について
考察し、みずからの言葉で表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　ヴェルサイユ体制に基づく国際秩序の成立
と、２０世紀前半における大衆社会の到来
が、現代社会に与えた影響と課題について追
究しようとしている。

○ ○ ○ 8２
学
期

第一次世界大戦と日本の対応
【知識及び技能】
　国際関係の視点を軸に、第一次
世界大戦勃発から終戦までの経緯
と、参戦各国の社会の変化につい
て、資料を読み取り、理解してい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
　第一次世界大戦の総力戦体制下
において、列強の戦闘員・列強の
非戦闘員・植民地や従属地域の
人々がそれぞれどのような目的で
戦争に協力したのかについて考察
し、みずからの言葉で表現してい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
勢力均衡に基づく国際秩序と大衆

・指導事項
①ドイツの挑戦とバルカン半島の
緊張
②総力戦となった第一次世界大戦
③ロシア革命と大戦の終結

・教材
教科書、副教材、ワークシート、
ICT端末

第一次世界大戦と日本の対応
【知識・技能】
　国際関係の視点を軸に、第一次世界大戦勃
発から終戦までの経緯と、参戦各国の社会の
変化について、資料を読み取り、理解してい
る。
【思考・判断・表現】
　第一次世界大戦の総力戦体制下において、
列強の戦闘員・列強の非戦闘員・植民地や従
属地域の人々がそれぞれどのような目的で戦
争に協力したのかについて考察し、みずから
の言葉で表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
勢力均衡に基づく国際秩序と大衆の戦争参加
が、現代社会に与えた影響と課題について追
究しようとしている。

○ ○ ○ 5

国際協調と大衆社会の広がり
【知識及び技能】
　ヴェルサイユ体制によって形成
された国際秩序と、国際社会や各
国に生じた政治・社会・文化の変
化について、資料を読み取り、理
解している。
【思考力、判断力、表現力等】
　新しい国際秩序と大衆社会の特
徴について考察し、みずからの言
葉で表現している。
【学びに向かう力、人間性等】
　ヴェルサイユ体制に基づく国際
秩序の成立と、２０世紀前半にお
ける大衆社会の到来が、現代社会
に与えた影響と課題について追究

1

日本の行方と第二次世界大戦
【知識及び技能】
　世界恐慌から第二次世界大戦の
終戦に至るまでの経緯について、
大衆とマスメディアの関わりに着
目しながら、資料を読み取り、理
解している。
【思考力、判断力、表現力等】
　ファシズム体制の形成から終戦
に至るまで、大衆がなぜ戦争に協
力していったのか考察し、みずか
らの言葉で表現している。
【学びに向かう力、人間性等】
　世界恐慌後の各国の政治的判断
と、大衆の戦争協力が、現代社会
に与えた影響と課題について追究

・指導事項
①世界恐慌が与えた影響
②ファシズムの台頭と拡大
③政党政治の断絶と満州事変
④日中戦争の始まり
⑤第二次世界大戦の展開
⑥戦局の悪化と被害の拡大
⑦第二次世界大戦の終結とその惨
禍

・教材
教科書、副教材、ワークシート、
ICT端末

日本の行方と第二次世界大戦
【知識・技能】
　世界恐慌から第二次世界大戦の終戦に至る
までの経緯について、大衆とマスメディアの
関わりに着目しながら、資料を読み取り、理
解している。
【思考・判断・表現】
　ファシズム体制の形成から終戦に至るま
で、大衆がなぜ戦争に協力していったのか考
察し、みずからの言葉で表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　世界恐慌後の各国の政治的判断と、大衆の
戦争協力が、現代社会に与えた影響と課題に
ついて追究しようとしている。

○ ○ ○ 15

定期考査 ○ ○ 〇

1

３
学
期

グローバル化と私たち
【知識及び技能】
　冷戦下の緊張と緩和の経緯と、
そのなかでの日本の高度経済成長
や、脱植民地化を目指す動きにつ
いて、資料を読み取り、理解して
いる。
【思考力、判断力、表現力等】
　冷戦下の世界と日本の動向につ
いて、政治・経済の関連や諸地域
間の比較を通して多面的に考察
し、みずからの言葉で表現してい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
　冷戦下における各国の動向が、

・指導事項
①アメリカ・ソ連の緊張と緩和
②冷戦下における日本の復興
③第三勢力の形成と脱植民地化
④中東戦争とパレスチナ問題

・教材
教科書、副教材、ワークシート、
ICT端末

【知識・技能】
　冷戦下の緊張と緩和の経緯と、そのなかで
の日本の高度経済成長や、脱植民地化を目指
す動きについて、資料を読み取り、理解して
いる。
【思考・判断・表現】
　冷戦下の世界と日本の動向について、政
治・経済の関連や諸地域間の比較を通して多
面的に考察し、みずからの言葉で表現してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
　冷戦下における各国の動向が、現代社会に
与えた影響と課題について追究しようとして
いる。

○ ○ ○ 5

定期考査

定期考査
○ ○ 〇

合計

66

〇 〇 〇 1



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和５年度　 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

数学 数学Ⅱ
数学 数学Ⅱ 4

問題解決の過程を振り返って考察を深め、評価・改善しようとする態度や創造性の基礎を育てる。

数学Ⅱ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

既習の整数の除法や分数の計算と関連づけて、
多項式の除法や分数式の計算の方法を考える活
動を導入し、計算の方法について理解を深めさ
せる。座標を設定して円や直線を方程式で表現
することができるようにする。

二つの数量の関係に着目し、日常の事象や社会
の事象などを数学的に捉えて、問題を解決でき
るようにする。三角関数の加法定理から新たな
性質を導くことができるようにする。

問題解決に向けて粘り強く柔軟に考え、数学的
論拠に基づいて判断しようとする態度を育て
る。また、数学のよさを認識し数学を活用しよ
うとする態度を育てる。

（１組：山本・春田）（２組：春田・山口）（３組：生天目・山本）（４組：生天目・山口）（５組：山本・生天目）（６組：山口・生天目）（７組：山口・山本）

数学Ⅱ Standard（東京書籍）

数学

【 知　識　及　び　技　能 】数学における基本的な概念や原理・原則を体系的に理解できるようにする。

数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を育てる。

態
配当
時数

１
学
期

１章 方程式・式と証明
【知識及び技能】
　簡単な高次方程式について因数
定理を用いてその解を求められる
ようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
　等式や不等式が成り立つことを
論理的に考察し、証明できるよう
にする。
【学びに向かう力、人間性等】
　問題解決に向けて粘り強く取り
組めるようにする。

・指導項目
　１節 多項式・分数式の計算
　２節 ２次方程式
　３節 高次方程式
　４節 式と証明

・使用教材
　教科書及び問題集

・一人１台端末の活用

【知識・技能】
　様々な定理や公式を有効に用いて、正しく
計算することができる。
【思考・判断・表現】
　日常の事象や社会の事象を数学的に捉え、
方程式を問題解決に活用することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　問題解決に向けて意欲的に取り組もうとす
る姿勢が見られる。

○ ○ ○ 24

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

1

２章 図形と方程式
【知識及び技能】
　直線や円を方程式で表すことが
できるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
　座標平面上の図形を、方程式で
表現できるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
　問題解決に向けて粘り強く取り
組めるようにする。

・指導項目
　１節 点と直線
　２節 円
　３節 軌跡と領域

・使用教材
　教科書及び問題集

・一人１台端末の活用

【知識・技能】
　座標平面上の直線や円を方程式で表すこと
ができる。軌跡を求めることができる。
【思考・判断・表現】
　図形の性質や位置関係について考察するこ
とができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　問題解決に向けて意欲的に取り組もうとす
る姿勢が見られる。

○ ○ ○ 24

定期考査 ○ ○

○ ○ 1

1

２
学
期

３章 三角関数
【知識及び技能】
　弧度法による角度の表し方につ
いて理解できるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
　三角関数の式とグラフの関係に
ついて多面的に考察できるように
する。
【学びに向かう力、人間性等】
　問題解決に向けて粘り強く取り
組めるようにする。

・指導項目
　１節 三角関数
　２節 加法定理

・使用教材
　教科書及び問題集

・一人１台端末の活用

【知識・技能】
　三角関数の加法定理や２倍角の公式を適切
に活用することができる。
【思考・判断・表現】
　三角関数の式とグラフの関係について多面
的に考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　問題解決に向けて意欲的に取り組もうとす
る姿勢が見られる。

○ ○ ○ 27

定期考査

定期考査
○ ○

28

定期考査
○ ○ 1

４章 指数関数・対数関数
【知識及び技能】
　指数を正の整数から有理数へ拡
張する意義を理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
　指数と対数を相互に関連づけて
考察できるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
　問題解決に向けて粘り強く取り
組めるようにする。

・指導項目
　１節 指数関数
　２節 対数関数

・使用教材
　教科書及び問題集

・一人１台端末の活用

【知識・技能】
　指数や対数の方程式・不等式を解くことが
できる。
【思考・判断・表現】
　指数と対数を相互に関連づけて考察するこ
とができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　問題解決に向けて意欲的に取り組もうとす
る姿勢が見られる。

○ ○ ○

３
学
期

５章 微分と積分
【知識及び技能】
　関数の値の増減や極大・極小を
調べ、グラフをかくことができる
ようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
　積分の考えを用いて、グラフで
囲まれた図形の面積を求める方法
を考察できるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
　問題解決に向けて粘り強く取り
組めるようにする。

・指導項目
　１節 微分の考え
　２節 積分の考え

・使用教材
　教科書及び問題集

・一人１台端末の活用

【知識・技能】
　導関数を用いて、関数の値の増減や極大・
極小を調べ、グラフをかくことができる。
【思考・判断・表現】
　積分の考えを用いてグラフで囲まれた図形
の面積を求める方法について考察することが
できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　問題解決に向けて意欲的に取り組もうとす
る姿勢が見られる。

○ ○

合計

140

○ 32

定期考査
○ ○ 1



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和５年度　 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 7 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

数学 数学Ｂ
数学 数学Ｂ 2

問題解決の過程を振り返って考察を深め、評価・改善しようとする態度や創造性の基礎を育てる。

数学Ｂ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

いろいろな数列の一般項や和を求めるときに、
等差数列や等比数列の一般項や和と関連づけて
統合的に捉えることができるようにする。事象
の変化を漸化式で表すことができるようにす
る。

離散的な変化の規則性に着目し、事象を数学的
に表現し考察できるようにする。確率分布や標
本分布の性質に着目し、母集団の傾向を推測し
判断することができるようにする。

問題解決に向けて粘り強く柔軟に考え、数学的
論拠に基づいて判断しようとする態度を育て
る。また、数学のよさを認識し数学を活用しよ
うとする態度を育てる。

（山口）

数学Ｂ Standard（東京書籍）

数学

【 知　識　及　び　技　能 】数学における基本的な概念や原理・原則を体系的に理解できるようにする。

数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を育てる。

態
配当
時数

１
学
期

１章 数列
【知識及び技能】
　等差数列と等比数列について理
解させ、それらの一般項や和を求
められるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
　事象から離散的な変化を見出
し、その規則性を数学的に表現で
きるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
　問題解決に向けて粘り強く取り
組めるようにする。

・指導項目
　１節 数列

・使用教材
　教科書及び問題集

・一人１台端末の活用

【知識・技能】
　等差数列や等比数列の一般項と和を求める
ことができる。
【思考・判断・表現】
　数列の規則性を正しく捉え、数学的に表現
することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　問題解決に向けて意欲的に取り組もうとす
る姿勢が見られる。

○ ○ ○ 12

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

1

１章 数列
【知識及び技能】
　いろいろな数列の一般項や和を
求められるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
　数列の和において、Σを用いて
表現できるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
　問題解決に向けて粘り強く取り
組めるようにする。

・指導項目
　２節 いろいろな数列

・使用教材
　教科書及び問題集

・一人１台端末の活用

【知識・技能】
　いろいろな数列の一般項や和を求めること
ができる。
【思考・判断・表現】
　いろいろな数列の和を、Σを用いて表現す
ることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　問題解決に向けて意欲的に取り組もうとす
る姿勢が見られる。

○ ○ ○ 12

定期考査 ○ ○

○ ○ 1

1

２
学
期

１章 数列
２章 統計的な推測
【知識及び技能】
　漸化式で表された数列の一般項
を求められるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
　数学的帰納法を用いた証明につ
いて考察できるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
　問題解決に向けて粘り強く取り
組めるようにする。

・指導項目
　３節 漸化式と数学的帰納法
　１節 標本調査

・使用教材
　教科書及び問題集

・一人１台端末の活用

【知識・技能】
　漸化式で表された数列の一般項を求めるこ
とができる。
【思考・判断・表現】
　数学的帰納法を用いた証明方法について考
察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　問題解決に向けて意欲的に取り組もうとす
る姿勢が見られる。

○ ○ ○ 13

定期考査

定期考査
○ ○

14

定期考査
○ ○ 1

２章 統計的な推測
【知識及び技能】
　確率変数と確率分布について理
解できるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
　確率分布の特徴を平均や標準偏
差で考察できるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
　問題解決に向けて粘り強く取り
組めるようにする。

・指導項目
　２節 確率分布

・使用教材
　教科書及び問題集

・一人１台端末の活用

【知識・技能】
　確率変数と確率分布について理解すること
ができる。
【思考・判断・表現】
　確率分布の特徴を、確率変数の平均や標準
偏差を用いて考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　問題解決に向けて意欲的に取り組もうとす
る姿勢が見られる。

○ ○ ○

３
学
期

２章 統計的な推測
【知識及び技能】
　二項分布と正規分布の性質や特
徴について理解できるようにす
る。
【思考力、判断力、表現力等】
　収集したデータを処理し、その
母集団の特徴や傾向を推測し判断
できるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
　問題解決に向けて粘り強く取り
組めるようにする。

・指導項目
　３節 正規分布
　４節 統計的な推測

・使用教材
　教科書及び問題集

・一人１台端末の活用

【知識・技能】
　二項分布と正規分布の性質や特徴について
理解することができる。
【思考・判断・表現】
　収集したデータを処理し、その母集団の特
徴や傾向を推測し判断することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　問題解決に向けて意欲的に取り組もうとす
る姿勢が見られる。

○ ○

合計

70

○ 14

定期考査
○ ○ 1



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和５年度　 教科  科目　
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

（1～６組：上平） 　（７組：若杉） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　）

理 物理基礎
理 物理基礎 2

物理基礎

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

計算ができる。
自然の事物、現象についての基本的な概念や法則を
身に付ける。
実験器具を安全に使用することができる。

自然の事物、現象について疑問を見出し、その疑問に
対して仮説を立てることができる。
自然の事物、現象と法則をつなげることができる。

学習に向かう努力ができる。
実験やグループワーク等において協働的な行動をとる
ことができる。

第一学習社

理

【 知　識　及　び　技　能 】 自然の事物、現象についての基本的な概念や法則を身に付ける。

自然の事物、現象から疑問を見いだすことができ、その疑問に対して仮説を立てることができる。

グループワークや実験において自分の意見を発表する等、周囲に対して配慮しながらコミュニケーションをとることができる。

態
配当
時数

１
学
期

単元
物理量の測定と扱い方、物体の運動

・速さと時間、移動距離の関係の計算
ができる。
・身近な物理現象について考える。

指数、有効数字、物理量の計算
平均の速度、瞬間の速度、速度の合
成、相対速度

【知識・技能】
　計算をする。
【思考・判断・表現】
　仮説を立てる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　学習に対して努力する。
　協働作業をする。

○ ○ ○ 6

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

1

単元
物体の運動、力と運動と法則

・直線運動について理解させる。
・物体が直線上の運度するときの加速
度を計算できる。
・等加速度直線運動についての計算が
できる。

速度の合成、相対速度、加速度、等加
速度直線運動の速さと距離

【知識・技能】
　計算をする。
【思考・判断・表現】
　仮説を立てる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　学習に対して努力する。
　協働作業をする。

○ ○ ○ 9

定期考査 ○ ○

○ ○ 1

1

２
学
期

単元
力と運動と法則

・物体に働く力を作図できる。
・運動の３法則を知る。
・運動方程式をつくれる。

力の合成と分解、運動の法則、作用反
作用の法則、摩擦力、運動方程式

【知識・技能】
　計算をする。
【思考・判断・表現】
　仮説を立てる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　学習に対して努力する。
　協働作業をする。

○ ○ ○ 14

定期考査

定期考査 ○ ○

11

定期考査 ○ ○ 1

単元
エネルギー

・仕事を知り、計算できる。
・力学的エネルギー保存の法則を理解
できる。
・熱量の計算ができる。

運動エネルギー、位置エネルギー、力
学的エネルギー保存の法則、比熱、熱
容量、熱量、熱力学第一法則

【知識・技能】
　計算をする。
【思考・判断・表現】
　仮説を立てる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　学習に対して努力する。
　協働作業をする。

○ ○ ○

３
学
期

単元
波の性質、音波

・波の性質を知る。
・波の性質を知り、音波を考えられ
る。

波の分類、波の性質、音速、音の３要
素、音の性質、固有振動数

【知識・技能】
　計算をする。
【思考・判断・表現】
　仮説を立てる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　学習に対して努力する。
　協働作業をする。

○ ○

定期考査 ○

○ 9

単元
電気

・オームの法則を使える。
・発電方法を知る。

電荷、電流、抵抗、オームの法則、合
成抵抗、電力量、電流と地場、さまざ
まなエネルギー

【知識・技能】
　計算をする。
【思考・判断・表現】
　仮説を立てる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　学習に対して努力する。
　協働作業をする。

○ ○ ○ 6

○ 1

合計

60



高等学校 令和５年度　 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

保健体育 体育
保健体育 体育 3

【思考力、判断力、表現力等】
自己の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するとともに、自己や仲間の考えたこと
を他者に伝える力を養う。

【学びに向かう力、人間性等】
運動における競争や協働の経験を通して、公正に取り組む、互いに協力する、一人ひとりの違いを大切に
しようとする意欲を育て、生涯にわたって継続して運動に親しむ態度を養う。

体育

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

飯塚・阿原・吉田・赤峰

大修館書店　ステップアップ高校スポーツ２０２２

保健体育

【 知　識　及　び　技　能 】
運動の合理的、計画的な実践を通して運動の楽しさや喜びを深く味わい、体力の必要性について理解しよ
うとする。

基礎体力を向上と基本的な運動技能の習得を目
指し、運動の楽しさや喜びを味わおうとする。
運動の多様性や体力の必要性について理解し、
それらの技能を身につけようとする。

運動を通して自分を知り、自己の課題にあった
解決方法を見つけることができる。グループ活
動を通して、自己の考えを他者に伝える力を養
う。
これまでの活動を振り返り、改善策を考え実行
することができる。

自ら進んで集団の中で役割を果たし、周りと協
力してスポーツを楽しみ、仲間を大切にでき
る。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

・防御をかわして相手陣地やゴー
ルにボールを運ぶこと。
・味方が作り出した空間にパスを
送ること。
・空いた空間に向かってボールを
コントロールして運ぶこと。
・守備者とボールの間に自分の体
を入れて，味方と相手の動きを見
ながらボール
をキープすること。
・隊形を整えるためにボールを他
の空間へ動かすこと。

【知識及び技能】
勝敗を競う楽しさや喜びを味わい，技術の名
称や行い方，体力の高め方，運動観察の方法
などを理解するとともに，作戦に応じた技能
で仲間と連携しゲームを展開することができ
ている。

【思考力、判断力、表現力等】
攻防などの自己やチームの課題を発見し，合
理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫
するとともに，自己や仲間の考えたことを他
者に伝えることができている。

【学びに向かう力、人間性等】
球技に自主的に取り組むとともに，フェアな
プレイを大切にしようとすること，作戦など
についての話合いに貢献しようとすると，一
人一人の違いに応じたプレイなどを大切にし
ようとすること，互いに助け合い教え合おう
とすることなどや，健康・安全を確保するこ
とができている。

○ ○ ○ 10

配当
時数

１
学
期

A 男子　陸上競技（2単位）
【知識及び技能】
　記録の向上や競争の楽しさや喜
びを味わい，技術の名称や行い
方，体力の高め方，運動観察の方
法などを理解するとともに，各種
目特有の技能を身に付けること。

【思考力、判断力、表現力等】
　動きなどの自己や仲間の課題を
発見し，合理的な解決に向けて運
動の取り組み方を工夫するととも
に，自己の考えたことを他者に伝
えること。

【学びに向かう力、人間性等】
　陸上競技に自主的に取り組むと
ともに，勝敗などを冷静に受け止
め，ルールやマナーを大切にしよ
うとすること，自己の責任を果た
そうとすること，一人一人の違
いに応じた課題や挑戦を大切にし
ようとすることなどや，健康・安
全を確保すること。

〇短距離走
・合理的なフォームを身に付け、
個人のタイムを短縮し、競走でき
るようにする。
・スタートダッシュは地面を力強
くキックして、徐々に状態を起こ
して加速できるようにする。
・疾走後半でスピードが著しく低
下しないよう、力みのないリズミ
カルな動きで走ること。

【知識及び技能】
　記録の向上や競争の楽しさや喜びを味わ
い，技術の名称や行い方，体力の高め方，運
動観察の方法などを理解するとともに，各種
目特有の技能を身に付けることができてい
る。

【思考力、判断力、表現力等】
　動きなどの自己や仲間の課題を発見し，合
理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫
するとともに，自己の考えたことを他者に伝
えることができている。

【学びに向かう力、人間性等】
　陸上競技に自主的に取り組むとともに，勝
敗などを冷静に受け止め，ルールやマナーを
大切にしようとすること，自己の責任を果た
そうとすること，一人一人の違いに応じた課
題や挑戦を大切にしようとすることなどや，
健康・安全を確保することができている。

○ ○ ○ 6

B 男子　サッカー（2単位）
【知識及び技能】
勝敗を競う楽しさや喜びを味わ
い，技術の名称や行い方，体力の
高め方，運動観察の方法などを理
解するとともに，作戦に応じた技
能で仲間と連携しゲームを展開す
ること。

【思考力、判断力、表現力等】
攻防などの自己やチームの課題を
発見し，合理的な解決に向けて運
動の取り組み方を工夫するととも
に，自己や仲間の考えたことを他
者に伝えること。

【学びに向かう力、人間性等】
球技に自主的に取り組むととも
に，フェアなプレイを大切にしよ
うとすること，作戦などについて
の話合いに貢献しようとすると，
一人一人の違いに応じたプレイな
どを大切にしようとすること，互
いに助け合い教え合おうとするこ
となどや，健康・安全を確保する
こと。

10

C 男子　水泳（2単位・1単位）
【知識及び技能】
記録の向上や競争の楽しさや喜び
を味わい，技術の名称や行い方，
体力の高め方，運動観察の方法な
どを理解するとともに，効率的に
泳ぐと。

【思考力、判断力、表現力等】
泳法などの自己や仲間の課題を発
見し，合理的な解決に向けて運動
の取り組み方を工夫するととも
に，自己の考えたことを他者に伝
えること。

【学びに向かう力、人間性等】
水泳に自主的に取り組むととも
に，勝敗などを冷静に受け止め，
ルールやマナーを大切にしようと
すること，自己の責任を果たそう
とすること，一人一人の違いに応
じた課題や挑戦を大切にしようと
することなどや，水泳の事故防止
に関する心得
を遵守するなど健康・安全を確保
すること。

〇クロール
・手は遠くの水をつかむように前
方に伸ばすこと。
・肘を曲げて腕全体で水をとら
え，加速するようにかくこと。
・流線型の姿勢を維持して，しな
やかでリズミカルなキックを打つ
こと。
・肩のローリングを使って最小限
の頭の動きで呼吸を行うこと。

〇平泳ぎ
・キックは足の裏で力強くけるこ
と。
・全体的に１回の動作で大きく進
むこと。
・スカーリング動作を伴ったスト
ロークを行うこと。

【知識及び技能】
記録の向上や競争の楽しさや喜びを味わい，
技術の名称や行い方，体力の高め方，運動観
察の方法などを理解するとともに，効率的に
泳ぐとができている。

【思考力、判断力、表現力等】
泳法などの自己や仲間の課題を発見し，合理
的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫す
るとともに，自己の考えたことを他者に伝え
ることができている。

【学びに向かう力、人間性等】
水泳に自主的に取り組むとともに，勝敗など
を冷静に受け止め，ルールやマナーを大切に
しようとすること，自己の責任を果たそうと
すること，一人一人の違いに応じた課題や挑
戦を大切にしようとすることなどや，水泳の
事故防止に関する心得を遵守するなど健康・
安全を確保することができている。

○ ○ ○



１
学
期

10

D 男子　バドミントン（1単位）
【知識及び技能】
勝敗を競う楽しさや喜びを味わ
い，技術の名称や行い方，体力の
高め方，運動観察の方法などを理
解するとともに，作戦に応じた技
能で仲間と連携しゲームを展開す
ること。

【思考力、判断力、表現力等】
攻防などの自己やチームの課題を
発見し，合理的な解決に向けて運
動の取り組み方を工夫するととも
に，自己や仲間の考えたことを他
者に伝えること。

【学びに向かう力、人間性等】
球技に自主的に取り組むととも
に，フェアなプレイを大切にしよ
うとすること，作戦などについて
の話合いに貢献しようとすると，
一人一人の違いに応じたプレイな
どを大切にしようとすること，互
いに助け合い教え合おうとするこ
となどや，健康・安全を確保する
こと。

・サービスでは，シャトルをね
らった場所に打つこと。
・シャトルを相手側のコートの空
いた場所やねらった場所に打ち返
すこと。
・ 攻撃につなげるための次のプレ
イをしやすい高さと位置にシャト
ルを上げるこ
と。
・ネット付近でシャトルの侵入を
防いだり，打ち返したりするこ
と。
・ 腕やラケットを強く振って，
ネットより高い位置から相手側の
コートに打ち
込むこと。
・ポジションの役割に応じて，
拾ったりつないだり打ち返したり
すること。
・ ラリーの中で，味方の動きに合
わせてコート上の空いている場所
をカバーする。

【知識及び技能】
勝敗を競う楽しさや喜びを味わい，技術の名
称や行い方，体力の高め方，運動観察の方法
などを理解するとともに，作戦に応じた技能
で仲間と連携しゲームを展開することができ
ている。

【思考力、判断力、表現力等】
攻防などの自己やチームの課題を発見し，合
理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫
するとともに，自己や仲間の考えたことを他
者に伝えることができている。

【学びに向かう力、人間性等】
球技に自主的に取り組むとともに，フェアな
プレイを大切にしようとすること，作戦など
についての話合いに貢献しようとすると，一
人一人の違いに応じたプレイなどを大切にし
ようとすること，互いに助け合い教え合おう
とすることなどや，健康・安全を確保するこ
とができている。

○ ○ ○ 8

C 男子　水泳（2単位・1単位）
【知識及び技能】
記録の向上や競争の楽しさや喜び
を味わい，技術の名称や行い方，
体力の高め方，運動観察の方法な
どを理解するとともに，効率的に
泳ぐと。

【思考力、判断力、表現力等】
泳法などの自己や仲間の課題を発
見し，合理的な解決に向けて運動
の取り組み方を工夫するととも
に，自己の考えたことを他者に伝
えること。

【学びに向かう力、人間性等】
水泳に自主的に取り組むととも
に，勝敗などを冷静に受け止め，
ルールやマナーを大切にしようと
すること，自己の責任を果たそう
とすること，一人一人の違いに応
じた課題や挑戦を大切にしようと
することなどや，水泳の事故防止
に関する心得
を遵守するなど健康・安全を確保
すること。

〇クロール
・手は遠くの水をつかむように前
方に伸ばすこと。
・肘を曲げて腕全体で水をとら
え，加速するようにかくこと。
・流線型の姿勢を維持して，しな
やかでリズミカルなキックを打つ
こと。
・肩のローリングを使って最小限
の頭の動きで呼吸を行うこと。

〇平泳ぎ
・キックは足の裏で力強くけるこ
と。
・全体的に１回の動作で大きく進
むこと。
・スカーリング動作を伴ったスト
ロークを行うこと。

【知識及び技能】
記録の向上や競争の楽しさや喜びを味わい，
技術の名称や行い方，体力の高め方，運動観
察の方法などを理解するとともに，効率的に
泳ぐとができている。

【思考力、判断力、表現力等】
泳法などの自己や仲間の課題を発見し，合理
的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫す
るとともに，自己の考えたことを他者に伝え
ることができている。

【学びに向かう力、人間性等】
水泳に自主的に取り組むとともに，勝敗など
を冷静に受け止め，ルールやマナーを大切に
しようとすること，自己の責任を果たそうと
すること，一人一人の違いに応じた課題や挑
戦を大切にしようとすることなどや，水泳の
事故防止に関する心得を遵守するなど健康・
安全を確保することができている。

○ ○ ○

A 女子　陸上競技（2単位）
【知識及び技能】
　記録の向上や競争の楽しさや喜
びを味わい，技術の名称や行い
方，体力の高め方，運動観察の方
法などを理解するとともに，各種
目特有の技能を身に付けること。

【思考力、判断力、表現力等】
　動きなどの自己や仲間の課題を
発見し，合理的な解決に向けて運
動の取り組み方を工夫するととも
に，自己の考えたことを他者に伝
えること。

【学びに向かう力、人間性等】
　陸上競技に自主的に取り組むと
ともに，勝敗などを冷静に受け止
め，ルールやマナーを大切にしよ
うとすること，自己の責任を果た
そうとすること，一人一人の違
いに応じた課題や挑戦を大切にし
ようとすることなどや，健康・安
全を確保すること。

〇短距離走
・合理的なフォームを身に付け、
個人のタイムを短縮し、競走でき
るようにする。
・スタートダッシュは地面を力強
くキックして、徐々に状態を起こ
して加速できるようにする。
・疾走後半でスピードが著しく低
下しないよう、力みのないリズミ
カルな動きで走ること。

【知識及び技能】
　記録の向上や競争の楽しさや喜びを味わ
い，技術の名称や行い方，体力の高め方，運
動観察の方法などを理解するとともに，各種
目特有の技能を身に付けることができてい
る。

【思考力、判断力、表現力等】
　動きなどの自己や仲間の課題を発見し，合
理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫
するとともに，自己の考えたことを他者に伝
えることができている。

【学びに向かう力、人間性等】
　陸上競技に自主的に取り組むとともに，勝
敗などを冷静に受け止め，ルールやマナーを
大切にしようとすること，自己の責任を果た
そうとすること，一人一人の違いに応じた課
題や挑戦を大切にしようとすることなどや，
健康・安全を確保することができている。

○ ○ ○



１
学
期

B 女子　バスケットボール（2単
位）
【知識及び技能】
勝敗を競う楽しさや喜びを味わ
い，技術の名称や行い方，体力の
高め方，運動観察の方法などを理
解するとともに，作戦に応じた技
能で仲間と連携しゲームを展開す
ること。

【思考力、判断力、表現力等】
攻防などの自己やチームの課題を
発見し，合理的な解決に向けて運
動の取り組み方を工夫するととも
に，自己や仲間の考えたことを他
者に伝えること。

【学びに向かう力、人間性等】
球技に自主的に取り組むととも
に，フェアなプレイを大切にしよ
うとすること，作戦などについて
の話合いに貢献しようとすると，
一人一人の違いに応じたプレイな
どを大切にしようとすること，互
いに助け合い教え合おうとするこ
となどや，健康・安全を確保する
こと。

・防御をかわして相手陣地やゴー
ルにボールを運ぶこと。
・味方が作り出した空間にパスを
送ること。
・空いた空間に向かってボールを
コントロールして運ぶこと。
・守備者とボールの間に自分の体
を入れて，味方と相手の動きを見
ながらボール
をキープすること。
・隊形を整えるためにボールを他
の空間へ動かすこと。

【知識及び技能】
勝敗を競う楽しさや喜びを味わい，技術の名
称や行い方，体力の高め方，運動観察の方法
などを理解するとともに，作戦に応じた技能
で仲間と連携しゲームを展開することができ
ている。

【思考力、判断力、表現力等】
攻防などの自己やチームの課題を発見し，合
理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫
するとともに，自己や仲間の考えたことを他
者に伝えることができている。

【学びに向かう力、人間性等】
球技に自主的に取り組むとともに，フェアな
プレイを大切にしようとすること，作戦など
についての話合いに貢献しようとすると，一
人一人の違いに応じたプレイなどを大切にし
ようとすること，互いに助け合い教え合おう
とすることなどや，健康・安全を確保するこ
とができている。

○ ○ ○

A 女子　陸上競技（2単位）
【知識及び技能】
　記録の向上や競争の楽しさや喜
びを味わい，技術の名称や行い
方，体力の高め方，運動観察の方
法などを理解するとともに，各種
目特有の技能を身に付けること。

【思考力、判断力、表現力等】
　動きなどの自己や仲間の課題を
発見し，合理的な解決に向けて運
動の取り組み方を工夫するととも
に，自己の考えたことを他者に伝
えること。

【学びに向かう力、人間性等】
　陸上競技に自主的に取り組むと
ともに，勝敗などを冷静に受け止
め，ルールやマナーを大切にしよ
うとすること，自己の責任を果た
そうとすること，一人一人の違
いに応じた課題や挑戦を大切にし
ようとすることなどや，健康・安
全を確保すること。

〇短距離走
・合理的なフォームを身に付け、
個人のタイムを短縮し、競走でき
るようにする。
・スタートダッシュは地面を力強
くキックして、徐々に状態を起こ
して加速できるようにする。
・疾走後半でスピードが著しく低
下しないよう、力みのないリズミ
カルな動きで走ること。

【知識及び技能】
　記録の向上や競争の楽しさや喜びを味わ
い，技術の名称や行い方，体力の高め方，運
動観察の方法などを理解するとともに，各種
目特有の技能を身に付けることができてい
る。

【思考力、判断力、表現力等】
　動きなどの自己や仲間の課題を発見し，合
理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫
するとともに，自己の考えたことを他者に伝
えることができている。

【学びに向かう力、人間性等】
　陸上競技に自主的に取り組むとともに，勝
敗などを冷静に受け止め，ルールやマナーを
大切にしようとすること，自己の責任を果た
そうとすること，一人一人の違いに応じた課
題や挑戦を大切にしようとすることなどや，
健康・安全を確保することができている。

○ ○ ○

D 女子　卓球（1単位）
【知識及び技能】
勝敗を競う楽しさや喜びを味わ
い，技術の名称や行い方，体力の
高め方，運動観察の方法などを理
解するとともに，作戦に応じた技
能で仲間と連携しゲームを展開す
ること。

【思考力、判断力、表現力等】
攻防などの自己やチームの課題を
発見し，合理的な解決に向けて運
動の取り組み方を工夫するととも
に，自己や仲間の考えたことを他
者に伝えること。

【学びに向かう力、人間性等】
球技に自主的に取り組むととも
に，フェアなプレイを大切にしよ
うとすること，作戦などについて
の話合いに貢献しようとすると，
一人一人の違いに応じたプレイな
どを大切にしようとすること，互
いに助け合い教え合おうとするこ
となどや，健康・安全を確保する
こと。

〇卓球
・サービスでは，ボールをねらっ
た場所に打つこと。
・ボールを相手側のコートの空い
た場所やねらった場所に打ち返す
こと。
・ 攻撃につなげるための次のプレ
イをしやすい高さと位置にボール
を上げるこ
と。
・ネット付近でボールの侵入を防
いだり，打ち返したりすること。
・ 腕やラケットを強く振って，
ネットより高い位置から相手側の
コートに打ち
込むこと。
・ポジションの役割に応じて，
拾ったりつないだり打ち返したり
すること。
・ ラリーの中で，味方の動きに合
わせてコート上の空いている場所
をカバーする。

【知識及び技能】
勝敗を競う楽しさや喜びを味わい，技術の名
称や行い方，体力の高め方，運動観察の方法
などを理解するとともに，作戦に応じた技能
で仲間と連携しゲームを展開することができ
ている。

【思考力、判断力、表現力等】
攻防などの自己やチームの課題を発見し，合
理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫
するとともに，自己や仲間の考えたことを他
者に伝えることができている。

【学びに向かう力、人間性等】
球技に自主的に取り組むとともに，フェアな
プレイを大切にしようとすること，作戦など
についての話合いに貢献しようとすると，一
人一人の違いに応じたプレイなどを大切にし
ようとすること，互いに助け合い教え合おう
とすることなどや，健康・安全を確保するこ
とができている。

○ ○ ○

C 女子　水泳（2単位・1単位）
【知識及び技能】
記録の向上や競争の楽しさや喜び
を味わい，技術の名称や行い方，
体力の高め方，運動観察の方法な
どを理解するとともに，効率的に
泳ぐと。

【思考力、判断力、表現力等】
泳法などの自己や仲間の課題を発
見し，合理的な解決に向けて運動
の取り組み方を工夫するととも
に，自己の考えたことを他者に伝
えること。

【学びに向かう力、人間性等】
水泳に自主的に取り組むととも
に，勝敗などを冷静に受け止め，
ルールやマナーを大切にしようと
すること，自己の責任を果たそう
とすること，一人一人の違いに応
じた課題や挑戦を大切にしようと
することなどや，水泳の事故防止
に関する心得
を遵守するなど健康・安全を確保
すること。

〇クロール
・手は遠くの水をつかむように前
方に伸ばすこと。
・肘を曲げて腕全体で水をとら
え，加速するようにかくこと。
・流線型の姿勢を維持して，しな
やかでリズミカルなキックを打つ
こと。
・肩のローリングを使って最小限
の頭の動きで呼吸を行うこと。

〇平泳ぎ
・キックは足の裏で力強くけるこ
と。
・全体的に１回の動作で大きく進
むこと。
・スカーリング動作を伴ったスト
ロークを行うこと。

【知識及び技能】
記録の向上や競争の楽しさや喜びを味わい，
技術の名称や行い方，体力の高め方，運動観
察の方法などを理解するとともに，効率的に
泳ぐとができている。

【思考力、判断力、表現力等】
泳法などの自己や仲間の課題を発見し，合理
的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫す
るとともに，自己の考えたことを他者に伝え
ることができている。

【学びに向かう力、人間性等】
水泳に自主的に取り組むとともに，勝敗など
を冷静に受け止め，ルールやマナーを大切に
しようとすること，自己の責任を果たそうと
すること，一人一人の違いに応じた課題や挑
戦を大切にしようとすることなどや，水泳の
事故防止に関する心得を遵守するなど健康・
安全を確保することができている。

○ ○ ○



１
学
期

12

E 男女体つくり運動（2単位）
【知識及び技能】
実生活に生かす運動の計画では，
ねらいに応じて，健康の保持増進
や調和のとれた体力の向上を図る
ための運動の計画を立て取り組む
こと。

【思考力、判断力、表現力等】
自己や仲間の課題を発見し，合理
的な解決に向けて運動の取り組み
方を工夫するとともに，自己や仲
間の考えたことを他者に伝えるこ
と。

【学びに向かう力、人間性等】
体つくり運動に自主的に取り組む
とともに，互いに助け合い教え合
おうとすること，一人一人の違い
に応じた動きなどを大切にしよう
とすること，話合いに貢献しよう
とすることなどや，健康・安全を
確保すること。

・運動不足の解消や体調維持のた
めに，食事や睡眠などの生活習慣
の改善も含め，休憩時間や家庭な
どで日常的に行うことができるよ
う効率のよい組合せ
やバランスのよい組合せで運動の
計画を立てて取り組むこと。

・調和のとれた体力の向上を図っ
たり，選択した運動やスポーツの
場面で必要とされる体の動きを高
めたりするために，効率のよい組
合せやバランスのよい組合せで運
動の計画を立てて取り組むこと。

【知識及び技能】
実生活に生かす運動の計画では，ねらいに応
じて，健康の保持増進や調和のとれた体力の
向上を図るための運動の計画を立て取り組む
ことができる。

【思考力、判断力、表現力等】
自己や仲間の課題を発見し，合理的な解決に
向けて運動の取り組み方を工夫するととも
に，自己や仲間の考えたことを他者に伝える
ことができる。

【学びに向かう力、人間性等】
体つくり運動に自主的に取り組むとともに，
互いに助け合い教え合おうとすること，一人
一人の違いに応じた動きなどを大切にしよう
とすること，話合いに貢献しようとすること
などや，健康・安全を確保することができ
る。

○ ○ ○



・防御をかわして相手陣地やゴー
ルにボールを運ぶこと。
・味方が作り出した空間にパスを
送ること。
・空いた空間に向かってボールを
コントロールして運ぶこと。
・守備者とボールの間に自分の体
を入れて，味方と相手の動きを見
ながらボール
をキープすること。
・隊形を整えるためにボールを他
の空間へ動かすこと。

【知識及び技能】
勝敗を競う楽しさや喜びを味わい，技術の名
称や行い方，体力の高め方，運動観察の方法
などを理解するとともに，作戦に応じた技能
で仲間と連携しゲームを展開することができ
ている。

【思考力、判断力、表現力等】
攻防などの自己やチームの課題を発見し，合
理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫
するとともに，自己や仲間の考えたことを他
者に伝えることができている。

【学びに向かう力、人間性等】
球技に自主的に取り組むとともに，フェアな
プレイを大切にしようとすること，作戦など
についての話合いに貢献しようとすると，一
人一人の違いに応じたプレイなどを大切にし
ようとすること，互いに助け合い教え合おう
とすることなどや，健康・安全を確保するこ
とができている。

○ ○ ○ 12

２
学
期

A 男子　水泳（2単位）
【知識及び技能】
記録の向上や競争の楽しさや喜び
を味わい，技術の名称や行い方，
体力の高め方，運動観察の方法な
どを理解するとともに，効率的に
泳ぐと。

【思考力、判断力、表現力等】
泳法などの自己や仲間の課題を発
見し，合理的な解決に向けて運動
の取り組み方を工夫するととも
に，自己の考えたことを他者に伝
えること。

【学びに向かう力、人間性等】
水泳に自主的に取り組むととも
に，勝敗などを冷静に受け止め，
ルールやマナーを大切にしようと
すること，自己の責任を果たそう
とすること，一人一人の違いに応
じた課題や挑戦を大切にしようと
することなどや，水泳の事故防止
に関する心得
を遵守するなど健康・安全を確保
すること。

〇クロール
・手は遠くの水をつかむように前
方に伸ばすこと。
・肘を曲げて腕全体で水をとら
え，加速するようにかくこと。
・流線型の姿勢を維持して，しな
やかでリズミカルなキックを打つ
こと。
・肩のローリングを使って最小限
の頭の動きで呼吸を行うこと。

〇平泳ぎ
・キックは足の裏で力強くけるこ
と。
・全体的に１回の動作で大きく進
むこと。
・スカーリング動作を伴ったスト
ロークを行うこと。

【知識及び技能】
記録の向上や競争の楽しさや喜びを味わい，
技術の名称や行い方，体力の高め方，運動観
察の方法などを理解するとともに，効率的に
泳ぐとができている。

【思考力、判断力、表現力等】
泳法などの自己や仲間の課題を発見し，合理
的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫す
るとともに，自己の考えたことを他者に伝え
ることができている。

【学びに向かう力、人間性等】
水泳に自主的に取り組むとともに，勝敗など
を冷静に受け止め，ルールやマナーを大切に
しようとすること，自己の責任を果たそうと
すること，一人一人の違いに応じた課題や挑
戦を大切にしようとすることなどや，水泳の
事故防止に関する心得を遵守するなど健康・
安全を確保することができている。

○ ○ ○ 9

B 男子　バスケットボール（2単
位）
【知識及び技能】
勝敗を競う楽しさや喜びを味わ
い，技術の名称や行い方，体力の
高め方，運動観察の方法などを理
解するとともに，作戦に応じた技
能で仲間と連携しゲームを展開す
ること。

【思考力、判断力、表現力等】
攻防などの自己やチームの課題を
発見し，合理的な解決に向けて運
動の取り組み方を工夫するととも
に，自己や仲間の考えたことを他
者に伝えること。

【学びに向かう力、人間性等】
球技に自主的に取り組むととも
に，フェアなプレイを大切にしよ
うとすること，作戦などについて
の話合いに貢献しようとすると，
一人一人の違いに応じたプレイな
どを大切にしようとすること，互
いに助け合い教え合おうとするこ
となどや，健康・安全を確保する
こと。

12

C 男子　柔道（1単位）
【知識及び技能】
　柔道の特性や成り立ち、伝統的
な考え方、技の名称や行い方、関
連して高まる体力などを理解する
ことができる。
　自己の能力に応じて、適切な課
題を持ち、受け身の完成に近づく
ことができる。
　相手の動きに応じて攻防を展開
できるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
　課題に応じた運動の取り組み方
を工夫できるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
　興味・関心を持ち、仲間と協力
して積極的に取り組むことができ
る。
　約束やルールを守り、練習場や
周囲の状況を確認し、自他の健
康・安全に留意して学習すること
ができる。

・相手の動きの変化に応じた基本
動作ができるようにすること。
・得意技を用いて、相手との攻防
をすること。
・自己や仲間の課題を発見し、合
理的・計画的な解決に向けて取り
組み方を工夫すること。
・相手を尊重し、礼法などの伝統
的な行動の仕方を大切にしようと
すること。

【知識及び技能】
　柔道の特性や成り立ち、伝統的な考え方、
技の名称や行い方、関連して高まる体力など
を理解することができている。
　自己の能力に応じて、適切な課題を持ち、
受け身の完成に近づくことができている。
　相手の動きに応じて攻防を展開できるよう
になっている。
【思考力、判断力、表現力等】
　課題に応じた運動の取り組み方を工夫でき
るようになっている。
【学びに向かう力、人間性等】
　興味・関心を持ち、仲間と協力して積極的
に取り組むことができている。
　約束やルールを守り、練習場や周囲の状況
を確認し、自他の健康・安全に留意して学習
することができている。

○ ○ ○



２
学
期

12

A 女子　水泳（2単位）
【知識及び技能】
記録の向上や競争の楽しさや喜び
を味わい，技術の名称や行い方，
体力の高め方，運動観察の方法な
どを理解するとともに，効率的に
泳ぐと。

【思考力、判断力、表現力等】
泳法などの自己や仲間の課題を発
見し，合理的な解決に向けて運動
の取り組み方を工夫するととも
に，自己の考えたことを他者に伝
えること。

【学びに向かう力、人間性等】
水泳に自主的に取り組むととも
に，勝敗などを冷静に受け止め，
ルールやマナーを大切にしようと
すること，自己の責任を果たそう
とすること，一人一人の違いに応
じた課題や挑戦を大切にしようと
することなどや，水泳の事故防止
に関する心得
を遵守するなど健康・安全を確保
すること。

〇クロール
・手は遠くの水をつかむように前
方に伸ばすこと。
・肘を曲げて腕全体で水をとら
え，加速するようにかくこと。
・流線型の姿勢を維持して，しな
やかでリズミカルなキックを打つ
こと。
・肩のローリングを使って最小限
の頭の動きで呼吸を行うこと。

〇平泳ぎ
・キックは足の裏で力強くけるこ
と。
・全体的に１回の動作で大きく進
むこと。
・スカーリング動作を伴ったスト
ロークを行うこと。

【知識及び技能】
記録の向上や競争の楽しさや喜びを味わい，
技術の名称や行い方，体力の高め方，運動観
察の方法などを理解するとともに，効率的に
泳ぐとができている。

【思考力、判断力、表現力等】
泳法などの自己や仲間の課題を発見し，合理
的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫す
るとともに，自己の考えたことを他者に伝え
ることができている。

【学びに向かう力、人間性等】
水泳に自主的に取り組むとともに，勝敗など
を冷静に受け止め，ルールやマナーを大切に
しようとすること，自己の責任を果たそうと
すること，一人一人の違いに応じた課題や挑
戦を大切にしようとすることなどや，水泳の
事故防止に関する心得を遵守するなど健康・
安全を確保することができている。

○ ○ ○

C 男子　柔道（1単位）
【知識及び技能】
　柔道の特性や成り立ち、伝統的
な考え方、技の名称や行い方、関
連して高まる体力などを理解する
ことができる。
　自己の能力に応じて、適切な課
題を持ち、受け身の完成に近づく
ことができる。
　相手の動きに応じて攻防を展開
できるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
　課題に応じた運動の取り組み方
を工夫できるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
　興味・関心を持ち、仲間と協力
して積極的に取り組むことができ
る。
　約束やルールを守り、練習場や
周囲の状況を確認し、自他の健
康・安全に留意して学習すること
ができる。

・相手の動きの変化に応じた基本
動作ができるようにすること。
・得意技を用いて、相手との攻防
をすること。
・自己や仲間の課題を発見し、合
理的・計画的な解決に向けて取り
組み方を工夫すること。
・相手を尊重し、礼法などの伝統
的な行動の仕方を大切にしようと
すること。

【知識及び技能】
　柔道の特性や成り立ち、伝統的な考え方、
技の名称や行い方、関連して高まる体力など
を理解することができている。
　自己の能力に応じて、適切な課題を持ち、
受け身の完成に近づくことができている。
　相手の動きに応じて攻防を展開できるよう
になっている。
【思考力、判断力、表現力等】
　課題に応じた運動の取り組み方を工夫でき
るようになっている。
【学びに向かう力、人間性等】
　興味・関心を持ち、仲間と協力して積極的
に取り組むことができている。
　約束やルールを守り、練習場や周囲の状況
を確認し、自他の健康・安全に留意して学習
することができている。

○ ○ ○

C 女子　ソフトボール（1単位）
【知識及び技能】
勝敗を競う楽しさや喜びを味わ
い，技術の名称や行い方，体力の
高め方，運動観察の方法などを理
解するとともに，作戦に応じた技
能で仲間と連携しゲームを展開す
ること。

【思考力、判断力、表現力等】
攻防などの自己やチームの課題を
発見し，合理的な解決に向けて運
動の取り組み方を工夫するととも
に，自己や仲間の考えたことを他
者に伝えること。

【学びに向かう力、人間性等】
球技に自主的に取り組むととも
に，フェアなプレイを大切にしよ
うとすること，作戦などについて
の話合いに貢献しようとすると，
一人一人の違いに応じたプレイな
どを大切にしようとすること，互
いに助け合い教え合おうとするこ
となどや，健康・安全を確保する
こと。

〇ソフトボール

・身体の軸を安定させてバットを
振りぬくこと。
・タイミングを合わせてボールを
捉えること。
・ねらった方向にボールを打ち返
すこと。
・スピードを落とさずに円を描く
ように塁間を走ること。
・打球や守備の状況に応じた塁の
回り方で，塁を進んだり戻ったり
すること。
・捕球場所へ最短距離で移
・味方からの送球を受けるため
に，走者の進む先の塁に動くこ
と。
・打球や走者の位置に応じて，中
継プレイに備える動きをするこ
と。

【知識及び技能】
勝敗を競う楽しさや喜びを味わい，技術の名
称や行い方，体力の高め方，運動観察の方法
などを理解するとともに，作戦に応じた技能
で仲間と連携しゲームを展開することができ
ている。

【思考力、判断力、表現力等】
攻防などの自己やチームの課題を発見し，合
理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫
するとともに，自己や仲間の考えたことを他
者に伝えることができている。

【学びに向かう力、人間性等】
球技に自主的に取り組むとともに，フェアな
プレイを大切にしようとすること，作戦など
についての話合いに貢献しようとすると，一
人一人の違いに応じたプレイなどを大切にし
ようとすること，互いに助け合い教え合おう
とすることなどや，健康・安全を確保するこ
とができている。

○ ○ ○

B 女子　ダンス（2単位）
【知識及び技能】
　感じを込めて踊ったり、みんな
で自由に踊ったりする楽しさや喜
びを味わい、ダンスの名称や用
語、踊りの特徴と表現の仕方、交
流や発表の仕方、運動観察の方
法、体力の高め方などを理解する
とともに、イメージを深めた表現
や踊りを通した交流や発表をする
こと。

【思考力、判断力、表現力等】
表現などの自己や仲間の課題を発
見し、合理的な解決に向けて運動
の取り組み方を工夫するととも
に、自己や仲間の考えたことを他
社に伝えること。

【学びに向かう力、人間性等】
ダンスに自主的に取り組むととも
に、互いに助け合い教え合おうと
すること、作品や発表などの話合
いに貢献しようとすること、一人
一人の違いに応じた表現や役割を
大切にしようとすることなどや、
健康・安全を確保すること。

・創作ダンスでは、表したいテー
マにふさわしいイメージを捉え、
個や群で、対極の動きや空間の使
い方で変化をつけて即興的に表現
したり、イメージを強調した作品
にまとめたりして踊ること。
・現代的なリズムのダンスでは、
リズムの特徴を強調して全身で自
由に踊ったり、変化とまとまりを
付けて仲間と対応したりして踊る
こと。

【知識及び技能】
感じを込めて踊ったり、みんなで自由に踊っ
たりする楽しさや喜びを味わい、ダンスの名
称や用語、踊りの特徴と表現の仕方、交流や
発表の仕方、運動観察の方法、体力の高め方
などを理解するとともに、イメージを深めた
表現や踊りを通した交流や発表をすることが
できている。

【思考力、判断力、表現力等】
表現などの自己や仲間の課題を発見し、合理
的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫す
るとともに、自己や仲間の考えたことを他社
に伝えることができている。

【学びに向かう力、人間性等】
ダンスに自主的に取り組むとともに、互いに
助け合い教え合おうとすること、作品や発表
などの話合いに貢献しようとすること、一人
一人の違いに応じた表現や役割を大切にしよ
うとすることなどや、健康・安全を確保する
ことができている。

○ ○ ○



３
学
期

A 男子　陸上競技（2単位）
【知識及び技能】
　記録の向上や競争の楽しさや喜
びを味わい，技術の名称や行い
方，体力の高め方，運動観察の方
法などを理解するとともに，各種
目特有の技能を身に付けること。

【思考力、判断力、表現力等】
　動きなどの自己や仲間の課題を
発見し，合理的な解決に向けて運
動の取り組み方を工夫するととも
に，自己の考えたことを他者に伝
えること。

【学びに向かう力、人間性等】
　陸上競技に自主的に取り組むと
ともに，勝敗などを冷静に受け止
め，ルールやマナーを大切にしよ
うとすること，自己の責任を果た
そうとすること，一人一人の違
いに応じた課題や挑戦を大切にし
ようとすることなどや，健康・安
全を確保すること。

〇長距離
・リズミカルに腕を振り、力みの
ないフォームで軽快に走ること。
・呼吸を楽にしたり、走りのリズ
ムを作ったりする呼吸法を取り入
れて走ること。

【知識及び技能】
　記録の向上や競争の楽しさや喜びを味わ
い，技術の名称や行い方，体力の高め方，運
動観察の方法などを理解するとともに，各種
目特有の技能を身に付けることができてい
る。

【思考力、判断力、表現力等】
　動きなどの自己や仲間の課題を発見し，合
理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫
するとともに，自己の考えたことを他者に伝
えることができている。

【学びに向かう力、人間性等】
　陸上競技に自主的に取り組むとともに，勝
敗などを冷静に受け止め，ルールやマナーを
大切にしようとすること，自己の責任を果た
そうとすること，一人一人の違いに応じた課
題や挑戦を大切にしようとすることなどや，
健康・安全を確保することができている。

○ ○

A 女子　陸上競技（2単位）
【知識及び技能】
　記録の向上や競争の楽しさや喜
びを味わい，技術の名称や行い
方，体力の高め方，運動観察の方
法などを理解するとともに，各種
目特有の技能を身に付けること。

【思考力、判断力、表現力等】
　動きなどの自己や仲間の課題を
発見し，合理的な解決に向けて運
動の取り組み方を工夫するととも
に，自己の考えたことを他者に伝
えること。

【学びに向かう力、人間性等】
　陸上競技に自主的に取り組むと
ともに，勝敗などを冷静に受け止
め，ルールやマナーを大切にしよ
うとすること，自己の責任を果た
そうとすること，一人一人の違
いに応じた課題や挑戦を大切にし
ようとすることなどや，健康・安
全を確保すること。

〇長距離
・リズミカルに腕を振り、力みの
ないフォームで軽快に走ること。
・呼吸を楽にしたり、走りのリズ
ムを作ったりする呼吸法を取り入
れて走ること。

【知識及び技能】
　記録の向上や競争の楽しさや喜びを味わ
い，技術の名称や行い方，体力の高め方，運
動観察の方法などを理解するとともに，各種
目特有の技能を身に付けることができてい
る。

【思考力、判断力、表現力等】
　動きなどの自己や仲間の課題を発見し，合
理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫
するとともに，自己の考えたことを他者に伝
えることができている。

【学びに向かう力、人間性等】
　陸上競技に自主的に取り組むとともに，勝
敗などを冷静に受け止め，ルールやマナーを
大切にしようとすること，自己の責任を果た
そうとすること，一人一人の違いに応じた課
題や挑戦を大切にしようとすることなどや，
健康・安全を確保することができている。

○

○ 10

B 男子　卓球（1単位）
【知識及び技能】
勝敗を競う楽しさや喜びを味わ
い，技術の名称や行い方，体力の
高め方，運動観察の方法などを理
解するとともに，作戦に応じた技
能で仲間と連携しゲームを展開す
ること。

【思考力、判断力、表現力等】
攻防などの自己やチームの課題を
発見し，合理的な解決に向けて運
動の取り組み方を工夫するととも
に，自己や仲間の考えたことを他
者に伝えること。

【学びに向かう力、人間性等】
球技に自主的に取り組むととも
に，フェアなプレイを大切にしよ
うとすること，作戦などについて
の話合いに貢献しようとすると，
一人一人の違いに応じたプレイな
どを大切にしようとすること，互
いに助け合い教え合おうとするこ
となどや，健康・安全を確保する
こと。

〇卓球
・サービスでは，ボールをねらっ
た場所に打つこと。
・ボールを相手側のコートの空い
た場所やねらった場所に打ち返す
こと。
・ 攻撃につなげるための次のプレ
イをしやすい高さと位置にボール
を上げるこ
と。
・ネット付近でボールの侵入を防
いだり，打ち返したりすること。
・ 腕やラケットを強く振って，
ネットより高い位置から相手側の
コートに打ち
込むこと。
・ポジションの役割に応じて，
拾ったりつないだり打ち返したり
すること。
・ ラリーの中で，味方の動きに合
わせてコート上の空いている場所
をカバーする。

【知識及び技能】
勝敗を競う楽しさや喜びを味わい，技術の名
称や行い方，体力の高め方，運動観察の方法
などを理解するとともに，作戦に応じた技能
で仲間と連携しゲームを展開することができ
ている。

【思考力、判断力、表現力等】
攻防などの自己やチームの課題を発見し，合
理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫
するとともに，自己や仲間の考えたことを他
者に伝えることができている。

【学びに向かう力、人間性等】
球技に自主的に取り組むとともに，フェアな
プレイを大切にしようとすること，作戦など
についての話合いに貢献しようとすると，一
人一人の違いに応じたプレイなどを大切にし
ようとすること，互いに助け合い教え合おう
とすることなどや，健康・安全を確保するこ
とができている。

○ ○ ○ 10

○ ○



３
学
期

B 女子　バドミントン（1単位）
【知識及び技能】
勝敗を競う楽しさや喜びを味わ
い，技術の名称や行い方，体力の
高め方，運動観察の方法などを理
解するとともに，作戦に応じた技
能で仲間と連携しゲームを展開す
ること。

【思考力、判断力、表現力等】
攻防などの自己やチームの課題を
発見し，合理的な解決に向けて運
動の取り組み方を工夫するととも
に，自己や仲間の考えたことを他
者に伝えること。

【学びに向かう力、人間性等】
球技に自主的に取り組むととも
に，フェアなプレイを大切にしよ
うとすること，作戦などについて
の話合いに貢献しようとすると，
一人一人の違いに応じたプレイな
どを大切にしようとすること，互
いに助け合い教え合おうとするこ
となどや，健康・安全を確保する
こと。

・サービスでは，シャトルをね
らった場所に打つこと。
・シャトルを相手側のコートの空
いた場所やねらった場所に打ち返
すこと。
・ 攻撃につなげるための次のプレ
イをしやすい高さと位置にシャト
ルを上げるこ
と。
・ネット付近でシャトルの侵入を
防いだり，打ち返したりするこ
と。
・ 腕やラケットを強く振って，
ネットより高い位置から相手側の
コートに打ち
込むこと。
・ポジションの役割に応じて，
拾ったりつないだり打ち返したり
すること。
・ ラリーの中で，味方の動きに合
わせてコート上の空いている場所
をカバーする。

【知識及び技能】
勝敗を競う楽しさや喜びを味わい，技術の名
称や行い方，体力の高め方，運動観察の方法
などを理解するとともに，作戦に応じた技能
で仲間と連携しゲームを展開することができ
ている。

【思考力、判断力、表現力等】
攻防などの自己やチームの課題を発見し，合
理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫
するとともに，自己や仲間の考えたことを他
者に伝えることができている。

【学びに向かう力、人間性等】
球技に自主的に取り組むとともに，フェアな
プレイを大切にしようとすること，作戦など
についての話合いに貢献しようとすると，一
人一人の違いに応じたプレイなどを大切にし
ようとすること，互いに助け合い教え合おう
とすることなどや，健康・安全を確保するこ
とができている。

○ ○ ○

6

合計

105

C 男女　体育理論（2単位）
【知識】
スポーツの文化的特性や現代のス
ポーツの発展について理解するこ
と。
スポーツは，人類の歴史とともに
始まり，その理念が時代に応じて
多様に変容してきていること。ま
た，我が国から世界に普及し，発
展しているスポーツがあること。

【思考力、判断力、表現力等】
スポーツの文化的特性や現代のス
ポーツの発展について，課題を発
見し，よりよ
い解決に向けて思考し判断すると
ともに，他者に伝えること。

【学びに向かう力、人間性等】
スポーツの文化的特性や現代のス
ポーツの発展についての学習に自
主的に取り組むこと。

・スポーツの歴史的発展と多様な
変化や現代のスや理念を整理した
り，自己のスポーツへの関わりを
見いだしたりして，自己や社会に
スポーツがもたらす影響について
課題を発見すること。

・スポーツの経済的効果と高潔さ
やスポーツが環境や社会へもたら
す影響について，習得した知識を
基に，持続可能なスポーツの発展
のための課題の解決に向けて，自
己の提案を言葉や文章などを通し
て他者に伝えること。

【知識】
スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発
展について理解すること。
スポーツは，人類の歴史とともに始まり，そ
の理念が時代に応じて多様に変容してきてい
ること。また，我が国から世界に普及し，発
展しているスポーツがあること。

【思考力、判断力、表現力等】
スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発
展について，課題を発見し，よりよ
い解決に向けて思考し判断するとともに，他
者に伝えること。

【学びに向かう力、人間性等】
スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発
展についての学習に自主的に取り組むこと。 〇 〇 〇



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和5年度（2学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

（17組：吉田） （2～6組：飯塚）

保健体育 保健
保健 保健 1

保健

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

個人生活及び社会生活における健康・安全につ
いて，課題の解決に役立つ基礎的な事項を理解
し，知識を身に付けたことを言ったり書いたり
できるようにする。

個人生活や社会生活における健康・安全につい
て，課題の解決を目指して考え判断できるよう
にする。

個人生活や社会生活における健康・安全に関心
をもち，仲間と協力し，資料を集めたり，意見
を交換したり，課題について調べたりして，意
欲的に学習に取り組めるようにする。

現代高等保健体育

保健体育

【 知　識　及　び　技　能 】
各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに，技能を身
に付けるようにする。

運動や健康についての自他や社会の課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて思考し判断するととも
に，他者に伝える力を養う。

生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し，明るく豊かで活力
ある生活を営む態度を養う。

態
配当
時数

１
学
期

生涯を通じる健康

【知識及び技能】
・思春期における心身の発達や性的成熟に伴う身体面，心理
面，行動面などの変化に関わり，健康課題が生じることがあ
ることについて，理解する。
・思春期の心身の変化に対応して，自分の行動への責任感や
異性を理解したり尊重したりする態度が必要であること，及
び性に関する情報等への適切な対処が必要であることについ
て，理解する。
・結婚生活について，心身の発達や健康の保持増進の観点か
ら理解する。
・受精，妊娠，出産とそれに伴う健康課題について，理解す
る。
・家族計画の意義や人工妊娠中絶の心身への影響などについ
て，理解する。
・結婚生活を健康に過ごすには，自他の健康に対する責任
感，良好な人間関係や家族や周りの人からの支援，及び母子
の健康診査の利用や保健相談などの様々な保健・医療サービ
スの活用が必要であることについて，理解する。
・中高年期を健やかに過ごすためには，若いときから，健康
診断の定期的な受診などの自己管理を行うこと，生きがいを
もつこと，運動やスポーツに取り組むこと，家族や友人など
との良好な関係を保つこと，地域における交流をもつことな
どが関係することについて，理解する。
・高齢期には，加齢に伴い，心身の機能や形態が変化するこ
と，その変化には個人差があること，疾病や事故のリスクが
高まること，健康の回復が長期化する傾向にあることについ
て，理解する。
・高齢社会では，認知症を含む疾病等への対処，事故の防
止，生活の質の保持，介護などの必要性が高まることなどか
ら，保健・医療・福祉の連携と総合的な対策が必要であるこ
とについて，理解する。
・労働による傷害や職業病などの労働災害は，作業形態や作
業環境の変化に伴い質や量が変化してきたことについて，理
解する。
・労働災害を防止するには，作業形態や作業環境の改善，長
時間労働をはじめとする過重労働の防止を含む健康管理と安
全管理が必要であることについて，理解する。
・働く人の健康の保持増進は，職場の健康管理や安全管理と
ともに，心身両面にわたる総合的，積極的な対策の推進が図
られることで成り立つことについて，理解する。
・働く人の日常生活においては，積極的に余暇を活用するな
どして生活の質の向上を図ることなどで健康の保持増進を
図っていくことが重要であることについて，を理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
・生涯の各段階における健康について，健康に関わる原則や
概念を基に整理したり，個人及び社会生活と関連付けたりし
て，自他や社会の課題を発見できる。
・思春期と健康について，習得した知識を基に，心身の発達
や性的成熟に伴う健康課題を解決するために，性に関わる情
報を適切に整理できる。
・結婚生活と健康について，習得した知識を基に，結婚生活
に伴う健康課題の解決や生活の質の向上に向けて，保健・医
療サービスの活用方法を整理できる。
・加齢と健康について，習得した知識を基に，中高年期の疾
病や事故のリスク軽減のための個人の取組と社会的対策を評
価できる。
・生涯の各段階における健康について，自他や社会の課題の
解決方法と，それを選択した理由などを話し合ったり，ノー
トなどに記述したりして，筋道を立てて説明できる。
・労働と健康について，健康に関わる原則や概念を基に整理
したり，個人及び社会生活と関連付けたりして，自他や社会
の課題を発見できる。
・働く人の健康の保持増進について，習得した知識を基に，
生活の質の向上を図ることと関連付けて，課題解決の方法に
応用できる。
・労働災害と健康について，習得した知識を基に，労働災害
の防止に向けて，個人の取組と社会的対策を整理できる。
・労働と健康について，自他や社会の課題の解決方法と，そ
れを選択した理由などを話し合ったり，ノートなどに記述し
たりして，筋道を立てて説明できる。

【学びに向かう力、人間性等】
生涯の各段階における健康について，課題の解決に向けた学
習に主体的に取り組もうとしている。労働と健康について，
課題の解決に向けた学習に主体的に取り組むことができる。

ライフステージと健康
・ライフステージと健康の関連について説明できる。
・各ライフステージで活用できる社会からの支援について
例をあげることができる。

【知識及び技能】
・思春期における心身の発達や性的成熟に伴う身体面，心理面，行動面などの
変化に関わり，健康課題が生じることがあることについて，理解したことを
言ったり書いたりしている。
・思春期の心身の変化に対応して，自分の行動への責任感や異性を理解したり
尊重したりする態度が必要であること，及び性に関する情報等への適切な対処
が必要であることについて，理解したことを言ったり書いたりしている。
・結婚生活について，心身の発達や健康の保持増進の観点から理解したことを
言ったり書いたりしている。
・受精，妊娠，出産とそれに伴う健康課題について，理解したことを言ったり
書いたりしている。
・家族計画の意義や人工妊娠中絶の心身への影響などについて，理解したこと
を言ったり書いたりしている。
・結婚生活を健康に過ごすには，自他の健康に対する責任感，良好な人間関係
や家族や周りの人からの支援，及び母子の健康診査の利用や保健相談などの
様々な保健・医療サービスの活用が必要であることについて，理解したことを
言ったり書いたりしている。
・中高年期を健やかに過ごすためには，若いときから，健康診断の定期的な受
診などの自己管理を行うこと，生きがいをもつこと，運動やスポーツに取り組
むこと，家族や友人などとの良好な関係を保つこと，地域における交流をもつ
ことなどが関係することについて，理解したことを言ったり書いたりしてい
る。
・高齢期には，加齢に伴い，心身の機能や形態が変化すること，その変化には
個人差があること，疾病や事故のリスクが高まること，健康の回復が長期化す
る傾向にあることについて，理解したことを言ったり書いたりしている。
・高齢社会では，認知症を含む疾病等への対処，事故の防止，生活の質の保
持，介護などの必要性が高まることなどから，保健・医療・福祉の連携と総合
的な対策が必要であることについて，理解したことを言ったり書いたりしてい
る。
・労働による傷害や職業病などの労働災害は，作業形態や作業環境の変化に伴
い質や量が変化してきたことについて，理解したことを言ったり書いたりして
いる。
・労働災害を防止するには，作業形態や作業環境の改善，長時間労働をはじめ
とする過重労働の防止を含む健康管理と安全管理が必要であることについて，
理解したことを言ったり書いたりしている。・働く人の健康の保持増進は，職
場の健康管理や安全管理とともに，心身両面にわたる総合的，積極的な対策の
推進が図られることで成り立つことについて，理解したことを言ったり書いた
りしている。
・働く人の日常生活においては，積極的に余暇を活用するなどして生活の質の
向上を図ることなどで健康の保持増進を図っていくことが重要であることにつ
いて，を理解したことを言ったり書いたりしている。

【思考力、判断力、表現力等】
・生涯の各段階における健康について，健康に関わる原則や概念を基に整理し
たり，個人及び社会生活と関連付けたりして，自他や社会の課題を発見してい
る。
・思春期と健康について，習得した知識を基に，心身の発達や性的成熟に伴う
健康課題を解決するために，性に関わる情報を適切に整理している。
・結婚生活と健康について，習得した知識を基に，結婚生活に伴う健康課題の
解決や生活の質の向上に向けて，保健・医療サービスの活用方法を整理してい
る。
・加齢と健康について，習得した知識を基に，中高年期の疾病や事故のリスク
軽減のための個人の取組と社会的対策を評価している。
・生涯の各段階における健康について，自他や社会の課題の解決方法と，それ
を選択した理由などを話し合ったり，ノートなどに記述したりして，筋道を立
てて説明している。・労働と健康について，健康に関わる原則や概念を基に整
理したり，個人及び社会生活と関連付けたりして，自他や社会の課題を発見し
ている。
・働く人の健康の保持増進について，習得した知識を基に，生活の質の向上を
図ることと関連付けて，課題解決の方法に応用している。
・労働災害と健康について，習得した知識を基に，労働災害の防止に向けて，
個人の取組と社会的対策を整理している。
・労働と健康について，自他や社会の課題の解決方法と，それを選択した理由
などを話し合ったり，ノートなどに記述したりして，筋道を立てて説明してい
る。

【学びに向かう力、人間性等】
生涯の各段階における健康について，課題の解決に向けた学習に主体的に取り
組もうとしている。労働と健康について，課題の解決に向けた学習に主体的に
取り組もうとしている。

○ ○ ○ 1

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

思春期と健康
・思春期における体の変化を，女性と男性に分けて説明で
きる。
・思春期の心の発達にかかわって起こる問題について例を
あげることができる。

○ ○ ○ 1

性意識と性行動の選択
・性意識の男女差について例をあげて説明できる。
・性情報が性行動の選択に影響を及ぼす例をあげることが
できる。

○ ○ ○ 1

妊娠・出産と健康・妊娠
・出産の過程における健康課題について説明できる。
・妊娠・出産期に活用できる母子保健サービスの例をあげ
ることができる。

○ ○ ○ 1

避妊法と人工妊娠中絶
・家族計画の意義と適切な避妊法について説明できる。
・人工妊娠中絶が心身に及ぼす影響について説明できる。

○ ○ ○ 1

結婚生活と健康
・心身の発達と結婚生活の関係について説明できる。
・結婚生活を健康的に送るために必要な考え方や行動をあ
げることができる。

○ ○ ○ 1

中高年期と健康・加齢にともなう心身の変化について例を
あげて説明できる。
・高齢社会に必要な社会的な取り組みについて例をあげて
説明できる。

○ ○ ○ 1

働くことと健康
・働くことの意義と健康とのかかわりについて説明でき
る。
・働き方や働く人の健康問題の変化について説明できる。

○ ○ ○ 1

定期考査

○ ○ 1



生涯を通じる健康

【知識及び技能】
・思春期における心身の発達や性的成熟に伴う身体面，心理
面，行動面などの変化に関わり，健康課題が生じることがあ
ることについて，理解する。
・思春期の心身の変化に対応して，自分の行動への責任感や
異性を理解したり尊重したりする態度が必要であること，及
び性に関する情報等への適切な対処が必要であることについ
て，理解する。
・結婚生活について，心身の発達や健康の保持増進の観点か
ら理解する。
・受精，妊娠，出産とそれに伴う健康課題について，理解す
る。
・家族計画の意義や人工妊娠中絶の心身への影響などについ
て，理解する。
・結婚生活を健康に過ごすには，自他の健康に対する責任
感，良好な人間関係や家族や周りの人からの支援，及び母子
の健康診査の利用や保健相談などの様々な保健・医療サービ
スの活用が必要であることについて，理解する。
・中高年期を健やかに過ごすためには，若いときから，健康
診断の定期的な受診などの自己管理を行うこと，生きがいを
もつこと，運動やスポーツに取り組むこと，家族や友人など
との良好な関係を保つこと，地域における交流をもつことな
どが関係することについて，理解する。
・高齢期には，加齢に伴い，心身の機能や形態が変化するこ
と，その変化には個人差があること，疾病や事故のリスクが
高まること，健康の回復が長期化する傾向にあることについ
て，理解する。
・高齢社会では，認知症を含む疾病等への対処，事故の防
止，生活の質の保持，介護などの必要性が高まることなどか
ら，保健・医療・福祉の連携と総合的な対策が必要であるこ
とについて，理解する。
・労働による傷害や職業病などの労働災害は，作業形態や作
業環境の変化に伴い質や量が変化してきたことについて，理
解する。
・労働災害を防止するには，作業形態や作業環境の改善，長
時間労働をはじめとする過重労働の防止を含む健康管理と安
全管理が必要であることについて，理解する。
・働く人の健康の保持増進は，職場の健康管理や安全管理と
ともに，心身両面にわたる総合的，積極的な対策の推進が図
られることで成り立つことについて，理解する。
・働く人の日常生活においては，積極的に余暇を活用するな
どして生活の質の向上を図ることなどで健康の保持増進を
図っていくことが重要であることについて，を理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
・生涯の各段階における健康について，健康に関わる原則や
概念を基に整理したり，個人及び社会生活と関連付けたりし
て，自他や社会の課題を発見できる。
・思春期と健康について，習得した知識を基に，心身の発達
や性的成熟に伴う健康課題を解決するために，性に関わる情
報を適切に整理できる。
・結婚生活と健康について，習得した知識を基に，結婚生活
に伴う健康課題の解決や生活の質の向上に向けて，保健・医
療サービスの活用方法を整理できる。
・加齢と健康について，習得した知識を基に，中高年期の疾
病や事故のリスク軽減のための個人の取組と社会的対策を評
価できる。
・生涯の各段階における健康について，自他や社会の課題の
解決方法と，それを選択した理由などを話し合ったり，ノー
トなどに記述したりして，筋道を立てて説明できる。
・労働と健康について，健康に関わる原則や概念を基に整理
したり，個人及び社会生活と関連付けたりして，自他や社会
の課題を発見できる。
・働く人の健康の保持増進について，習得した知識を基に，
生活の質の向上を図ることと関連付けて，課題解決の方法に
応用できる。
・労働災害と健康について，習得した知識を基に，労働災害
の防止に向けて，個人の取組と社会的対策を整理できる。
・労働と健康について，自他や社会の課題の解決方法と，そ
れを選択した理由などを話し合ったり，ノートなどに記述し
たりして，筋道を立てて説明できる。

【学びに向かう力、人間性等】
生涯の各段階における健康について，課題の解決に向けた学
習に主体的に取り組もうとしている。労働と健康について，
課題の解決に向けた学習に主体的に取り組むことができる。

【知識及び技能】
・思春期における心身の発達や性的成熟に伴う身体面，心理面，行動面などの
変化に関わり，健康課題が生じることがあることについて，理解したことを
言ったり書いたりしている。
・思春期の心身の変化に対応して，自分の行動への責任感や異性を理解したり
尊重したりする態度が必要であること，及び性に関する情報等への適切な対処
が必要であることについて，理解したことを言ったり書いたりしている。
・結婚生活について，心身の発達や健康の保持増進の観点から理解したことを
言ったり書いたりしている。
・受精，妊娠，出産とそれに伴う健康課題について，理解したことを言ったり
書いたりしている。
・家族計画の意義や人工妊娠中絶の心身への影響などについて，理解したこと
を言ったり書いたりしている。
・結婚生活を健康に過ごすには，自他の健康に対する責任感，良好な人間関係
や家族や周りの人からの支援，及び母子の健康診査の利用や保健相談などの
様々な保健・医療サービスの活用が必要であることについて，理解したことを
言ったり書いたりしている。
・中高年期を健やかに過ごすためには，若いときから，健康診断の定期的な受
診などの自己管理を行うこと，生きがいをもつこと，運動やスポーツに取り組
むこと，家族や友人などとの良好な関係を保つこと，地域における交流をもつ
ことなどが関係することについて，理解したことを言ったり書いたりしてい
る。
・高齢期には，加齢に伴い，心身の機能や形態が変化すること，その変化には
個人差があること，疾病や事故のリスクが高まること，健康の回復が長期化す
る傾向にあることについて，理解したことを言ったり書いたりしている。
・高齢社会では，認知症を含む疾病等への対処，事故の防止，生活の質の保
持，介護などの必要性が高まることなどから，保健・医療・福祉の連携と総合
的な対策が必要であることについて，理解したことを言ったり書いたりしてい
る。
・労働による傷害や職業病などの労働災害は，作業形態や作業環境の変化に伴
い質や量が変化してきたことについて，理解したことを言ったり書いたりして
いる。
・労働災害を防止するには，作業形態や作業環境の改善，長時間労働をはじめ
とする過重労働の防止を含む健康管理と安全管理が必要であることについて，
理解したことを言ったり書いたりしている。・働く人の健康の保持増進は，職
場の健康管理や安全管理とともに，心身両面にわたる総合的，積極的な対策の
推進が図られることで成り立つことについて，理解したことを言ったり書いた
りしている。
・働く人の日常生活においては，積極的に余暇を活用するなどして生活の質の
向上を図ることなどで健康の保持増進を図っていくことが重要であることにつ
いて，を理解したことを言ったり書いたりしている。

【思考力、判断力、表現力等】
・生涯の各段階における健康について，健康に関わる原則や概念を基に整理し
たり，個人及び社会生活と関連付けたりして，自他や社会の課題を発見してい
る。
・思春期と健康について，習得した知識を基に，心身の発達や性的成熟に伴う
健康課題を解決するために，性に関わる情報を適切に整理している。
・結婚生活と健康について，習得した知識を基に，結婚生活に伴う健康課題の
解決や生活の質の向上に向けて，保健・医療サービスの活用方法を整理してい
る。
・加齢と健康について，習得した知識を基に，中高年期の疾病や事故のリスク
軽減のための個人の取組と社会的対策を評価している。
・生涯の各段階における健康について，自他や社会の課題の解決方法と，それ
を選択した理由などを話し合ったり，ノートなどに記述したりして，筋道を立
てて説明している。・労働と健康について，健康に関わる原則や概念を基に整
理したり，個人及び社会生活と関連付けたりして，自他や社会の課題を発見し
ている。
・働く人の健康の保持増進について，習得した知識を基に，生活の質の向上を
図ることと関連付けて，課題解決の方法に応用している。
・労働災害と健康について，習得した知識を基に，労働災害の防止に向けて，
個人の取組と社会的対策を整理している。
・労働と健康について，自他や社会の課題の解決方法と，それを選択した理由
などを話し合ったり，ノートなどに記述したりして，筋道を立てて説明してい
る。

【学びに向かう力、人間性等】
生涯の各段階における健康について，課題の解決に向けた学習に主体的に取り
組もうとしている。労働と健康について，課題の解決に向けた学習に主体的に
取り組もうとしている。

○ ○ 1

環境と健康にかかわる対策
・環境汚染による健康被害を防ぐ方法について説明でき
る。
・産業廃棄物の処理について説明できる。

○ ○ ○ 1

1

大気汚染と健康
・大気汚染の原因と健康への影響について例をあげて説明
できる。
・大気にかかわる地球規模の健康問題について例をあげて
説明できる。

【知識及び技能】
・人間の生活や産業活動は，大気汚染，水質汚濁，土壌汚染などの自然環境汚
染を引き起こし，健康に影響を及ぼしたり被害をもたらしたりすることがある
ということについて，理解したことを言ったり書いたりしている。
・健康への影響や被害を防止するためには，汚染物質の排出をできるだけ抑制
したり，排出された汚染物質を適切に処理したりすることなどが必要であるこ
とについて，理解したことを言ったり書いたりしている。
・健康への影響や被害を防止するために環境基本法などの法律等が制定されて
おり，環境基準の設定，排出物の規制，監視体制の整備などの総合的・計画的
対策が講じられていることについて，理解したことを言ったり書いたりしてい
る。
・上下水道の整備，ごみやし尿などの廃棄物を適切に処理する等の環境衛生活
動は，自然環境や学校・地域などの社会生活における環境，及び人々の健康を
守るために行われていることについて，理解したことを言ったり書いたりして
いる。
・人々の健康を支えるためには，食品の安全性を確保することが重要であり，
食品の安全性が損なわれると，健康に深刻な被害をもたらすことがあり，食品
の安全性を確保することは健康の保持増進にとって重要であることについて，
理解したことを言ったり書いたりしている。
・食品の安全性を確保するために，食品衛生法などの法律等が制定されてお
り，様々な基準に基づいて食品衛生活動が行われていることや，食品の製造・
加工・保存・流通など，各段階での適切な管理が重要であることについて，理
解したことを言ったり書いたりしている。
・食品衛生に関わる健康被害の防止と健康の保持増進には，適切に情報を公
開，活用するなど行政・生産者・製造者・消費者などが互いに関係を保ちなが
ら，それぞれの役割を果たすことが重要であることについて，理解したことを
言ったり書いたりしている。
・我が国には，人々の健康を支えるための保健・医療制度が存在し，行政及び
その他の機関などから健康に関する情報，医療の供給，医療費の保障も含めた
保健・医療サービスなどが提供されていることについて，理解したことを言っ
たり書いたりしている。
・健康を保持増進するためには，検診などを通して自己の健康上の課題を的確
に把握し，地域の保健所や保健センターなどの保健機関，病院や診療所などの
医療機関，及び保健・医療サービスなどを適切に活用していくことなどが必要
であることについて，理解したことを言ったり書いたりしている。
・医薬品は，医療用医薬品，要指導医薬品，一般用医薬品の三つに大別され，
承認制度によってその有効性や安全性が審査されており，販売に規制が設けら
れていることについて，理解したことを言ったり書いたりしている。
・疾病からの回復や悪化の防止には，個々の医薬品の特性を理解した上で，使
用法に関する注意を守り，正しく使うことが必要であることについて，理解し
たことを言ったり書いたりしている。
・我が国や世界では，健康を支えるために，健康課題に対応して各種の保健活
動や社会的対策が行われていることについて，理解したことを言ったり書いた
りしている。
・自他の健康を保持増進するには，ヘルスプロモーションの考え方に基づい
た，健康に関する環境づくりが重要であることについて，理解したことを言っ
たり書いたりしている。
・一人一人が健康に関心をもち，健康を支える適切な環境づくりに積極的に参
加していくことが必要であり，そのことが自分を含めた世界の人々の健康の保
持増進につながることについて，理解したことを言ったり書いたりしている。

【思考力、判断力、表現力等】
・環境と健康について，健康に関わる原則や概念を基に整理したり，個人及び
社会生活と関連付けたりして，自他や社会の課題を発見している。
・人間の生活や産業活動などによって引き起こされる自然環境汚染について，
事例を通して整理し，疾病等のリスクを軽減するために，環境汚染の防止や改
善の方策に応用している。
・環境と健康について，自他や社会の課題の解決方法と，それを選択した理由
などを話し合ったり，ノートなどに記述したりして，筋道を立てて説明してい
る。
・食品と健康について，健康に関わる原則や概念を基に整理したり，個人及び
社会生活と関連付けたりして，自他や社会の課題を発見している。
・食品の安全性と食品衛生に関わる活動について，習得した知識を自他の日常
生活に適用して，健康被害の防止と健康を保持増進するための計画を立ててい
る。
・食品と健康について，自他や社会の課題の解決方法と，それを選択した理由
などを話し合ったり，ノートなどに記述したりして，筋道を立てて説明してい
る。
・保健・医療制度及び地域の保健・医療機関について，健康に関わる原則や概
念を基に整理したり，個人及び社会生活と関連付けたりして，自他や社会の課
題を発見している。
・医薬品の制度とその活用について，医薬品には承認制度があり，販売に規制
が設けられていることと関連付けながら，生活の質の向上のために利用の仕方
を整理している。
・保健・医療制度及び地域の保健・医療機関について，自他や社会の課題の解
決方法と，それを選択した理由などを話し合ったり，ノートなどに記述したり
して，筋道を立てて説明している。
・様々な保健活動や社会的対策について，健康に関わる原則や概念を基に整理
したり，個人及び社会生活と関連付けたりして，自他や社会の課題を発見して
いる。
・地域の保健・医療機関やスポーツ施設の活用の仕方について，関連した情報
を整理し，生活の質の向上に向けた課題解決に応用している。
・様々な保健活動や社会的対策について，自他や社会の課題の解決方法と，そ
れを選択した理由などを話し合ったり，ノートなどに記述したりして，筋道を
立てて説明している。
・健康に関する環境づくりと社会参加について，健康に関わる原則や概念を基
に整理したり，個人及び社会生活と関連付けたりして，自他や社会の課題を発
見している。
・ヘルスプロモーションの考え方に基づいた，健康に関する環境づくりへ積極
的に参加していくために，適切な情報を選択・収集して，分析・評価し計画を
立てている。
・健康に関する環境づくりと社会参加について，自他や社会の課題の解決方法
と，それを選択した理由などを話し合ったり，ノートなどに記述したりして，
筋道を立てて説明している。

【学びに向かう力、人間性等】
・環境と健康について，課題の解決に向けた学習に主体的に取り組もうとして
いる。
・食品と健康について，課題の解決に向けた学習に主体的に取り組もうとして
いる。
・保健・医療制度及び地域の保健・医療機関について，課題の解決に向けた学
習に主体的に取り組もうとしている。
・様々な保健活動や社会的対策について，課題の解決に向けた学習に主体的に
取り組もうとしている。
・健康に関する環境づくりと社会参加について，課題の解決に向けた学習に主
体的に取り組もうとしている。

○ ○ ○ 1

水質汚濁，土壌汚染と健康
・水質汚濁，土壌汚染の原因とその健康影響を説明でき
る。
・大気，水，土壌にまたがる複合的な環境汚染の発生のし
くみについて説明できる。 ○

健康的な職業生活
・職場がおこなう健康に関する取り組みについて例をあげ
て説明できる。
・余暇を積極的にとることの意義について説明できる。

○ ○ ○

ごみの処理と上下水道の整備
・ごみの処理の現状やその課題について説明できる。
・上下水道のしくみと健康にかかわる課題を説明できる。

○ ○ ○ 1

食品の安全性
・食品の安全性と健康とのかかわりについて説明できる。
・食品の安全性に関する今日的課題について説明できる。

○ ○ ○ 1

食品衛生にかかわる活動
・食品の安全性を確保するための行政や製造者の役割につ
いて説明できる。
・食品の安全性を確保するための個人の役割について説明
できる。

○ ○ ○ 1

定期考査

○ ○ 1

健康を支える環境づくり
【知識及び技能】
・人間の生活や産業活動は，大気汚染，水質汚濁，土壌汚染
などの自然環境汚染を引き起こし，健康に影響を及ぼしたり
被害をもたらしたりすることがあるということについて，理
解する。
・健康への影響や被害を防止するためには，汚染物質の排出
をできるだけ抑制したり，排出された汚染物質を適切に処理
したりすることなどが必要であることについて，理解する。
・健康への影響や被害を防止するために環境基本法などの法
律等が制定されており，環境基準の設定，排出物の規制，監
視体制の整備などの総合的・計画的対策が講じられているこ
とについて，理解する。
・上下水道の整備，ごみやし尿などの廃棄物を適切に処理す
る等の環境衛生活動は，自然環境や学校・地域などの社会生
活における環境，及び人々の健康を守るために行われている
ことについて，理解する。
・人々の健康を支えるためには，食品の安全性を確保するこ
とが重要であり，食品の安全性が損なわれると，健康に深刻
な被害をもたらすことがあり，食品の安全性を確保すること
は健康の保持増進にとって重要であることについて，理解す
る。
・食品の安全性を確保するために，食品衛生法などの法律等
が制定されており，様々な基準に基づいて食品衛生活動が行
われていることや，食品の製造・加工・保存・流通など，各
段階での適切な管理が重要であることについて，理解する。
・食品衛生に関わる健康被害の防止と健康の保持増進には，
適切に情報を公開，活用するなど行政・生産者・製造者・消
費者などが互いに関係を保ちながら，それぞれの役割を果た
すことが重要であることについて，理解する。
・我が国には，人々の健康を支えるための保健・医療制度が
存在し，行政及びその他の機関などから健康に関する情報，
医療の供給，医療費の保障も含めた保健・医療サービスなど
が提供されていることについて，理解する。
・健康を保持増進するためには，検診などを通して自己の健
康上の課題を的確に把握し，地域の保健所や保健センターな
どの保健機関，病院や診療所などの医療機関，及び保健・医
療サービスなどを適切に活用していくことなどが必要である
ことについて，理解する。
・医薬品は，医療用医薬品，要指導医薬品，一般用医薬品の
三つに大別され，承認制度によってその有効性や安全性が審
査されており，販売に規制が設けられていることについて，
理解する。
・疾病からの回復や悪化の防止には，個々の医薬品の特性を
理解した上で，使用法に関する注意を守り，正しく使うこと
が必要であることについて，理解する。
・我が国や世界では，健康を支えるために，健康課題に対応
して各種の保健活動や社会的対策が行われていることについ
て，理解する。
・自他の健康を保持増進するには，ヘルスプロモーションの
考え方に基づいた，健康に関する環境づくりが重要であるこ
とについて，理解する。
・一人一人が健康に関心をもち，健康を支える適切な環境づ
くりに積極的に参加していくことが必要であり，そのことが
自分を含めた世界の人々の健康の保持増進につながることに
ついて，理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
・環境と健康について，健康に関わる原則や概念を基に整理
したり，個人及び社会生活と関連付けたりして，自他や社会
の課題を発見できる。
・人間の生活や産業活動などによって引き起こされる自然環
境汚染について，事例を通して整理し，疾病等のリスクを軽
減するために，環境汚染の防止や改善の方策に応用できる。
・環境と健康について，自他や社会の課題の解決方法と，そ
れを選択した理由などを話し合ったり，ノートなどに記述し
たりして，筋道を立てて説明できる。
・食品と健康について，健康に関わる原則や概念を基に整理
したり，個人及び社会生活と関連付けたりして，自他や社会
の課題を発見できる。
・食品の安全性と食品衛生に関わる活動について，習得した
知識を自他の日常生活に適用して，健康被害の防止と健康を
保持増進するための計画が立てられる。
・食品と健康について，自他や社会の課題の解決方法と，そ
れを選択した理由などを話し合ったり，ノートなどに記述し
たりして，筋道を立てて説明できる。
・保健・医療制度及び地域の保健・医療機関について，健康
に関わる原則や概念を基に整理したり，個人及び社会生活と
関連付けたりして，自他や社会の課題を発見できる。
・医薬品の制度とその活用について，医薬品には承認制度が
あり，販売に規制が設けられていることと関連付けながら，
生活の質の向上のために利用の仕方を整理できる。
・保健・医療制度及び地域の保健・医療機関について，自他
や社会の課題の解決方法と，それを選択した理由などを話し
合ったり，ノートなどに記述したりして，筋道を立てて説明
できる。
・様々な保健活動や社会的対策について，健康に関わる原則
や概念を基に整理したり，個人及び社会生活と関連付けたり
して，自他や社会の課題を発見できる。
・地域の保健・医療機関やスポーツ施設の活用の仕方につい
て，関連した情報を整理し，生活の質の向上に向けた課題解
決に応用できる。
・様々な保健活動や社会的対策について，自他や社会の課題
の解決方法と，それを選択した理由などを話し合ったり，
ノートなどに記述したりして，筋道を立てて説明できる。
・健康に関する環境づくりと社会参加について，健康に関わ
る原則や概念を基に整理したり，個人及び社会生活と関連付
けたりして，自他や社会の課題を発見できる。
・ヘルスプロモーションの考え方に基づいた，健康に関する
環境づくりへ積極的に参加していくために，適切な情報を選
択・収集して，分析・評価し計画を立てられる。
・健康に関する環境づくりと社会参加について，自他や社会
の課題の解決方法と，それを選択した理由などを話し合った
り，ノートなどに記述したりして，筋道を立てて説明でき
る。

【学びに向かう力、人間性等】
・環境と健康について，課題の解決に向けた学習に主体的に
取り組める。
・食品と健康について，課題の解決に向けた学習に主体的に
取り組める。
・保健・医療制度及び地域の保健・医療機関について，課題
の解決に向けた学習に主体的に取り組める。
・様々な保健活動や社会的対策について，課題の解決に向け
た学習に主体的に取り組める。
・健康に関する環境づくりと社会参加について，課題の解決
に向けた学習に主体的に取り組める。

２
学
期

労働災害と健康
・労働災害の種類とその原因について例をあげて説明でき
る。
・労働災害を防止するために必要なことをあげることがで
きる。 ○ ○ ○ 1



【知識及び技能】
・人間の生活や産業活動は，大気汚染，水質汚濁，土壌汚染などの自然環境汚
染を引き起こし，健康に影響を及ぼしたり被害をもたらしたりすることがある
ということについて，理解したことを言ったり書いたりしている。
・健康への影響や被害を防止するためには，汚染物質の排出をできるだけ抑制
したり，排出された汚染物質を適切に処理したりすることなどが必要であるこ
とについて，理解したことを言ったり書いたりしている。
・健康への影響や被害を防止するために環境基本法などの法律等が制定されて
おり，環境基準の設定，排出物の規制，監視体制の整備などの総合的・計画的
対策が講じられていることについて，理解したことを言ったり書いたりしてい
る。
・上下水道の整備，ごみやし尿などの廃棄物を適切に処理する等の環境衛生活
動は，自然環境や学校・地域などの社会生活における環境，及び人々の健康を
守るために行われていることについて，理解したことを言ったり書いたりして
いる。
・人々の健康を支えるためには，食品の安全性を確保することが重要であり，
食品の安全性が損なわれると，健康に深刻な被害をもたらすことがあり，食品
の安全性を確保することは健康の保持増進にとって重要であることについて，
理解したことを言ったり書いたりしている。
・食品の安全性を確保するために，食品衛生法などの法律等が制定されてお
り，様々な基準に基づいて食品衛生活動が行われていることや，食品の製造・
加工・保存・流通など，各段階での適切な管理が重要であることについて，理
解したことを言ったり書いたりしている。
・食品衛生に関わる健康被害の防止と健康の保持増進には，適切に情報を公
開，活用するなど行政・生産者・製造者・消費者などが互いに関係を保ちなが
ら，それぞれの役割を果たすことが重要であることについて，理解したことを
言ったり書いたりしている。
・我が国には，人々の健康を支えるための保健・医療制度が存在し，行政及び
その他の機関などから健康に関する情報，医療の供給，医療費の保障も含めた
保健・医療サービスなどが提供されていることについて，理解したことを言っ
たり書いたりしている。
・健康を保持増進するためには，検診などを通して自己の健康上の課題を的確
に把握し，地域の保健所や保健センターなどの保健機関，病院や診療所などの
医療機関，及び保健・医療サービスなどを適切に活用していくことなどが必要
であることについて，理解したことを言ったり書いたりしている。
・医薬品は，医療用医薬品，要指導医薬品，一般用医薬品の三つに大別され，
承認制度によってその有効性や安全性が審査されており，販売に規制が設けら
れていることについて，理解したことを言ったり書いたりしている。
・疾病からの回復や悪化の防止には，個々の医薬品の特性を理解した上で，使
用法に関する注意を守り，正しく使うことが必要であることについて，理解し
たことを言ったり書いたりしている。
・我が国や世界では，健康を支えるために，健康課題に対応して各種の保健活
動や社会的対策が行われていることについて，理解したことを言ったり書いた
りしている。
・自他の健康を保持増進するには，ヘルスプロモーションの考え方に基づい
た，健康に関する環境づくりが重要であることについて，理解したことを言っ
たり書いたりしている。
・一人一人が健康に関心をもち，健康を支える適切な環境づくりに積極的に参
加していくことが必要であり，そのことが自分を含めた世界の人々の健康の保
持増進につながることについて，理解したことを言ったり書いたりしている。

【思考力、判断力、表現力等】
・環境と健康について，健康に関わる原則や概念を基に整理したり，個人及び
社会生活と関連付けたりして，自他や社会の課題を発見している。
・人間の生活や産業活動などによって引き起こされる自然環境汚染について，
事例を通して整理し，疾病等のリスクを軽減するために，環境汚染の防止や改
善の方策に応用している。
・環境と健康について，自他や社会の課題の解決方法と，それを選択した理由
などを話し合ったり，ノートなどに記述したりして，筋道を立てて説明してい
る。
・食品と健康について，健康に関わる原則や概念を基に整理したり，個人及び
社会生活と関連付けたりして，自他や社会の課題を発見している。
・食品の安全性と食品衛生に関わる活動について，習得した知識を自他の日常
生活に適用して，健康被害の防止と健康を保持増進するための計画を立ててい
る。
・食品と健康について，自他や社会の課題の解決方法と，それを選択した理由
などを話し合ったり，ノートなどに記述したりして，筋道を立てて説明してい
る。
・保健・医療制度及び地域の保健・医療機関について，健康に関わる原則や概
念を基に整理したり，個人及び社会生活と関連付けたりして，自他や社会の課
題を発見している。
・医薬品の制度とその活用について，医薬品には承認制度があり，販売に規制
が設けられていることと関連付けながら，生活の質の向上のために利用の仕方
を整理している。
・保健・医療制度及び地域の保健・医療機関について，自他や社会の課題の解
決方法と，それを選択した理由などを話し合ったり，ノートなどに記述したり
して，筋道を立てて説明している。
・様々な保健活動や社会的対策について，健康に関わる原則や概念を基に整理
したり，個人及び社会生活と関連付けたりして，自他や社会の課題を発見して
いる。
・地域の保健・医療機関やスポーツ施設の活用の仕方について，関連した情報
を整理し，生活の質の向上に向けた課題解決に応用している。
・様々な保健活動や社会的対策について，自他や社会の課題の解決方法と，そ
れを選択した理由などを話し合ったり，ノートなどに記述したりして，筋道を
立てて説明している。
・健康に関する環境づくりと社会参加について，健康に関わる原則や概念を基
に整理したり，個人及び社会生活と関連付けたりして，自他や社会の課題を発
見している。
・ヘルスプロモーションの考え方に基づいた，健康に関する環境づくりへ積極
的に参加していくために，適切な情報を選択・収集して，分析・評価し計画を
立てている。
・健康に関する環境づくりと社会参加について，自他や社会の課題の解決方法
と，それを選択した理由などを話し合ったり，ノートなどに記述したりして，
筋道を立てて説明している。

【学びに向かう力、人間性等】
・環境と健康について，課題の解決に向けた学習に主体的に取り組もうとして
いる。
・食品と健康について，課題の解決に向けた学習に主体的に取り組もうとして
いる。
・保健・医療制度及び地域の保健・医療機関について，課題の解決に向けた学
習に主体的に取り組もうとしている。
・様々な保健活動や社会的対策について，課題の解決に向けた学習に主体的に
取り組もうとしている。
・健康に関する環境づくりと社会参加について，課題の解決に向けた学習に主
体的に取り組もうとしている。

1

医療品の制度とその活用
・医薬品の正しい使用法について説明できる。
・医薬品の安全性を守る取り組みについて例をあげて説明
できる。

○ ○ ○ 1

３
学
期

保健サービスとその活用
・保健行政の役割について例をあげて説明できる。
・保健サービスの活用の例をあげることができる。

○ ○ ○ 1

医療サービスとその活用
・わが国における医療保険のしくみについて説明できる。
・さまざまな医療機関の役割について説明できる。

○ ○ ○

健康を支える環境づくり
【知識及び技能】
・人間の生活や産業活動は，大気汚染，水質汚濁，土壌汚染
などの自然環境汚染を引き起こし，健康に影響を及ぼしたり
被害をもたらしたりすることがあるということについて，理
解する。
・健康への影響や被害を防止するためには，汚染物質の排出
をできるだけ抑制したり，排出された汚染物質を適切に処理
したりすることなどが必要であることについて，理解する。
・健康への影響や被害を防止するために環境基本法などの法
律等が制定されており，環境基準の設定，排出物の規制，監
視体制の整備などの総合的・計画的対策が講じられているこ
とについて，理解する。
・上下水道の整備，ごみやし尿などの廃棄物を適切に処理す
る等の環境衛生活動は，自然環境や学校・地域などの社会生
活における環境，及び人々の健康を守るために行われている
ことについて，理解する。
・人々の健康を支えるためには，食品の安全性を確保するこ
とが重要であり，食品の安全性が損なわれると，健康に深刻
な被害をもたらすことがあり，食品の安全性を確保すること
は健康の保持増進にとって重要であることについて，理解す
る。
・食品の安全性を確保するために，食品衛生法などの法律等
が制定されており，様々な基準に基づいて食品衛生活動が行
われていることや，食品の製造・加工・保存・流通など，各
段階での適切な管理が重要であることについて，理解する。
・食品衛生に関わる健康被害の防止と健康の保持増進には，
適切に情報を公開，活用するなど行政・生産者・製造者・消
費者などが互いに関係を保ちながら，それぞれの役割を果た
すことが重要であることについて，理解する。
・我が国には，人々の健康を支えるための保健・医療制度が
存在し，行政及びその他の機関などから健康に関する情報，
医療の供給，医療費の保障も含めた保健・医療サービスなど
が提供されていることについて，理解する。
・健康を保持増進するためには，検診などを通して自己の健
康上の課題を的確に把握し，地域の保健所や保健センターな
どの保健機関，病院や診療所などの医療機関，及び保健・医
療サービスなどを適切に活用していくことなどが必要である
ことについて，理解する。
・医薬品は，医療用医薬品，要指導医薬品，一般用医薬品の
三つに大別され，承認制度によってその有効性や安全性が審
査されており，販売に規制が設けられていることについて，
理解する。
・疾病からの回復や悪化の防止には，個々の医薬品の特性を
理解した上で，使用法に関する注意を守り，正しく使うこと
が必要であることについて，理解する。
・我が国や世界では，健康を支えるために，健康課題に対応
して各種の保健活動や社会的対策が行われていることについ
て，理解する。
・自他の健康を保持増進するには，ヘルスプロモーションの
考え方に基づいた，健康に関する環境づくりが重要であるこ
とについて，理解する。
・一人一人が健康に関心をもち，健康を支える適切な環境づ
くりに積極的に参加していくことが必要であり，そのことが
自分を含めた世界の人々の健康の保持増進につながることに
ついて，理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
・環境と健康について，健康に関わる原則や概念を基に整理
したり，個人及び社会生活と関連付けたりして，自他や社会
の課題を発見できる。
・人間の生活や産業活動などによって引き起こされる自然環
境汚染について，事例を通して整理し，疾病等のリスクを軽
減するために，環境汚染の防止や改善の方策に応用できる。
・環境と健康について，自他や社会の課題の解決方法と，そ
れを選択した理由などを話し合ったり，ノートなどに記述し
たりして，筋道を立てて説明できる。
・食品と健康について，健康に関わる原則や概念を基に整理
したり，個人及び社会生活と関連付けたりして，自他や社会
の課題を発見できる。
・食品の安全性と食品衛生に関わる活動について，習得した
知識を自他の日常生活に適用して，健康被害の防止と健康を
保持増進するための計画が立てられる。
・食品と健康について，自他や社会の課題の解決方法と，そ
れを選択した理由などを話し合ったり，ノートなどに記述し
たりして，筋道を立てて説明できる。
・保健・医療制度及び地域の保健・医療機関について，健康
に関わる原則や概念を基に整理したり，個人及び社会生活と
関連付けたりして，自他や社会の課題を発見できる。
・医薬品の制度とその活用について，医薬品には承認制度が
あり，販売に規制が設けられていることと関連付けながら，
生活の質の向上のために利用の仕方を整理できる。
・保健・医療制度及び地域の保健・医療機関について，自他
や社会の課題の解決方法と，それを選択した理由などを話し
合ったり，ノートなどに記述したりして，筋道を立てて説明
できる。
・様々な保健活動や社会的対策について，健康に関わる原則
や概念を基に整理したり，個人及び社会生活と関連付けたり
して，自他や社会の課題を発見できる。
・地域の保健・医療機関やスポーツ施設の活用の仕方につい
て，関連した情報を整理し，生活の質の向上に向けた課題解
決に応用できる。
・様々な保健活動や社会的対策について，自他や社会の課題
の解決方法と，それを選択した理由などを話し合ったり，
ノートなどに記述したりして，筋道を立てて説明できる。
・健康に関する環境づくりと社会参加について，健康に関わ
る原則や概念を基に整理したり，個人及び社会生活と関連付
けたりして，自他や社会の課題を発見できる。
・ヘルスプロモーションの考え方に基づいた，健康に関する
環境づくりへ積極的に参加していくために，適切な情報を選
択・収集して，分析・評価し計画を立てられる。
・健康に関する環境づくりと社会参加について，自他や社会
の課題の解決方法と，それを選択した理由などを話し合った
り，ノートなどに記述したりして，筋道を立てて説明でき
る。

【学びに向かう力、人間性等】
・環境と健康について，課題の解決に向けた学習に主体的に
取り組める。
・食品と健康について，課題の解決に向けた学習に主体的に
取り組める。
・保健・医療制度及び地域の保健・医療機関について，課題
の解決に向けた学習に主体的に取り組める。
・様々な保健活動や社会的対策について，課題の解決に向け
た学習に主体的に取り組める。
・健康に関する環境づくりと社会参加について，課題の解決
に向けた学習に主体的に取り組める。

24

定期考査

○ ○ 1

合計

さまざまな保健活動や社会的対策
・国際機関・民間機関などの保健活動について例をあげて
説明できる。
・行政機関による社会的対策について例をあげて説明でき
る。 ○ ○ ○ 1

健康に関する環境づくりと社会参加
・健康の保持増進のための環境づくりについて説明でき
る。
・環境づくりへの主体的な参加が自他の健康づくりにつな
がることを説明できる。

○ ○ ○ 1



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：諫見のり子 児玉葉子

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

歌 器 創

音楽を形作っている要素や要素同士の関連を知覚し、それらの働きを感受しながら、知覚したことと感受し
たこととの関りについて考え、どのように表すかについて表現意図をもったり、音楽を評価しながらよさや
美しさを味わって聴くことができる。

芸術 音楽Ⅱ
芸術 音楽Ⅱ 2

MOUSA２　（教芸　音Ⅰ702）

芸術 音楽

【 知　識　及　び　技　能 】
創意工夫等を生かした音楽表現をするために必要な技能を身に付け、歌唱、器楽、創作、などで表現するこ
とができる。
曲想と音楽の構造や文化的・歴史的背景などとの関わり及び音楽の多様性等について理解する。

鑑
賞

評価規準

音や音楽、音楽文化と豊かに関わり主体的・協働的に表現及び鑑賞の学習活動に取り組むことができる。

音楽Ⅱ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

創意工夫等を生かした音楽表現をするために必
要な技能を身に付け、歌唱、器楽、創作、など
で表現することができる。
曲想と音楽の構造や文化的・歴史的背景などと
の関わり及び音楽の多様性等について理解を深
める。

個性豊かに音楽表現を創意工夫することや、音
楽を評価しながらよさや美しさを深く味わって
聴くことができるようにする。

主体的・協働的に音楽の諸活動に取り組み、音
楽を愛好する心情を育むとともに、感性を高
め、音楽文化に親しみ、音楽によって生活や社
会を明るく豊かなものにしていく態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

１
学
期

A 鑑賞「サウンドオブミュージッ
ク」
【知識及び技能】
①ミュージカルについての知識を学
び、その歴史や特徴を理解する。
②音楽の特徴と文化的・歴史的背景
との関わり、及び様々な歌唱表現や
器楽表現の特徴について理解してい
る。

【思考力、判断力、表現力等】
①音楽と映像の結びつきや、音楽に
よって映画の場面や登場人物の心情
がどのように表現されているかにつ
いて考えながら、ミュージカルの魅
力を味わう。
②音色、リズム、テクスチュアを知
覚し、それらの働きを感受しなが
ら、知覚したことや感受したことを
考える。
③曲や演奏に対する評価とその根拠
について考え、音楽の良さや美しさ
を自ら味わって聴く。
【学びに向かう力、人間性等】
①曲想や表現上の効果と音楽の構造
の関り、及び音楽の特徴と文化的・
歴史的背景について関心をもち、主
体的、協働的に鑑賞の学習活動に取
り組む。

・ミュージカルの歴史
・ミュージカルの特徴
・ミュージカルの代表作
・「サウンドオブミュージック」
の時代背景と
・鑑賞「サウンドオブミュージッ
ク」
・鑑賞ワークシート
　（穴埋め、感想等）
・鑑賞テスト

○ 6

知 思 態

配
当
時
数

〇

○

【知識・技能】
①ミュージカルについての知識を学び、その
歴史や特徴を理解している。
②音楽の特徴と文化的・歴史的背景との関わ
り、及び様々な歌唱表現や器楽表現の特徴に
ついて理解している。
【思考・判断・表現】
①音楽と映像の結びつきや、音楽によって映
画の場面や登場人物の心情がどのように表現
されているかについて考えながら、ミュージ
カルの魅力を味わっている。
②音色、リズム、テクスチュアを知覚し、そ
れらの働きを感受ている。
③曲や演奏に対する評価とその根拠について
考え、音楽の良さや美しさを自ら味わって聴
いている。

【主体的に学習に取り組む態度】
①曲想や表現上の効果と音楽の構造の関り、
及び音楽の特徴と文化的・歴史的背景につい
て関心をもち、主体的、協働的に鑑賞の学習
活動に取り組もうとしている。

○ ○

B ピアノ
【知識及び技能】
①ピアノの奏法について理解する。
②創意工夫を生かした器楽表現をす
るために必要な、曲にふさわしい奏
法等の技能を身に付け、器楽で表現
することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
①音色、リズム、旋律、強弱等を知
覚し、それらの働きを感受しなが
ら、どのように表現するかについて
表現意図をもち、表現することがで
きる。
【学びに向かう力、人間性等】
①ピアノやピアノ音楽に関心をも
ち、主体的協働的に器楽の学習活動
に取り組む。

・ピアノの基本的な奏法
・音階練習
・指の練習
・「喜びの歌」練習
・「メヌエット」練習
・実技テスト

〇

【知識・技能】
①ピアノの奏法について理解している。
②創意工夫を生かした器楽表現をするために
必要な、曲にふさわしい奏法等の技能を身に
付け、器楽で表現することができている。
【思考力、判断力、表現力等】
①音色、リズム、旋律、強弱等を知覚し、そ
れらの働きを感受しながら、どのように表現
するかている。
【学びに向かう力、人間性等】
①ピアノやピアノ音楽に関心をもち、主体的
協働的に器楽の学習活動に取り組もうとして
いる。

〇 〇 〇 20

12〇

【知識・技能】
①ミュージカルについての知識を学び、その
歴史や特徴を理解している。
②音楽の特徴と文化的・歴史的背景との関わ
り、及び様々な歌唱表現や器楽表現の特徴に
ついて理解している。
③創意工夫を生かした歌唱表現をするために
必要な、発声、言葉の発音、身体の使い方等
の技能を身に付けている。
【思考・判断・表現】
①音楽と映像の結びつきや、音楽によって映
画の場面や登場人物の心情がどのように表現
されているかについて考えながら、ミュージ
カルの魅力を味わっている。
②音色、リズム、テクスチュアを知覚し、そ
れらの働きを感受しながら、知覚したことや
感受したことを考えている。
③曲や演奏に対する評価とその根拠について
考え、音楽の良さや美しさを自ら味わって聴
いている。
④どのように演奏するのかについて、表現意
図をもち、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
①「ウエスト　サイド　ストーリー」に描か
れている社会問題や登場人物の心情に関心を
もっている。
②主体的・協働的に歌唱や鑑賞の学習活動に
取り組もうとしている。

〇 〇 〇

A 鑑賞「ウエストサイドストー
リー」
　歌唱「Tonight」
【知識及び技能】
①ミュージカルについての知識を学
び、その歴史や特徴を理解する。
②音楽の特徴と文化的・歴史的背景
との関わり、及び様々な歌唱表現や
器楽表現の特徴について理解してい
る。
③創意工夫を生かした歌唱表現をす
るために必要な、発声、言葉の発
音、身体の使い方等の技能を身に付
け、表現することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
①音楽と映像の結びつきや、音楽に
よって映画の場面や登場人物の心情
がどのように表現されているかにつ
いて考えながら、ミュージカルの魅
力を味わう。
②音色、リズム、テクスチュアを知
覚し、それらの働きを感受しなが
ら、知覚したことや感受したことを
考える。
③曲や演奏に対する評価とその根拠
について考え、音楽の良さや美しさ
を自ら味わって聴く。
④どのように演奏するのかについ
て、表現意図をもち、表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
①「ウエスト　サイド　ストー
リー」に描かれている社会問題や登

・ミュージカルの歴史
・ミュージカルの特徴
・ミュージカルの代表作
・「ウエスト　サイド　ストー
リー」の時代背景と社会問題
・鑑賞「ウエストサイドストー
リー」
・歌唱「Tonight」
・英語の読み
・英語の意味
・発声練習
・歌唱練習
・音楽用語（表現・強弱等）
・歌唱テスト

〇



12

B ピアノ
【知識及び技能】
①ピアノの奏法について理解する。
②創意工夫を生かした器楽表現をす
るために必要な、曲にふさわしい奏
法等の技能を身に付け、器楽で表現
することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
①音色、リズム、旋律、強弱等を知
覚し、それらの働きを感受しなが
ら、どのように表現するかについて
表現意図をもち、表現することがで
きる。
【学びに向かう力、人間性等】
①ピアノやピアノ音楽に関心をも
ち、主体的協働的に器楽の学習活動
に取り組む。

・ピアノの基本的な奏法
・音階練習
・指の練習
・「エリーゼのために」
・右手練習、左手練習、両手練習
・実技テスト

〇 〇

【知識・技能】
①ピアノの奏法について理解している。
②創意工夫を生かした器楽表現をするために
必要な、曲にふさわしい奏法等の技能を身に
付け、器楽で表現することができている。
【思考力、判断力、表現力等】
①音色、リズム、旋律、強弱等を知覚し、そ
れらの働きを感受しながら、どのように表現
するかについて表現意図をもち、表現するこ
とができている。
【学びに向かう力、人間性等】
①ピアノやピアノ音楽に関心をもち、主体的
協働的に器楽の学習活動に取り組もうとして
いる。

〇 〇

〇

【知識・技能】
①ミュージカルについての知識を学び、その
歴史や特徴を理解している。
②音楽の特徴と文化的・歴史的背景との関わ
り、及び様々な歌唱表現や器楽表現の特徴に
ついて理解している。
③創意工夫を生かした歌唱表現をするために
必要な、発声、言葉の発音、身体の使い方等
の技能を身に付けている。
【思考・判断・表現】
①音楽と映像の結びつきや、音楽によって映
画の場面や登場人物の心情がどのように表現
されているかについて考えながら、ミュージ
カルの魅力を味わっている。
②音色、リズム、テクスチュアを知覚し、そ
れらの働きを感受しながら、知覚したことや
感受したことを考えている。
③曲や演奏に対する評価とその根拠について
考え、音楽の良さや美しさを自ら味わって聴
いている。
④どのように演奏するのかについて、表現意
図をもち、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
①「ウエスト　サイド　ストーリー」に描か
れている社会問題や登場人物の心情に関心を
もっている。
②主体的・協働的に歌唱や鑑賞の学習活動に
取り組もうとしている。

〇 〇 〇

〇 14

３
学
期

A ミュージックベル
【知識及び技能】
①ミュージックベルの構造や奏法に
ついて理解することができる。
②創意工夫を生かした器楽表現をす
るために必要な、曲にふさわしい奏
法等の技能を身に付け、器楽で表現
することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
①音色、リズム、旋律、強弱等を知
覚し、それらの働きを感受しなが
ら、知覚したことと感受したことと
の関りについて考え、どのように表
現するかについて表現意図をもち、
表現することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
①ミュージックベルやミュージック
ベル音楽に関心をもち、主体的協働
的に取り組む。
②アンサンブルの演奏をすることに
関心をもち、主体的・協働的に器楽
の活動に取り組む。

・ミュージックベルの基本的な奏
法
・英語音名、イタリア語音名
・グループ決め、担当決め
・ミュージックベル用楽譜作り
・グループ練習
・グループ発表・鑑賞

〇 〇

【知識及び技能】
①ミュージックベルの構造や奏法について理
解している。
②創意工夫を生かした器楽表現をするために
必要な、曲にふさわしい奏法等の技能を身に
付け、器楽で表現することができている。
【思考力、判断力、表現力等】
①音色、リズム、旋律、強弱等を知覚し、そ
れらの働きを感受しながら、知覚したことと
感受したこととの関りについて考え、どのよ
うに表現するかについて表現意図をもち、表
現することができている。
【学びに向かう力、人間性等】
①ミュージックベルやミュージックベル音楽
に関心をもち、主体的協働的に取り組もうと
している。
②アンサンブルの演奏をすることに関心をも
ち、主体的・協働的に器楽の活動に取り組も
うとしている。

A 鑑賞「ウエストサイドストー
リー」
　歌唱「Tonight」
【知識及び技能】
①ミュージカルについての知識を学
び、その歴史や特徴を理解する。
②音楽の特徴と文化的・歴史的背景
との関わり、及び様々な歌唱表現や
器楽表現の特徴について理解してい
る。
③創意工夫を生かした歌唱表現をす
るために必要な、発声、言葉の発
音、身体の使い方等の技能を身に付
け、表現することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
①音楽と映像の結びつきや、音楽に
よって映画の場面や登場人物の心情
がどのように表現されているかにつ
いて考えながら、ミュージカルの魅
力を味わう。
②音色、リズム、テクスチュアを知
覚し、それらの働きを感受しなが
ら、知覚したことや感受したことを
考える。
③曲や演奏に対する評価とその根拠
について考え、音楽の良さや美しさ
を自ら味わって聴く。
④どのように演奏するのかについ
て、表現意図をもち、表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
①「ウエスト　サイド　ストー
リー」に描かれている社会問題や登

・ミュージカルの歴史
・ミュージカルの特徴
・ミュージカルの代表作
・「ウエスト　サイド　ストー
リー」の時代背景と社会問題
・鑑賞「ウエストサイドストー
リー」
・歌唱「Tonight」
・英語の読み
・英語の意味
・発声練習
・歌唱練習
・音楽用語（表現・強弱等）
・歌唱テスト

〇

〇 〇 〇 8

B　合唱「ぼくはぼく」
【知識及び技能】
①曲想や歌詞の内容や表現上の効果
の関りについて、及び様々な表現形
態による歌唱表現の特徴について理
解する。
②創意工夫を生かした歌唱表現をす
るために必要な発声、言葉の発音、
身体の使い方等の技能を身に付け、
歌唱で表す。
【思考力、判断力、表現力等】
①音色・旋律・テクスチュアを知覚
し、それらの働きを感受しながら、
知覚したことと感受したこととの関
りについて考える。
②どのように歌うかについて表現意
図をもつ。
【学びに向かう力、人間性等】
①正しい発声方法を身に付けて表現
を創意工夫することに関心をもち、
主体的・協働的に歌唱の学習活動に
取り組む。
②歌詞の内容と作詞者・作曲者の思
いに関心をもつ。

・発声練習
・参考音源鑑賞
・各パート音取り
・パート練習
・合唱
・歌詞の意味
・表現の工夫

〇

【知識・技能】
①曲想や歌詞の内容や表現上の効果の関りに
ついて、及び様々な表現形態による歌唱表現
の特徴について理解している。
②創意工夫を生かした歌唱表現をするために
必要な発声、言葉の発音、身体の使い方等の
技能を身に付け、歌唱で表すことができる。
【思考・判断・表現】
①音色・旋律・テクスチュアを知覚し、それ
らの働きを感受しながら、知覚したことと感
受したこととの関りについて考えている。
②どのように歌うかについて表現意図をもっ
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】
①正しい発声方法を身に付けて表現を創意工
夫することに関心をもち、主体的・協働的に
歌唱の学習活動に取り組もうとしている。
②歌詞の内容と作詞者・作曲者の思いに関心
をもっている。

〇 〇 〇 10



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 組～ 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

（　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　）

0 0

0

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

0

【 知　識　及　び　技　能 】

態
配当
時数

１
学
期

A 単元
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】 ○ ○ ○ 5

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

8

定期考査 ○ ○ 1

B 単元
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】
○ ○ ○

8

D 単元
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】
○ ○ ○ 7

C 単元
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　
【思考・判断・表現】

【主体的に学習に取り組む態度】
○ ○ ○

1

２
学
期

定期考査
○ ○

３
学
期

30

合計



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

絵
・
彫

デ 映

・デザイン（オリジナリティーと表現力）
・糸鋸技術
・フィニッシュ
・授業に主体的に参加し、集中して制作して
いるか。

○ ○ ○ 28

２
学
期

A 単元　木のパズル
【知識及び技能】
糸鋸の特徴と使用方法を理解し、安
全かつ自在に使用できる。
【思考力、判断力、表現力等】
パズルの用途を踏まえ、魅力的かつ
オリジナリティーのあるデザインを
考えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
授業に主体的に参加し、粘り強く課
題に取り組む。

・パズル制作の条件
・パズルのアイデアスケッチ
・糸鋸の安全かつ効果的な使い方
・やすりがけ
・彩色

○

・素材（写真）が課題の目的に合致している
か。　　・１年時に学んだデッサンの技術と
見方を応用できているか。
・形体表現
・明暗表現
・細密描写
・授業に主体的に参加し、集中して制作して
いるか。

○ ○ ○ 26

知 思 態

配
当
時
数

１
学
期

A 単元　顔を描く～スーパーリアリ
ズムに挑戦～
【知識及び技能】
著作権と肖像権について十分に理解
した上で、題材（写真）を選ぶこと
ができる。１年次に学んだデッサン
を応用し、リアルな描写ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
細密描写、立体表現さらには写真の
特徴を活かした題材（写真）を用意
できる。
【学びに向かう力、人間性等】
授業に主体的に参加し、粘り強く課
題に取り組む。

・スーパーリアリズムの作品鑑賞
・肖像権と著作権について
・転写技法
・目、鼻、口などの形の特徴と描
き方　　・ハッチング
・トーン表現

〇

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

評価規準

美術Ⅱ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

１年次に学んだデッサンの見方と技術を基礎と
して、細密デッサンの技法を学ぶ。糸鋸を自在
かつ安全に使用する。美術作品の調査方法とレ
ポートの書き方、プレゼンテーション能力の向
上を目指す。

与えられた課題に対して、学んだ知識と技術を
基に、考えを深め、美的且つ効果的に工夫して
表現することができる。美術史上の作品を調査
し、作品を通じて考えたことや感じたことをレ
ポートと発表で表現できるようにする。

主体的に授業に取り組み、美術の授業を通して
他者と自己の違いや互いの長所を認め合うとと
もに、粘り強く課題に取り組むことができる。

高校生の美術１　日本文教出版

芸術

【 知　識　及　び　技　能 】美術の基礎的な知識・技術を学び、作品の制作に生かすとともに、芸術文化への理解を深める。

課題についての考えを深めてテーマや素材を選び、美的且つ効果的に表現できる。

芸術を通して他者と自己の違いや互いの長所を認め合うとともに、粘り強く課題に取り組むことができる。

（１・２組：武藤） （３組：武藤） （４・５組：武藤） （６・７組：関﨑） （　組：　　　　） （　組：　　　　）

芸術 美術Ⅱ
芸術 美術Ⅱ 2



合
計

70

〇 〇 〇 16

３
学
期

A 単元　西洋美術史
【知識及び技能】
作品についての調査方法を知り、必
要な事項を調査することができる。
作品について学んだことを、第三者
に分かりやすく伝えることができ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
作品の調査を通じて得た自分の考え
を美的かつ分かりやすくレポートに
まとめることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
授業に主体的に参加し、粘り強く課
題に取り組む。

・作品を調査する際のポイント
・発表方法
・レポートの書き方
・生徒により発表された作品につ
いてのまとめと補足

〇

・発表において、他の生徒に対して、大きな
声で分かりやすく伝えることが出来たか。
・発表において、作品を知るうえで、他の生
徒に伝えるべきことを的確に伝えられたか。
・レポートでは、作品の調査を通じて得た自
分の考えを根拠を上げて述べているか。



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 単位数： 単位
対象学年組：第 2 学年 6 組
教科担当者：+B4B5:AC5
使用教科書： （
教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

漢仮 漢 仮

篠崎 芸術
芸術 書道Ⅰ

伝達手段としての漢字の成立を理解し、漢字仮名交じり書の成立、その背景にある歴史に関心を持ち、主体的に書道
の幅広い創作の学習活動に取り組む。

（１組：小西優輝） （２組：小西優輝） （３組：小西優輝） （４組：小西優輝） （５組：小西優輝）（６組：小西優輝）
光村図書　書Ⅱ

芸術

【 知　識　及　び　技　能 】
書の伝統と文化、漢字の変遷、各書体に特有の表現方法について
理解する。

古典、古筆・刻印等の鑑賞を通して、書のよさや美しさを味わって捉える。

鑑賞 評価規準

書道Ⅰ
【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

・知識
［表現］書体や書風と用筆・運筆との歴史的な関わりについて理解す
る。
［鑑賞］線質、字形、構成法の要素と表現効果や風趣との関わり、日本
及び中国等の文字と書の伝統と文化について理解する。
・技能
古典・古筆・刻印等に基づく応用的な用筆・運筆の技能、線質、字形や
構成を生かした表現を身につける。

［表現］書風に即した用筆・運筆、字形、全体の
構成について構想し工夫する。
［鑑賞］古典・古筆・刻印等の価値とその根拠に
ついて考え、書のよさや美しさを味わって捉え
る。

［表現］主体的に書道の幅広い表現の学習活動に取り組
む。
［鑑賞］主体的に書道の幅広い鑑賞の学習活動に取り組
む。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
表現

１

学

期

〇単元　漢字の書
【知識及び技能】
　・知識
［表現］古典の書体や書風と用筆・運筆との
関わりについて理解させる。
［鑑賞］線質、字形、構成法の要素と表現効
果や風趣との関わり、中国の文字変遷と書の
伝統と文化について理解させる。
・技能
古典に基づく基本的な用筆・運筆の技能、線
質、字形や構成を生かした表現を身につけさ
せる。
【思考力、判断力、表現力等】
［表現］古典の書体や書風に即した用筆・運
筆、字形、全体の構成について構想し工夫さ
せる。
［鑑賞］古典の価値とその根拠について考
え、書のよさや美しさを味わって捉えさせ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
［表現］主体的に漢字の書の幅広い表現の学
習活動に取り組ませる。
［鑑賞］主体的に漢字の書の幅広い鑑賞の学
習活動に取り組ませる。

・指導事項
［楷書］
甲骨文字
泰山刻石
石鼓文
呉昌碩
小篆
清朝篆書作品

上記古典を学び、様々な
書体・書風、表現を学ば
せる。

・教材
光村図書　書Ⅱ

〇 16

知 思 態 配当時数

○

【知識及び技能】
・知識
［表現］古典の書体や
書風と用筆・運筆との
関わりについて理解し
ている。
［鑑賞］線質、字形、
構成法の要素と表現効
果や風趣との関わり、
日本及び中国等の文字
と書の伝統と文化につ
いて理解している。
・技能
古典に基づく基本的な
用筆・運筆の技能、線
質、字形や構成を生か
した表現を身につけて
いる。
【思考力、判断力、表
現力等】
［表現］古典の書体や
書風に即した用筆・運
筆、字形、全体の構成
について構想し工夫し
ている。
［鑑賞］古典の価値と
その根拠について考
え、書のよさや美しさ
を味わって捉えてい
る。
【学びに向かう力、人
間性等】
［表現］主体的に漢字
の書の幅広い表現の学
習活動に取り組もうと
している。
［鑑賞］主体的に漢字
の書の幅広い鑑賞の学
習活動に取り組もうと
している。

○ ○ ○

20

２

学

期

〇単元　漢字の書
【知識及び技能】
　・知識
［表現］古典の書体や書風と用筆・運筆との
関わりについて理解している。
［鑑賞］線質、字形、構成法の要素と表現効
果や風趣との関わり、日本及び中国等の文字
と書の伝統と文化について理解している。
・技能
古典に基づく基本的な用筆・運筆の技能、線
質、字形や構成を生かした表現を身につけて
いる。
【思考力、判断力、表現力等】
［表現］古典の書体や書風に即した用筆・運
筆、字形、全体の構成について構想し工夫し
ている。
［鑑賞］古典の価値とその根拠について考
え、書のよさや美しさを味わって捉えてい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
［表現］主体的に漢字の書の幅広い表現の学
習活動に取り組もうとしている。
［鑑賞］主体的に漢字の書の幅広い鑑賞の学
習活動に取り組もうとしている。

・指導事項
［隷書］
木簡
開通刻石
石門銘
乙瑛碑
［草書］
書譜
十七帖
［楷書］
六朝楷書
張猛龍碑
［行書］
集字聖教序
温泉銘

上記古典を学び、様々な
書体・書風、表現を学ば
せる。

［創作］
これまで学んだ書体・書
風を生かし、生徒各自が
選んだ詩文を半切形式に
作品化させる。また様々
な創作例を鑑賞し、作品
に応用させる。

・教材
光村図書　書Ⅱ

〇

〇単元　篆刻
【知識及び技能】
・知識
［表現］刻法、用筆・運刀との関わりについ
て理解させる。
［鑑賞］線質、字形、構成法の要素と表現効
果や風趣との関わり、篆書特有の文字構造に
ついて理解させる。
・技能
清朝篆刻家（趙子謙）の基本的な用筆・運筆
の技能、線質、字形や構成を生かした表現を
身につけさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
［表現］刻風に即した用筆・運筆、字形、全
体の構成について構想し工夫させる。
［鑑賞］刻印の価値とその根拠について考
え、書のよさや美しさを味わって捉えさせ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
［表現］主体的に篆刻の書の幅広い表現の学
習活動に取り組ませる。
［鑑賞］主体的に篆刻の書の幅広い鑑賞の学
習活動に取り組ませる。

・指導事項
篆刻作品
姓名印

・教材
光村図書　書Ⅱ

〇

【知識及び技能】
・知識
［表現］古典の書体や
書風と用筆・運筆との
関わりについて理解し
ている。
［鑑賞］線質、字形、
構成法の要素と表現効
果や風趣との関わり、
日本及び中国等の文字
と書の伝統と文化につ
いて理解している。
・技能
古典に基づく基本的な
用筆・運筆の技能、線
質、字形や構成を生か
した表現を身につけて
いる。
【思考力、判断力、表
現力等】
［表現］古典の書体や
書風に即した用筆・運
筆、字形、全体の構成
について構想し工夫し
ている。
［鑑賞］古典の価値と
その根拠について考
え、書のよさや美しさ
を味わって捉えてい
る。
【学びに向かう力、人
間性等】
［表現］主体的に漢字
の書の幅広い表現の学
習活動に取り組もうと
している。
［鑑賞］主体的に漢字
の書の幅広い鑑賞の学
習活動に取り組もうと
している。

〇 〇 〇

6〇 〇

【知識及び技能】
・知識
［表現］刻線・線質や
書風、用筆・運刀との
関わりについて理解し
ている。
［鑑賞］線質、字形、
構成法の要素と表現効
果や風趣との関わり、
篆刻の伝統と文化につ
いて理解している。
・技能
篆刻作品に基づく基本
的な用筆・運筆の技
能、線質、字形や構成
を生かした表現を身に
つけている。
【思考力、判断力、表
現力等】
［表現］姓名印の書風
に即した用筆・運筆、
字形、全体の構成につ
いて構想し工夫してい
る。
［鑑賞］清朝篆刻作品
の価値とその根拠につ
いて考え、書のよさや
美しさを味わって捉え
ている。
【学びに向かう力、人
間性等】
［表現］主体的に仮名
の書の幅広い表現の学
習活動に取り組もうと
している。
［鑑賞］主体的に仮名
の書の幅広い鑑賞の学
習活動に取り組もうと
している。

〇 〇 〇



３

学

期

〇単元　仮名の書
【知識及び技能】
・知識
［表現］線質や書風、用筆・運筆との関わり
について理解させる。
［鑑賞］線質、字形、構成法の要素と表現効
果や風趣との関わり、日本の文字と書の伝統
と文化について理解させる。
・技能
仮名の古筆に基づく基本的な用筆・運筆の技
能、線質、字形や構成を生かした表現を身に
つけさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
［表現］仮名の古筆や書風に即した用筆・運
筆、字形、全体の構成について構想し工夫さ
せる。
［鑑賞］仮名の古筆の価値とその根拠につい
て考え、書のよさや美しさを味わって捉えさ
せる。
【学びに向かう力、人間性等】
［表現］主体的に仮名の書の幅広い表現の学
習活動に取り組ませる。
［鑑賞］主体的に仮名の書の幅広い鑑賞の学
習活動に取り組ませる。

・指導事項
仮名の成立と種類につい
ての説明。時代背景等、
特徴的な筆遣いを理解さ
せる。仮名の基本的な筆
遣い（横の線、縦の線、
転折、円運動、結びな
ど）を指導。
平仮名・変体仮名の指
導。
寸松庵色紙
高野切第一種
升色紙

上記古典を学び、様々な
書風、表現を学ばせる。

［創作］
これまで学んだ仮名の書
風を生かし、生徒各自が
選んだ和歌を作品化させ
る。また様々な創作例を
鑑賞し、作品に応用させ
る。

・教材
光村図書　書Ⅰ

〇 〇

【知識及び技能】
・知識
［表現］線質や書風、
用筆・運筆との関わり
について理解してい
る。
［鑑賞］線質、字形、
構成法の要素と表現効
果や風趣との関わり、
日本の文字と書の伝統
と文化について理解し
ている。
・技能
仮名の古筆に基づく基
本的な用筆・運筆の技
能、線質、字形や構成
を生かした表現を身に
つけている。
【思考力、判断力、表
現力等】
［表現］仮名の古筆や
書風に即した用筆・運
筆、字形、全体の構成
について構想し工夫し
ている。
［鑑賞］仮名の古筆の
価値とその根拠につい
て考え、書のよさや美
しさを味わって捉えて
いる。
【学びに向かう力、人
間性等】
［表現］主体的に仮名
の書の幅広い表現の学
習活動に取り組もうと
している。
［鑑賞］主体的に仮名
の書の幅広い鑑賞の学

〇 〇 〇 14

〇単元　漢字仮名交じりの書
【知識及び技能】
・知識
［表現］用具・用材の特徴と表現効果との関
わり、名筆や現代の書の表現と用筆・運筆と
の関わりについて理解させる。
［鑑賞］線質、字形、構成法の要素と表現効
果や風趣との関わり、漢字仮名交じりの書の
成立について理解させる。
・技能
目的や用途に即した効果的な表現、漢字と仮
名の調和した線質による表現の技能を身につ
けさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
［表現］漢字と仮名の調和した字形、文字の
大きさ、全体の構成、目的や用途に即した表
現形式、意図に基づいた表現、名筆を活かし
た表現や現代に生きる表現について構想し工
夫させる。
［鑑賞］創造された作品の価値とその根拠、
生活や社会における書の効用について考え、
書のよさや美しさを味わって捉えさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
［表現］主体的に漢字仮名交じりの書の幅広
い表現の学習活動に取り組ませる。
［鑑賞］主体的に漢字仮名交じりの書の幅広
い鑑賞の学習活動に取り組ませる。

・指導事項
漢字仮名交じりの書の特
徴、歴史について指導。
漢字と仮名の調和や自由
な紙面構成（全紙程度）
などの表現の特徴を理解
させる。また用具・用材
（筆の毛質）の違いによ
る表現の違いも理解させ
る。
創作を通して、作品制作
の楽しさ、難しさ、表現
の多様さを感じさせる。
心に響く言葉、好きな言
葉を素材に作品制作させ
る。
作品鑑賞会により、生徒
相互の意見を述べさせ、
評価させる。

〇 〇

【知識及び技能】
・知識
［表現］用具・用材の
特徴と表現効果との関
わり、名筆や現代の書
の表現と用筆・運筆と
の関わりについて理解
している。
［鑑賞］線質、字形、
構成法の要素と表現効
果や風趣との関わり、
漢字仮名交じりの書の
成立について理解して
いる。
・技能
目的や用途に即した効
果的な表現、漢字と仮
名の調和した線質によ
る表現の技能を身につ
けている。
【思考力、判断力、表
現力等】
［表現］漢字と仮名の
調和した字形、文字の
大きさ、全体の構成、
目的や用途に即した表
現形式、意図に基づい
た表現、名筆を活かし
た表現や現代に生きる
表現について構想し工
夫している。
［鑑賞］創造された作
品の価値とその根拠、
生活や社会における書
の効用について考え、
書のよさや美しさを味
わって捉えている。
【学びに向かう力、人
間性等】
［表現］主体的に漢字

〇 〇 〇

6
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年間授業計画

高等学校 令和５年度　 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[

や

]

話

[

発

]

書

外国語（英語） 英語コミュニケーションⅡ

外国語（英語） 英語コミュニケーションⅡ 4

Power On English Communication　Ⅱ

外国語（英語）

【 知　識　及　び　技　能 】外国語の技能（四技能）について，実際のコミュニケーションにおいて活用できる知識・技能を身に付ける。

場面・目的・状況等に応じて，日常的や社会的な話題について，情報や考えなどを外国語で的確に理解したり適切に伝え合ったりできる。

外国語で聞いたり読んだりしたことを活用して，自分の意見や考えなどを話したり書いたりして表現できる。

（1,4,6組：清水敏）（2,3,5,7組：疋田）（L3,5組：清水敏） （L2,3,5,6,7組：狩俣） （L1,4,7組：野村）（L1,2,4,6組：疋田）

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

領域

評価規準 知

英語コミュニケーションⅡ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】
日常的・社会的な話題について，必要な情報を聞き取り，
話の展開や話し手の意図を把握したり，概要や要点，詳細
を目的に応じて捉えたりすることができる。

多様な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを論
理性に注意して複数の文で話して伝えることができる。

日常的・社会的な話題について，必要な情報を聞き取り，
話の展開や話し手の意図を把握したり，概要や要点，詳細
を目的に応じて捉え、情報や考え，気持ちなどを論理性に
注意して複数の文で話して伝えようとしている。

○

［知識・技能］助動詞＋動詞の原形，受け身，S
＋V［be 動詞以外］＋Cを用いた文の形・意味・
用法を理解している。
日本や海外でのストリートピアノと人々・社会
とのかかわりについて，また，ストリートピア
ノがどのような経緯で設置されたたかについ
て，多様な語句や文を用いて，情報や自分の考
えなどを話したり書いたりして伝える技能を身
に付けている。
［思考・判断・表現］日本や海外でのストリー
トピアノと人々・社会とのかかわりについて，
また，ストリートピアノがどのような経緯で設
置されたかについて，情報や自分の考えなどを
話したり書いたりして伝えている。
［主体的］日本や海外でのストリートピアノと
人々・社会とのかかわりについて，また，スト
リートピアノがどのような経緯で設置されたか
について，情報や自分の考えなどを話したり書
いたりして伝えようとしている。

○ ○ ○ 10

思 態

配
当
時
数

○

［知識・技能］S＋V＋O＋C［形容詞］，S＋V
［使役］＋O＋C［原形不定詞］，S＋V［知覚］
＋O＋C［現在分詞，原形不定詞］を用いた文の
形・意味・用法を理解している。
ファストファッションの背後にある問題やエシ
カルファッションについて，また，自分の好き
なファッションブランドのエシカルな活動につ
いて，多様な語句や文を用いて，情報や自分の
考えなどを話したり書いたりして伝える技能を
身に付けている。
［思考・判断・表現］ファストファッションの
背後にある問題やエシカルファッションについ
て，また，自分の好きなファッションブランド
のエシカルな活動について，情報や自分の考え
などを話したり書いたりして伝えている。
［主体的］ファストファッションの背後にある
問題やエシカルファッションについて，また，
自分の好きなファッションブランドのエシカル
な活動について，情報や自分の考えなどを話し
たり書いたりして伝えようとしている。

○ ○ ○ 10

Lesson 2　Ethical Fashion
［知識・技能］S＋V＋O＋C［形容詞］，S
＋V［使役］＋O＋C［原形不定詞］，S＋V
［知覚］＋O＋C［現在分詞，原形不定
詞］を用いた文の形・意味・用法を理解
する。
ファストファッションの背後にある問題
やエシカルファッションについて，ま
た，自分の好きなファッションブランド
のエシカルな活動について，多様な語句
や文を用いて，情報や自分の考えなどを
話したり書いたりして伝える技能を身に
付ける。
［思考・判断・表現］ファストファッ
ションの背後にある問題やエシカル
ファッションについて，また，自分の好
きなファッションブランドのエシカルな
活動について，情報や自分の考えなどを
話したり書いたりして伝える。
［主体的］ファストファッションの背後
にある問題やエシカルファッションにつ
いて，また，自分の好きなファッション
ブランドのエシカルな活動について，情
報や自分の考えなどを話したり書いたり
して伝えようとする。

・指導事項
［題材内容］
現代のファッション業界についての
ニュース記事。ファストファッションの
問題点やエシカルファッションについて
考える。
［言語材料］
S＋V＋O＋C［形容詞］，S＋V［使役］＋
O＋C［原形不定詞］，S＋V［知覚］＋O
＋C［現在分詞，原形不定詞］
［言語の働き］
説明する，理由を述べる，紹介する，発
表する
・教材
Power On English CommunicationⅡ
スタディノートⅡ
WORKBOOK II
Deep Listening レベル 2
・一人１台端末の活用　等
Kahoot!, すららを活用

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ 1
定期考査

○

［知識・技能］現在完了形，過去完了形，仮定
法過去のif 節を用いた文の形・意味・用法を理
解している。
ラグビー選手のマイケル・リーチ選手につい
て，また，自分の好きなスポーツ選手や有名人
について，多様な語句や文を用いて，情報や自
分の考えなどを話したり書いたりして伝える技
能を身に付けている。
［思考・判断・表現］ラグビー選手のマイケ
ル・リーチ選手について，また，自分の好きな
スポーツ選手や有名人について，情報や自分の
考えなどを話したり書いたりして伝えている。
［主体的］ラグビー選手のマイケル・リーチ選
手について，また，自分の好きなスポーツ選手
や有名人について，情報や自分の考えなどを話
したり書いたりして伝えようとしている。

○ ○ ○ 10

Lesson 3 One for All, All for One
［知識・技能］現在完了形，過去完了
形，仮定法過去のif 節を用いた文の形・
意味・用法を理解する。
ラグビー選手のマイケル・リーチ選手に
ついて，また，自分の好きなスポーツ選
手や有名人について，多様な語句や文を
用いて，情報や自分の考えなどを話した
り書いたりして伝える技能を身に付け
る。
［思考・判断・表現］ラグビー選手のマ
イケル・リーチ選手について，また，自
分の好きなスポーツ選手や有名人につい
て，情報や自分の考えなどを話したり書
いたりして伝える。
［主体的］ラグビー選手のマイケル・
リーチ選手について，また，自分の好き
なスポーツ選手や有名人について，情報
や自分の考えなどを話したり書いたりし
て伝えようとする。

・指導事項
［題材内容］
ラグビー選手のリーチ・マイケル選手へ
のインタビュー
［言語材料］
現在完了形，過去完了形，仮定法過去の
if 節
［言語の働き］
質問する，説明する，紹介する，感謝す
る
・教材
Power On English CommunicationⅡ
スタディノートⅡ
WORKBOOK II
Deep Listening レベル 2
・一人１台端末の活用　等
Kahoot!, すららを活用

○ ○ ○ ○

○

［知識・技能］関係代名詞（主格），関係代名
詞の非制限用法，関係代名詞（目的格）を用い
た文の形・意味・用法を理解している。
日本と海外の自動販売機について，また，海外
のユニークな自動販売機について，多様な語句
や文を用いて，情報や自分の考えなどを話した
り書いたりして伝える技能を身に付けている。
［思考・判断・表現］日本と海外の自動販売機
について，また，海外のユニークな自動販売機
について，情報や自分の考えなどを話したり書
いたりして伝えている。
［主体的］日本と海外の自動販売機について，
また，海外のユニークな自動販売機について，
情報や自分の考えなどを話したり書いたりして
伝えようとしている。

○ ○ ○ 10

Lesson 4 Vending Machines
［知識・技能］関係代名詞（主格），関
係代名詞の非制限用法，関係代名詞（目
的格）を用いた文の形・意味・用法を理
解する。
日本と海外の自動販売機について，ま
た，海外のユニークな自動販売機につい
て，多様な語句や文を用いて，情報や自
分の考えなどを話したり書いたりして伝
える技能を身に付ける。
［思考・判断・表現］日本と海外の自動
販売機について，また，海外のユニーク
な自動販売機について，情報や自分の考
えなどを話したり書いたりして伝える。
［主体的］日本と海外の自動販売機につ
いて，また，海外のユニークな自動販売
機について，情報や自分の考えなどを話
したり書いたりして伝えようとする。

・指導事項
［題材内容］
日本の自動販売機，海外の自動販売機に
ついてのオンライン記事
［言語材料］
関係代名詞（主格），関係代名詞の非制
限用法，関係代名詞（目的格）
［言語の働き］
説明する，紹介する，意見を述べる，発
表する，質問する
・教材
Power On English CommunicationⅡ
スタディノートⅡ
WORKBOOK II
Deep Listening レベル 2
・一人１台端末の活用　等
Kahoot!, すららを活用

○ ○ ○ ○

○ ○ 1
定期考査

○

１
学
期

Lesson 1 Play me, I’m Yours
［知識・技能］助動詞＋動詞の原形，受
け身，S＋V［be 動詞以外］＋Cを用いた
文の形・意味・用法を理解する。
日本や海外でのストリートピアノと
人々・社会とのかかわりについて，ま
た，ストリートピアノがどのような経緯
で設置されたたかについて，多様な語句
や文を用いて，情報や自分の考えなどを
話したり書いたりして伝える技能を身に
付ける。
［思考・判断・表現］日本や海外でのス
トリートピアノと人々・社会とのかかわ
りについて，また，ストリートピアノが
どのような経緯で設置されたかについ
て，情報や自分の考えなどを話したり書
いたりして伝える。
［主体的］日本や海外でのストリートピ
アノと人々・社会とのかかわりについ
て，また，ストリートピアノがどのよう
な経緯で設置されたかについて，情報や
自分の考えなどを話したり書いたりして
伝えようとする。

・指導事項
［題材内容］ストリートピアノについて
のテレビレポート
［言語材料］助動詞＋動詞の原形，受け
身，S＋V［be 動詞以外］＋C
［言語の働き］説明する，報告する，紹
介する，発表する
・教材
Power On English CommunicationⅡ
スタディノートⅡ
WORKBOOK II
Deep Listening レベル 2
・一人１台端末の活用　等
Kahoot!, すららを活用

○ ○ ○ ○



２
学
期

Lesson 5 Design for Connecting
Society: Braille Neue
［知識・技能］助動詞＋受け身，S＋V＋C
［分詞］，S＋V＋O［if節］, It seems
[appears] ＋that節を用いた文の形・意
味・用法を理解する。
ブレイルノイエの開発の経緯や利点と可
能性について，また，ブレイルノイエの
利点と活用方法について，多様な語句や
文を用いて，情報や自分の考えなどを論
理性に注意して話したり書いたりして伝
える技能を身に付ける。
［思考・判断・表現］ブレイルノイエの
開発の経緯や利点と可能性について，ま
た，ブレイルノイエの利点と活用方法に
ついて，情報や自分の考えなどを論理性
に注意して話したり書いたりして伝え
る。
［主体的］ブレイルノイエの開発の経緯
や利点と可能性について，また，ブレイ
ルノイエの利点と活用方法について，情
報や自分の考えなどを論理性に注意して
話したり書いたりして伝えようとする。

・指導事項
［題材内容］
ユニバーサルデザインのフォント，ブレ
イルノイエとその開発者の高橋鴻介氏へ
のインタビューについての雑誌記事
［言語材料］
助動詞＋受け身，S＋V＋C［分詞］，S＋
V＋O［if節］, It seems [appears] ＋
that節
［言語の働き］
質問する，説明する，例示する，提案す
る，発表する
・教材
Power On English CommunicationⅡ
スタディノートⅡ
WORKBOOK II
Deep Listening レベル 2
・一人１台端末の活用　等
Kahoot!, すららを活用

○ ○ ○ 10

Lesson 6 New Banknotes
［知識・技能］It＋is［was］＋said＋
that 節，形式目的語itとthat 節，形式
目的語itとto 不定詞，助動詞＋have＋過
去分詞を用いた文の形・意味・用法を理
解する。
新紙幣とキャッシュレス社会について，
また，キャッシュレス社会の長所・短所
について，多様な語句や文を用いて，情
報や自分の考えなどを論理性に注意して
話したり書いたりして伝える技能を身に
付ける。
［思考・判断・表現］新紙幣とキャッ
シュレス社会について，また，キャッ
シュレス社会の長所・短所について，情
報や自分の考えなどを論理性に注意して
話したり書いたりして伝える。
［主体的］新紙幣とキャッシュレス社会
について，また，キャッシュレス社会の
長所・短所について，情報や自分の考え
などを論理性に注意して話したり書いた
りして伝えようとする。

・指導事項
［題材内容］
2024年に新しく発行される紙幣にまつわ
る話やキャッシュレス化についてのオン
ライン記事
［言語材料］
It＋is［was］＋said＋that 節，形式目
的語itとthat 節，形式目的語itとto 不
定詞，助動詞＋have＋過去分詞
［言語の働き］
説明する，意見を述べる，賛成する，反
対する，理由を述べる，発表する，質問
する
・教材
Power On English CommunicationⅡ
スタディノートⅡ
WORKBOOK II
Deep Listening レベル 2
・一人１台端末の活用　等
Kahoot!, すららを活用

○ ○ ○ ○ ○

［知識・技能］It＋is［was］＋said＋that
節，形式目的語itとthat 節，形式目的語itとto
不定詞，助動詞＋have＋過去分詞を用いた文の
形・意味・用法を理解している。
新紙幣とキャッシュレス社会について，また，
キャッシュレス社会の長所・短所について，多
様な語句や文を用いて，情報や自分の考えなど
を論理性に注意して話したり書いたりして伝え
る技能を身に付けている。
［思考・判断・表現］新紙幣とキャッシュレス
社会について，また，キャッシュレス社会の長
所・短所について，情報や自分の考えなどを論
理性に注意して話したり書いたりして伝えてい
る。
［主体的］新紙幣とキャッシュレス社会につい
て，また，キャッシュレス社会の長所・短所に
ついて，情報や自分の考えなどを論理性に注意
して話したり書いたりして伝えようとしてい
る。

○

○ ○

［知識・技能］助動詞＋受け身，S＋V＋C［分
詞］，S＋V＋O［if節］, It seems [appears]
＋that節を用いた文の形・意味・用法を理解し
ている。
ブレイルノイエの開発の経緯や利点と可能性に
ついて，また，ブレイルノイエの利点と活用方
法について，多様な語句や文を用いて，情報や
自分の考えなどを論理性に注意して話したり書
いたりして伝える技能を身に付けている。
［思考・判断・表現］ブレイルノイエの開発の
経緯や利点と可能性について，また，ブレイル
ノイエの利点と活用方法について，情報や自分
の考えなどを論理性に注意して話したり書いた
りして伝えている。
［主体的］ブレイルノイエの開発の経緯や利点
と可能性について，また，ブレイルノイエの利
点と活用方法について，情報や自分の考えなど
を論理性に注意して話したり書いたりして伝え
ようとしている。

○ ○ ○

○ ○ 10

定期考査
○ ○ ○ 1

Lesson 7 Some Secrets about Colors
［知識・技能］関係代名詞（所有格），
同格を表す接続詞that,  前置詞＋関係代
名詞，関係副詞whereの非制限用法を用い
た文の形・意味・用法を理解する。
色の心理的効果について，また，色の心
理的効果を考慮した部屋の壁の色につい
て，多様な語句や文を用いて，情報や自
分の考えなどを論理性に注意して話した
り書いたりして伝える技能を身に付け
る。
［思考・判断・表現］色の心理的効果に
ついて，また，色の心理的効果を考慮し
た部屋の壁の色について，情報や自分の
考えなどを論理性に注意して話したり書
いたりして伝える。
［主体的］色の心理的効果について，ま
た，色の心理的効果を考慮した部屋の壁
の色について，情報や自分の考えなどを
論理性に注意して話したり書いたりして
伝えようとする。

・指導事項
［題材内容］
色が私たちに与える影響や色のもつ心理
的効果についての論説文
［言語材料］
関係代名詞（所有格），同格を表す接続
詞that,  前置詞＋関係代名詞，関係副
詞whereの非制限用法
［言語の働き］
説明する，提案する，理由を述べる，意
見を述べる，質問する
 ・教材
Power On English CommunicationⅡ
スタディノートⅡ
WORKBOOK II
Deep Listening レベル 2
・一人１台端末の活用　等
Kahoot!, すららを活用

○ ○ ○ 10

Lesson 8 Powdered Natto Solves a
Global Water Problem
［知識・技能］強調構文，強調の助動詞
do，直前の文を先行詞とする関係代名詞
which，to＋have＋過去分詞を用いた文の
形・意味・用法を理解する。
納豆パウダーの開発の経緯と汚水を浄化
するしくみや，発展途上国への影響につ
いて，また，納豆パウダーという製品の
利点などについて，多様な語句や文を用
いて，情報や自分の考えなどを論理性に
注意して話したり書いたりして伝える技
能を身に付ける。
［思考・判断・表現］納豆パウダーの開
発の経緯と汚水を浄化するしくみや，発
展途上国への影響について，また，納豆
パウダーという製品の利点などについ
て，情報や自分の考えなどを論理性に注
意して話したり書いたりして伝える。
［主体的］納豆パウダーの開発の経緯と
汚水を浄化するしくみや，発展途上国へ
の影響について，また，納豆パウダーと
いう製品の利点などについて，情報や自
分の考えなどを論理性に注意して話した
り書いたりして伝えようとする。

・指導事項
［題材内容］
小田兼利博士が開発した納豆パウダーの
誕生秘話と世界へ広がる様子についての
論説文
［言語材料］
強調構文，強調の助動詞do，直前の文を
先行詞とする関係代名詞which，to＋
have＋過去分詞
［言語の働き］
説明する，紹介する，描写する，注意を
ひく，勧める
・教材
Power On English CommunicationⅡ
スタディノートⅡ
WORKBOOK II
Deep Listening レベル 2
・一人１台端末の活用　等
Kahoot!, すららを活用

○ ○ ○ ○ ○

［知識・技能］強調構文，強調の助動詞do，直
前の文を先行詞とする関係代名詞which，to＋
have＋過去分詞を用いた文の形・意味・用法を
理解している。
納豆パウダーの開発の経緯と汚水を浄化するし
くみや，発展途上国への影響について，また，
納豆パウダーという製品の利点などについて，
多様な語句や文を用いて，情報や自分の考えな
どを論理性に注意して話したり書いたりして伝
える技能を身に付けている。
［思考・判断・表現］納豆パウダーの開発の経
緯と汚水を浄化するしくみや，発展途上国への
影響について，また，納豆パウダーという製品
の利点などについて，情報や自分の考えなどを
論理性に注意して話したり書いたりして伝えて
いる。
［主体的］納豆パウダーの開発の経緯と汚水を
浄化するしくみや，発展途上国への影響につい
て，また，納豆パウダーという製品の利点など
について，情報や自分の考えなどを論理性に注
意して話したり書いたりして伝えようとしてい
る。

○

○ ○

［知識・技能］関係代名詞（所有格），同格を
表す接続詞that,  前置詞＋関係代名詞，関係副
詞whereの非制限用法を用いた文の形・意味・用
法を理解している。
色の心理的効果について，また，色の心理的効
果を考慮した部屋の壁の色について，多様な語
句や文を用いて，情報や自分の考えなどを論理
性に注意して話したり書いたりして伝える技能
を身に付けている。
［思考・判断・表現］色の心理的効果につい
て，また，色の心理的効果を考慮した部屋の壁
の色について，情報や自分の考えなどを論理性
に注意して話したり書いたりして伝えている。
［主体的］色の心理的効果について，また，色
の心理的効果を考慮した部屋の壁の色につい
て，情報や自分の考えなどを論理性に注意して
話したり書いたりして伝えようとしている。

○ ○ ○

○ ○ 10

定期考査
○ ○ ○ 1



３
学
期

Lesson 9 Flying after Her Dreams
［知識・技能］譲歩を表す副詞節，no
matter how［where, when］（※要修正反
映），仮定法過去完了，分詞構文（過去
分詞）を用いた文の形・意味・用法を理
解する。
黒人女性初のパイロットであるベシー・
コールマンの経歴や人物像や夢につい
て，また，1900年頃のアメリカにおける
女性の専門職の就労について，多様な語
句や文を用いて，情報や自分の考えなど
を論理性に注意して話したり書いたりし
て伝える技能を身に付ける。
［思考・判断・表現］黒人女性初のパイ
ロットであるベシー・コールマンの経歴
や人物像や夢について，また，1900年頃
のアメリカにおける女性の専門職の就労
について，情報や自分の考えなどを論理
性に注意して話したり書いたりして伝え
る。
［主体的］黒人女性初のパイロットであ
るベシー・コールマンの経歴や人物像や
夢について，また，1900年頃のアメリカ
における女性の専門職の就労について，
情報や自分の考えなどを論理性に注意し
て話したり書いたりして伝えようとす
る。

・指導事項
［題材内容］
アメリカで黒人女性初のパイロットと
なったベシー・コールマンの伝記
［言語材料］
譲歩を表す副詞節，no matter how
［where, when］（※要修正反映），仮
定法過去完了，分詞構文（過去分詞）
［言語の働き］
質問する，説明する，理由を述べる
・教材
Power On English CommunicationⅡ
スタディノートⅡ
WORKBOOK II
Deep Listening レベル 2
・一人１台端末の活用　等
Kahoot!, すららを活用

○ ○ ○ 10

Lesson 10 To Work or Not to  Work?:
Humans and Robots
［知識・技能］過去完了進行形，be＋to
不定詞，未来完了形，insist など＋that
＋S＋V［動詞の原形］を用いた文の形・
意味・用法を理解する。
各種のロボットやロボットの労働内容の
変化について，また，自分が考案した生
活に役立つロボットの形状や機能などに
ついて，多様な語句や文を用いて，情報
や自分の考えなどを論理性に注意して話
したり書いたりして伝える技能を身に付
ける。
［思考・判断・表現］各種のロボットや
ロボットの労働内容の変化について，ま
た，自分が考案した生活に役立つロボッ
トの形状や機能などについて，情報や自
分の考えなどを論理性に注意して話した
り書いたりして伝える。
［主体的］各種のロボットやロボットの
労働内容の変化について，また，自分が
考案した生活に役立つロボットの形状や
機能などについて，情報や自分の考えな
どを論理性に注意して話したり書いたり
して伝えようとする。

・指導事項
［題材内容］
日本が誇るロボットやロボットの労働な
どについての論説文
［言語材料］
過去完了進行形，be＋to 不定詞，未来
完了形，insist など＋that＋S＋V［動
詞の原形］
［言語の働き］
説明する，発表する，提案する，予想す
る，意見を述べる，理由を述べる
・教材
Power On English CommunicationⅡ
スタディノートⅡ
WORKBOOK II
Deep Listening レベル 2
・一人１台端末の活用　等
Kahoot!, すららを活用

○ ○ ○ ○ ○

［知識・技能］過去完了進行形，be＋to 不定
詞，未来完了形，insist など＋that＋S＋V［動
詞の原形］を用いた文の形・意味・用法を理解
している。
各種のロボットやロボットの労働内容の変化に
ついて，また，自分が考案した生活に役立つロ
ボットの形状や機能などについて，多様な語句
や文を用いて，情報や自分の考えなどを論理性
に注意して話したり書いたりして伝える技能を
身に付けている。
［思考・判断・表現］各種のロボットやロボッ
トの労働内容の変化について，また，自分が考
案した生活に役立つロボットの形状や機能など
について，情報や自分の考えなどを論理性に注
意して話したり書いたりして伝えている。
［主体的］各種のロボットやロボットの労働内
容の変化について，また，自分が考案した生活
に役立つロボットの形状や機能などについて，
情報や自分の考えなどを論理性に注意して話し
たり書いたりして伝えようとしている。

○ ○ ○

［知識・技能］譲歩を表す副詞節，no matter
how［where, when］（※要修正反映），仮定法
過去完了，分詞構文（過去分詞）を用いた文の
形・意味・用法を理解している。
黒人女性初のパイロットであるベシー・コール
マンの経歴や人物像や夢について，また，1900
年頃のアメリカにおける女性の専門職の就労に
ついて，多様な語句や文を用いて，情報や自分
の考えなどを論理性に注意して話したり書いた
りして伝える技能を身に付けている。
［思考・判断・表現］黒人女性初のパイロット
であるベシー・コールマンの経歴や人物像や夢
について，また，1900年頃のアメリカにおける
女性の専門職の就労について，情報や自分の考
えなどを論理性に注意して話したり書いたりし
て伝えている。
［主体的］黒人女性初のパイロットであるベ
シー・コールマンの経歴や人物像や夢につい
て，また，1900年頃のアメリカにおける女性の
専門職の就労について，情報や自分の考えなど
を論理性に注意して話したり書いたりして伝え
ようとしている。

○ ○

○ ○ ○ 10

定期考査

合
計

105

○ ○ ○ 1



年間授業計画

高等学校 令和５年度　 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[

や

]

話

[

発

]

書

外国語（英語） 論理・表現Ⅰ
外国語（英語） 論理・表現Ⅰ 2

Vision Quest English Logic and Expression Ⅰ Standard

外国語（英語）

【 知　識　及　び　技　能 】外国語の技能（話すこと、書くこと）について，実際のコミュニケーションにおいて活用できる知識・技能を身に付ける。

場面・目的・状況等に応じて，日常的や社会的な話題について，情報や考えなどを外国語で的確に理解したり適切に伝え合ったりできる。

外国語で聞いたり読んだりしたことを活用して，自分の意見や考えなどを話したり書いたりして表現できる。

（2,7組：清水敏） （3,4組：米澤） （5,6組：野村） （1組：狩俣）

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

領域

評価規準 知

論理・表現Ⅰ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】
外国語の学習を通じて,言語の働きや役割などを理解して
いる。
外国語の技能（話すこと、書くこと）について，実際のコ
ミュニケーションにおいて活用できる知識・技能を身に付
ける。

場面・目的・状況等に応じて，日常的や社会的な話題に
ついて，情報や考えなどを外国語で的確に理解したり適
切に伝え合ったりできる。
聞いたり読んだりしたことなどを活用して，自分の意見
や考えなどを話したり書いたりして表現できる。

他者を尊重し，聞き手・読み手・話し手・書き手に配慮し
ながら，外国語で聞いたり読んだりしたことを活用して，
自分の意見や考えなどを話したり書いたりして表現でき
る。

○

［知識・技能］様々な疑問文や命令文，感嘆文
の意味や用法，相手の発話に応答する表現を理
解している。
単文・重文・複文の構造や意味や用法，理由を
述べる表現を理解している。
日常生活や日課について，情報や考え，気持ち
などを理由や具体例とともに話して伝え合う技
能を身に付けている。
［思考・判断・表現］クラスメートに日々の習
慣や出来事を説明するために，日常生活や日課
について，情報や考え，気持ちなどを理由や具
体例とともに話して伝え合っている。
［主体的］クラスメートに日々の習慣や出来事
を説明するために，日常生活や日課について，
情報や考え，気持ちなどを理由や具体例ととも
に話して伝え合おうとしている。

○ ○ ○ 5

思 態

配
当
時
数

○

［知識・技能］文型と動詞の意味や用法，賛
成・反対する表現を理解している。
複雑な文型や動詞の意味や用法，聞き直す表現
を理解している。
学校生活について，情報や考え，気持ちなどを
理由や具体例とともに話して伝え合う技能を身
に付けている。
［思考・判断・表現］クラスメートと情報を交
換するために，自分の学校生活について，情報
や考え，気持ちなどを理由や具体例とともに話
して伝え合っている。
［主体的］クラスメートと情報を交換するため
に，自分の学校生活について，情報や考え，気
持ちなどを理由や具体例とともに話して伝え合
おうとしている。

○ ○ ○ 5

Lesson 2　Do you want to join our
show?
［知識・技能］文型と動詞の意味や用
法，賛成・反対する表現を理解する。
複雑な文型や動詞の意味や用法，聞き直
す表現を理解する。
学校生活について，情報や考え，気持ち
などを理由や具体例とともに話して伝え
合う技能を身に付ける。
［思考・判断・表現］クラスメートと情
報を交換するために，自分の学校生活に
ついて，情報や考え，気持ちなどを理由
や具体例とともに話して伝え合う。
［主体的］クラスメートと情報を交換す
るために，自分の学校生活について，情
報や考え，気持ちなどを理由や具体例と
ともに話して伝え合おうとする。

・指導事項
話題 学校生活：学校の文化祭に参加す
る留学生との会話を通して，学校生活で
行われる生徒同士のやり取りの表現を学
ぶ。
文法 文型と動詞：5つの文型と＜There
+be動詞+主語＞の構文を理解し，文を組
み立てる。また，注意すべき自動詞と他
動詞を使い分ける。
機能 賛成・反対する／聞き直す：賛
成・反対の意思を示したり，聞き取れな
かったことや理解できなかったことを聞
き直したりする。
表現 話すこと：文化祭に行く予定につ
いて話し合う。
・教材
Vision Quest English Logic and
Expression Ⅰ Standard
ワークブック
深めて解ける！　英文法　ＩＮＰＵＴ
・一人１台端末の活用　等
Kahoot!, すららを活用

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ 1
定期考査

○

［知識・技能］現在のことや過去のことを表す
時制の意味や用法，激励や励ます表現を理解し
ている。
現在のことや過去のことを表す時制の意味や用
法を理解している。
自分の習慣や週末にしたことについて，情報や
考え，気持ちなどを理由や詳細とともに話して
伝え合う技能を身に付けている。
［思考・判断・表現］クラスメートと現在の習
慣や状況，過去の出来事の情報を交換するため
に，自分の習慣や週末にしたことについて，情
報や考え，気持ちなどを理由や詳細とともに話
して伝え合っている。
［主体的］クラスメートと現在の習慣や状況，
過去の出来事の情報を交換するために，自分の
習慣や週末にしたことについて，情報や考え，
気持ちなどを理由や詳細とともに話して伝え合
おうとしている。

○ ○ ○ 5

Lesson 3　I’m planning a day trip
this weekend.
［知識・技能］現在のことや過去のこと
を表す時制の意味や用法，激励や励ます
表現を理解する。
現在のことや過去のことを表す時制の意
味や用法を理解する。
自分の習慣や週末にしたことについて，
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細と
ともに話して伝え合う技能を身に付け
る。
［思考・判断・表現］クラスメートと現
在の習慣や状況，過去の出来事の情報を
交換するために，自分の習慣や週末にし
たことについて，情報や考え，気持ちな
どを理由や詳細とともに話して伝え合
う。
［主体的］クラスメートと現在の習慣や
状況，過去の出来事の情報を交換するた
めに，自分の習慣や週末にしたことにつ
いて，情報や考え，気持ちなどを理由や

・指導事項
話題 旅行・観光：旅行の計画や予定を
尋ねたり伝えたりする表現を学ぶ。
文法 時制：基本時制の構造と概念を理
解し，伝えたいことを適切な時制を用い
て伝える。
機能 激励する・励ます／計画する・予
定する：会話の相手を激励したり，励ま
したりする。また，計画したり，予定し
ていることを伝え合う。
表現 話すこと：過去に行った旅行の経
験について話す。
・教材
Vision Quest English Logic and
Expression Ⅰ Standard
ワークブック
深めて解ける！　英文法　ＩＮＰＵＴ
・一人１台端末の活用　等
Kahoot!, すららを活用

○ ○ ○ ○

○

［知識・技能］現在完了形や現在完了進行形の
意味や用法，経験を尋ねる表現を理解してい
る。
現在完了形や現在完了進行形の意味や用法を理
解している。
英語学習の期間や海外の渡航経験などについ
て，情報や考え，気持ちなどを理由や詳細とと
もに話して伝え合う技能を身に付けている。
［思考・判断・表現］パートナーに経験したこ
とや完了したこと，継続していることを尋ねる
ために，英語学習の期間や海外の渡航経験など
について，情報や考え，気持ちなどを理由や詳
細とともに話して伝え合っている。
［主体的］パートナーに経験したことや完了し
たこと，継続していることを尋ねるために，英
語学習の期間や海外の渡航経験などについて，
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細とともに
話して伝え合おうとしている。

○ ○ ○ 5

Lesson 4　Have you ever tried it
before?
［知識・技能］現在完了形や現在完了進
行形の意味や用法，経験を尋ねる表現を
理解する。
現在完了形や現在完了進行形の意味や用
法を理解する。
英語学習の期間や海外の渡航経験などに
ついて，情報や考え，気持ちなどを理由
や詳細とともに話して伝え合う技能を身
に付ける。
［思考・判断・表現］パートナーに経験
したことや完了したこと，継続している
ことを尋ねるために，英語学習の期間や
海外の渡航経験などについて，情報や考
え，気持ちなどを理由や詳細とともに話
して伝え合う。
［主体的］パートナーに経験したことや
完了したこと，継続していることを尋ね
るために，英語学習の期間や海外の渡航
経験などについて，情報や考え，気持ち

・指導事項
話題 趣味・関心：趣味や関心のあるこ
とについて，その経験を尋ねたり，伝え
たりする表現を学ぶ。
文法 完了形：現在・過去・未来の完了
形の概念を理解し，それぞれの用法を区
別する。また，共に使える語句を使っ
て，適切に文を作ったり，表現したりす
る。
機能 経験を尋ねる／初めての経験を述
べる：今までの経験や初めての経験につ
いて，様々な表現を用いて尋ねたり，伝
えたりする。
表現 話すこと：スポーツや音楽の経験
について伝え合う。
・教材
Vision Quest English Logic and
Expression Ⅰ Standard
ワークブック
深めて解ける！　英文法　ＩＮＰＵＴ
・一人１台端末の活用　等

○ ○ ○ ○

○ ○ 1
定期考査

○

１
学
期

Lesson 1　I want to introduce my new
friend.
［知識・技能］様々な疑問文や命令文，
感嘆文の意味や用法，相手の発話に応答
する表現を理解する。
単文・重文・複文の構造や意味や用法，
理由を述べる表現を理解する。
日常生活や日課について，情報や考え，
気持ちなどを理由や具体例とともに話し
て伝え合う技能を身に付ける。
［思考・判断・表現］クラスメートに
日々の習慣や出来事を説明するために，
日常生活や日課について，情報や考え，
気持ちなどを理由や具体例とともに話し
て伝え合う。
［主体的］クラスメートに日々の習慣や
出来事を説明するために，日常生活や日
課について，情報や考え，気持ちなどを
理由や具体例とともに話して伝え合おう
とする。

・指導事項
話題 紹介：初対面で行われる自然な会
話や学校の習慣を紹介する表現を学ぶ。
文法 文の種類：様々な疑問文や命令
文，感嘆文を適切に作り，それに応答す
る。また，単文，重文，複文の構成を理
解し，まとまりのある文で表現する。
機能 応答する／理由を述べる：相手の
発話に適切な応答をする。また，多様な
表現を用い理由を述べる。
表現 話すこと：自分やパートナーのク
ラブ活動を紹介する。
・教材
Vision Quest English Logic and
Expression Ⅰ Standard
ワークブック
深めて解ける！　英文法　ＩＮＰＵＴ
・一人１台端末の活用　等
Kahoot!, すららを活用

○ ○ ○ ○



２
学
期

Lesson 5　What do you want to do
after high school?
［知識・技能］助動詞（能力・許可・推
量・義務・禁止など）の意味や用法，許
可を求めたり，依頼する表現を理解す
る。
助動詞（能力・許可・推量・義務・禁止
など）の意味や用法を理解する。
自分や相手の義務や能力について，情報
や考え，気持ちなどを理由や詳細ととも
に話して伝え合う技能を身に付ける。
［思考・判断・表現］クラスリーダーに
必要な資質や自分ができることを説明す
るために，自分や相手の義務や能力につ
いて，情報や考え，気持ちなどを理由や
詳細とともに話して伝え合う。
［主体的］クラスリーダーに必要な資質
や自分ができることを説明するために，
自分や相手の義務や能力について，情報
や考え，気持ちなどを理由や詳細ととも
に話して伝え合おうとする。

・指導事項
話題 将来・進路：将来や進路につい
て，自分の考えや気持ちを伝えたり，相
手に尋ねたりする表現を学ぶ。
文法 助動詞：様々な助動詞の意味と用
法を理解し，適切に使い分けて表現す
る。
機能 許可を求める・依頼する／義務・
必要を表す／回想する・自省する：会話
の相手に許可を求めたり，依頼する。ま
た，義務や必要性を伝えたり，過去の事
柄を回想したり，自省する。
表現 話すこと：将来の夢について，伝
え合う。
・教材
Vision Quest English Logic and
Expression Ⅰ Standard
ワークブック
深めて解ける！　英文法　ＩＮＰＵＴ
・一人１台端末の活用　等
Kahoot!, すららを活用

○ ○ ○ 5

Lesson 6　Did you hear about the new
shop?
［知識・技能］基本的な受動態や様々な
受動態の意味や用法，原因・影響を表す
表現を理解する。
基本的な受動態や様々な受動態の意味や
用法を理解する。
身の回りで起こる事柄について，情報や
考え，気持ちなどを理由や詳細とともに
話して伝え合う技能を身に付ける。
［思考・判断・表現］パートナーに身の
回りで起こる事柄を詳しく説明するため
に，コンビニで売られているものや外国
人に道を尋ねられた経験などについて，
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細と
ともに話して伝え合う。
［主体的］パートナーに身の回りで起こ
る事柄を詳しく説明するために，コンビ
ニで売られているものや外国人に道を尋
ねられた経験などについて，情報や考
え，気持ちなどを理由や詳細とともに話
して伝え合おうとする。

・指導事項
話題 日常生活：日常生活で発話される
生徒同士の自然な会話の流れや自分の感
情や物事を表す表現を学ぶ。
文法 受動態：受動態を用いた様々な文
の構造や意味を理解し，必要に応じて使
い分け，適切に伝える。
機能 原因・影響を表す／喜び・驚きを
表す：様々な表現を用いて，原因や影響
について表現する。また，喜びや驚きの
感情を表す。
表現 話すこと：最近買ったものについ
て伝える。
・教材
Vision Quest English Logic and
Expression Ⅰ Standard
ワークブック
深めて解ける！　英文法　ＩＮＰＵＴ
・一人１台端末の活用　等
Kahoot!, すららを活用

○ ○ ○ ○ ○

［知識・技能］基本的な受動態や様々な受動態
の意味や用法，原因・影響を表す表現を理解し
ている。
基本的な受動態や様々な受動態の意味や用法を
理解している。
身の回りで起こる事柄について，情報や考え，
気持ちなどを理由や詳細とともに話して伝え合
う技能を身に付けている。
［思考・判断・表現］パートナーに身の回りで
起こる事柄を詳しく説明するために，コンビニ
で売られているものや外国人に道を尋ねられた
経験などについて，情報や考え，気持ちなどを
理由や詳細とともに話して伝え合っている。
［主体的］パートナーに身の回りで起こる事柄
を詳しく説明するために，コンビニで売られて
いるものや外国人に道を尋ねられた経験などに
ついて，情報や考え，気持ちなどを理由や詳細
とともに話して伝え合おうとしている。

○

○ ○

［知識・技能］助動詞（能力・許可・推量・義
務・禁止など）の意味や用法，許可を求めた
り，依頼する表現を理解している。
助動詞（能力・許可・推量・義務・禁止など）
の意味や用法を理解している。
自分や相手の義務や能力について，情報や考
え，気持ちなどを理由や詳細とともに話して伝
え合う技能を身に付けている。
［思考・判断・表現］クラスリーダーに必要な
資質や自分ができることを説明するために，自
分や相手の義務や能力について，情報や考え，
気持ちなどを理由や詳細とともに話して伝え
合っている。
［主体的］クラスリーダーに必要な資質や自分
ができることを説明するために，自分や相手の
義務や能力について，情報や考え，気持ちなど
を理由や詳細とともに話して伝え合おうとして
いる。

○ ○ ○

○ ○ 5

定期考査
○ ○ 1

Lesson 7　I’m happy to have you with
us.
［知識・技能］不定詞（名詞的用法・形
容詞的用法・副詞的用法）の意味や用
法，感謝する表現を理解する。
高校生がすべき大切なことについて，情
報や考え，気持ちなどを理由や詳細とと
もに話して伝え合う技能を身に付ける。
［思考・判断・表現］パートナーと高校
生がすべき大切なことについて議論する
ために，何をすべきかについて，情報や
考え，気持ちなどを理由や詳細とともに
話して伝え合う。
［主体的］パートナーと高校生がすべき
大切なことについて議論するために，何
をすべきかについて，情報や考え，気持
ちなどを理由や詳細とともに話して伝え
合おうとする。

・指導事項
話題 交流・交際：誕生日会を舞台に繰
り広げられる友だち同士の自然な会話の
やり取りから，感情を表す様々な表現を
学ぶ。
文法 不定詞：様々な不定詞の用法を学
び，詳細な情報を伝える。
機能 感謝する／謝罪する／弁解する：
感謝・謝罪・弁解する際に頻繁に使用さ
れる表現を学び，会話の相手に感情を適
切に伝える。
表現 話すこと：受け取った贈り物につ
いて詳細に伝え合う。
・教材
Vision Quest English Logic and
Expression Ⅰ Standard
ワークブック
深めて解ける！　英文法　ＩＮＰＵＴ
・一人１台端末の活用　等
Kahoot!, すららを活用

○ ○ ○ 5

Lesson 8　What sport do you like
playing?
［知識・技能］動名詞（動名詞の意味上
の主語／否定形・受動態）の意味や様々
な用法，誘う・申し出る表現を理解す
る。
学校生活について，情報や考え，気持ち
などを理由や詳細とともに話して伝え合
う技能を身に付ける。
［思考・判断・表現］学校生活について
パートナーと話すために，クラスの生徒
が自由時間にする好きなことや不満に
思っていることなどについて，情報や考
え，気持ちなどを理由や詳細とともに話
して伝え合う。
［主体的］学校生活についてパートナー
と話すために，クラスの生徒が自由時間
にする好きなことや不満に思っているこ
となどについて，情報や考え，気持ちな
どを理由や詳細とともに話して伝え合お
うとする。

・指導事項
話題 スポーツ・健康：所属するスポー
ツチームについて話す会話からチームに
誘ったり，見学を勧めたりする表現を学
ぶ。
文法 動名詞：動名詞の様々な用法を学
び，動名詞句を用いた多様な文で伝え
る。
機能 誘う・申し出る／推薦する：相手
を誘ったり，申し出たりする表現や相手
に物事を適切に推薦する表現を学ぶ。
表現 話すこと：スポーツをすることの
利点について話して伝える。
・教材
Vision Quest English Logic and
Expression Ⅰ Standard
ワークブック
深めて解ける！　英文法　ＩＮＰＵＴ
・一人１台端末の活用　等
Kahoot!, すららを活用

○ ○ ○ ○ ○

［知識・技能］動名詞（動名詞の意味上の主語
／否定形・受動態）の意味や様々な用法，誘
う・申し出る表現を理解している。
学校生活について，情報や考え，気持ちなどを
理由や詳細とともに話して伝え合う技能を身に
付けている。
［思考・判断・表現］学校生活についてパート
ナーと話すために，クラスの生徒が自由時間に
する好きなことや不満に思っていることなどに
ついて，情報や考え，気持ちなどを理由や詳細
とともに話して伝え合っている。
［主体的］学校生活についてパートナーと話す
ために，クラスの生徒が自由時間にする好きな
ことや不満に思っていることなどについて，情
報や考え，気持ちなどを理由や詳細とともに話
して伝え合おうとしている。

○

○ ○

［知識・技能］不定詞（名詞的用法・形容詞的
用法・副詞的用法）の意味や用法，感謝する表
現を理解している。
高校生がすべき大切なことについて，情報や考
え，気持ちなどを理由や詳細とともに話して伝
え合う技能を身に付けている。
［思考・判断・表現］パートナーと高校生がす
べき大切なことについて議論するために，何を
すべきかについて，情報や考え，気持ちなどを
理由や詳細とともに話して伝え合っている。
［主体的］パートナーと高校生がすべき大切な
ことについて議論するために，何をすべきかに
ついて，情報や考え，気持ちなどを理由や詳細
とともに話して伝え合おうとしている。

○ ○ ○

○ ○ 5

定期考査
○ ○ ○ 1

３
学
期

Lesson 9　Digital media has come a
long way.
［知識・技能］分詞（名詞を修飾する分
詞・V(+O)+現在分詞/過去分詞）の意味や
用法，描写する表現を理解する。
日常生活で起こったり，経験した場面に
ついて，情報や考え，気持ちなどを理由
や詳細とともに話して伝え合う技能を身
に付ける。
［思考・判断・表現］日常生活で起こっ
たり，経験した場面について，パート
ナーに詳しく説明するために，情報や考
え，気持ちなどを理由や詳細とともに話
して伝え合う。
［主体的］日常生活で起こったり，経験
した場面について，パートナーに詳しく
説明するために，情報や考え，気持ちな
どを理由や詳細とともに話して伝え合お
うとする。

・指導事項
話題 メディア・コミュニケーション：
留学生とのやり取りから，メディアを通
じたコミュニケーションについて意見を
述べたり，情報を加えて詳しく説明する
会話を学ぶ。
文法 分詞：名詞を修飾する分詞の用法
や補語になる用法，また分詞構文や付帯
状況を表す分詞を用いて表現する。
機能 描写する／判断の根拠を述べる：
人や物事について情報を加えて詳しく説
明する。また，判断の根拠を示す表現を
使用して論理的に伝える。
表現 話すこと：自分自身や自身の性格
について話して伝える。
・教材
Vision Quest English Logic and
Expression Ⅰ Standard
ワークブック
深めて解ける！　英文法　ＩＮＰＵＴ
・一人１台端末の活用　等
Kahoot!, すららを活用

○ ○ ○ 5○ ○ ○

［知識・技能］分詞（名詞を修飾する分詞・
V(+O)+現在分詞/過去分詞）の意味や用法，描写
する表現を理解している。
日常生活で起こったり，経験した場面につい
て，情報や考え，気持ちなどを理由や詳細とと
もに話して伝え合う技能を身に付けている。
［思考・判断・表現］日常生活で起こったり，
経験した場面について，パートナーに詳しく説
明するために，情報や考え，気持ちなどを理由
や詳細とともに話して伝え合っている。
［主体的］日常生活で起こったり，経験した場
面について，パートナーに詳しく説明するため
に，情報や考え，気持ちなどを理由や詳細とと
もに話して伝え合おうとしている。 ○ ○



３
学
期

Lesson 10　That’s why I decided to
go back?
［知識・技能］関係代名詞（主格，目的
格，所有格，that）の意味や用法，定義
する表現を理解する。
人物の詳細について，情報や考え，気持
ちなどを理由や詳細とともに話して伝え
合う技能を身に付ける。
［思考・判断・表現］パートナーに自分
が知っている人を紹介するために，人物
の詳細について情報や考え，気持ちなど
を理由や詳細とともに話して伝え合う。
［主体的］パートナーに自分が知ってい
る人を紹介するために，人物の詳細につ
いて情報や考え，気持ちなどを理由や詳
細とともに話して伝え合おうとする。

・指導事項
話題 文化・異文化理解：日本や他国の
文化や習わしについて話されるやり取り
から，日本特有の言葉や文化，また異文
化について紹介したり，その違いについ
て述べる表現を学ぶ。
文法 関係詞：関係詞を用いて複文を作
り，語句を限定したり補足説明を加えた
りする。また，複合関係詞を用いて譲歩
の意味を表す。
機能 定義する／言い換える／経緯を説
明する：人や物事，経緯を詳細に説明し
たり，言い換えや要約をしたりする。
表現 話すこと：日本の文化や遊び，人
物について話す。
・教材
Vision Quest English Logic and
Expression Ⅰ Standard
ワークブック
深めて解ける！　英文法　ＩＮＰＵＴ
・一人１台端末の活用　等
Kahoot!, すららを活用

○ ○ ○ ○ ○

［知識・技能］関係代名詞（主格，目的格，所
有格，that）の意味や用法，定義する表現を理
解している。
人物の詳細について，情報や考え，気持ちなど
を理由や詳細とともに話して伝え合う技能を身
に付けている。
［思考・判断・表現］パートナーに自分が知っ
ている人を紹介するために，人物の詳細につい
て情報や考え，気持ちなどを理由や詳細ととも
に話して伝え合っている。
［主体的］パートナーに自分が知っている人を
紹介するために，人物の詳細について情報や考
え，気持ちなどを理由や詳細とともに話して伝
え合おうとしている。

○ ○ ○ 5

定期考査

合
計

55

○ ○ ○ 1



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和５年度　 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

家庭 家庭基礎
家庭 家庭基礎 2

人の一生と家族・家庭及び福祉、衣食住、消費
生活・環境などについて、生活を主体的に営む
ために必要な基礎的な理解を図るとともに、そ
れらに係る技能を身に付けるようにする。

生活の中から問題を見いだして課題を設定し、
解決策を構想し、実践を評価・改善し、考察し
たことを根拠に基づいて論理的に表現するな
ど、生涯を見通して課題を解決する力を養う。

様々な人々と協働し、よりよい社会の構築に向
けて、地域社会に参画しようとするとともに、
自分や家庭、地域の生活の充実向上を図ろうと
する実践的な態度を養う。

Creative Living　『家庭基礎』で生活をつくろう　大修館書店、2023　最新　生活ハンドブック　資料＆成分表　第一学習社

家庭

【 知　識　及　び　技　能
】

人間の生涯にわたる発達と生活の営みを総合的に捉え、生活を主体的に営むために必要な基礎的な理解を
図るとともに、それらに係る技能を身に付けるようにする。

家庭や地域及び社会における生活の中から問題を見いだして課題を設定し、生涯を見通して課題を解決する力を養う。

（1.2.7組：奥平　）（3.4.5.6組：石井　）

様々な人々と協働し、よりよい社会の構築に向けて、地域社会に参画しようとするとともに、自分や家
庭、地域の生活の充実向上を図ろうとする実践的な態度を養う。

家庭基礎

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

態
配当
時数

１
学
期

生活のマネジメント
共生社会をつくる

【知識及び技能】
・自分の生活と自分自身について
みつめ、自己理解を深める.
【思考力、判断力、表現力等】
・個人の発達段階の特徴と発達課
題を知り、青年期の発達課題を達
成するための生き方について考え
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・家族のライフステージの特徴と
生活課題を知り、現在および将来

・指導事項
第１章
（１）生涯，発達し続ける
（２）意思決定を重ねてつくる人
生
（３）どんな生き方をする？

・教材
教科書、資料集、パワーポイント
forms(一人１台端末の活用)

【知識・技能】
・職業労働や家事労働の意義や特徴、現状と
課題について理解している（ワークシート・
発表）
【思考・判断・表現】
・ライフスタイルや生活に関わる価値観の多
様化について考えている（ワークシート・発
表）
【主体的に学習に取り組む態度】
・人の一生を生涯発達の視点でとらえ、各ラ
イフステージの特徴と課題、青年期の課題に
ついて考えようとしている（ワークシート・
発表）

○ ○ ○
10

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

5

10

5

青年期の課題と自立
家族・家庭生活のマネジメント

【知識及び技能】
・青年期は，自立した生活が営め
るように，また，自己実現にむけ
て生きていくための準備をする時
期であることを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・家族関係のあり方について事
例・演習等を通じて考える。
【学びに向かう力、人間性等】
・家庭の機能が家族員それぞれの
協力によって成り立っていること
を認識し、自らの家庭での役割を
考える。

子どもの生活と子育てのマネジメ
ント

【知識及び技能】
・人の命がこの世に誕生するまで
の過程を知る。
【思考力、判断力、表現力等】
・子どもにとって良い環境につい
て多角的な観点から論理的に考え
ることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・子どもの誕生と母体の健康とい
う生命の尊厳にふれることによ
り、自らの原点をみつめなおすこ
とができる。

高齢期の生活のマネジメント

【知識及び技能】
・高齢者の生活課題を把握する。
【思考力、判断力、表現力等】
・高齢者の心身の特徴を知り，高
齢期の生活を充実させるための個
人的・社会的方策を考える。
【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項
第２章
（１）子どもからおとなへ
（２）自立の達成をめざそう

第３章
（１）家族って何だろう
（２）わかってくれて当然？
（３）生活マネジメントの拠点
（４）法律から見る家族・家庭
（５）ダイバーシティの実現をめ
ざす

・教材
教科書、資料集、パワーポイント
forms(一人１台端末の活用)

・指導事項
第４章
（１）子どもの世界を知る
（２）命の誕生
（３）こんにちは、赤ちゃん
（４）好奇心いっぱい！
（５）子どものいる暮らし
（６）子どもの仕事は「遊び」
（７）子どもの健康と事故
（８）親になるということ
（９）社会で子育て

・教材
教科書、資料集、パワーポイント
forms(一人１台端末の活用)

第５章
（１）高齢期に生じる生活の変化
と課題
（２）高齢期に生じる心身の変化
と課題

【知識・技能】
・家族に関する法律を理解している。（定期
考査）
【思考・判断・表現】
・現代の家族のあり方・家庭の機能について
自分の考えを表現している。（ワークシー
ト）
【主体的に学習に取り組む態度】
・家族・家庭に関する法律に関心をもち，社
会制度としての家族について考えようとして
いる。（発表・ワークシート）

【知識・技能】
・子どもの発達の特性について理解している
（定期考査）
【思考・判断・表現】
・母体の健康管理や生命の尊さに関する諸課
題について、青年期の過ごし方と関わらせて
考える（ワークシート）
【主体的に学習に取り組む態度】
子どもの成長と発達について主体的に考え、
実生活に活かそうとしている（発表・ワーク
シート）

【知識・技能】
・高齢者の心身の特徴の一般的変化について
理解する（定期考査・ワークシート）
【思考・判断・表現】
・高齢者の生活の現状と課題について具体的
に考えを深め，まとめたり，発表したりして
いる。（ワークシート・発表）
【主体的に学習に取り組む態度】
・高齢社会の現状や課題，高齢者の自立生活

○

〇

○

○

〇

○

○

〇

○



２
学
期

食生活のマネジメント

【知識及び技能】
・食品の栄養的特質と調理性を理
解し、食生活にいかせるようにす
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・各栄養素の種類と働きを理解
し、食品を組み合わせて摂る大切
さを考える
【学びに向かう力、人間性等】
・・各食品の特質やそれを生かし
た加工食品について知り、調理に
生かせる力を養う。

衣生活のマネジメント

【知識及び技能】
・被服材料に応じた洗濯や適切な
衣生活の管理方法を理解する
　【思考力、判断力、表現力等】
・手作りすることの楽しさや意義
を考える
【学びに向かう力、人間性等】
・被服製作の工程と留意点を理解

第８章
（１）食事の役割
（２）食生活を見直す
（３）栄養バランスのよい食事
（４）炭水化物の働きと食品の調
理性
（５）脂質の働きと食品の調理性
（６）たんぱく質の働きと食品の
調理性
（７）無機質の働きと食品の調理
性
（８）ビタミンの働きと食品の調
理性
（９）加工食品について
（１０）食品の選択と購入

・教材
教科書、資料集、パワーポイント
forms(一人１台端末の活用)

第１０章
（１）衣生活の現状と課題
（２）被服の機能と快適性
（３）被服材料と性能
（４）被服と安全・衛生
（５）被服の管理
（６）資源としての被服

・教材

【知識・技能】
・栄養素の種類と働き，栄養素等摂取の基準
や食品群別摂取量の目安を理解している。
(定期考査・ワークシート）
【思考・判断・表現】
・家族や自分の食生活について，栄養や健康
と関わらせて考えようとしている。（ワーク
シート・発表）
【主体的に学習に取り組む態度】
・配膳や食事のマナーについて理解し，工夫
することができる。（実習）

【知識・技能】
・用途や着用目的に合った被服材料の選択や
被服材料に応じた洗濯、仕上げ、保管等がで
きる。（定期考査・実習）
【思考・判断・表現】
・被服材料に応じた洗濯や適切な衣生活の管
理について考えることができる。（発表・
ワークシート）
【主体的に学習に取り組む態度】
・被服構成や縫製技術の特徴に関心を持ち、
被服製作に取り組んでいる。（ワークシー
ト）

○

○

○

○

○

○

15

10

３
学
期

経済生活のマネジメント

【知識及び技能】
・家計の構造や生活における経済
と社会との関わり、家計管理につ
いて理解しようとする
【思考力、判断力、表現力等】
生涯を見通した生活における経済
の管理や計画の重要性についてラ
イフステージや社会保障制度と関
連付けて考察しようとする
【学びに向かう力、人間性等】
・自立した消費者として、生活情
報を活用し、適切な意思決定に基
づいて行動することや責任ある消
費について考察し、工夫しようと
する

安全で快適な住生活をつくろう

【知識及び技能】
・住まいの役割や重要性を理解す
る
【思考力、判断力、表現力等】
・住まいや住生活の変化とその要
因を知ることを通して，現代の住
まいや住生活について考える。
【学びに向かう力、人間性等】
・住まいの平面図の基礎的知識を
学び，要求に合った住まいである

・指導事項
第８章
（１）生活を営むためのお金
（２）経済のしくみを知ろう
（３）お金と上手につきあう術
（４）18歳で変わる消費生活
（５）進むキャッシュレス社会
（６）「お金を借りる」というこ
と
（７）消費者トラブルの今
（８）消費者の自立を支援する
（９）情報社会を生きる
（１０）私たちが社会を動かす

・教材
教科書、資料集、パワーポイント
forms(一人１台端末の活用)

第９章
（１）なぜ住まうのか
（２）住生活の成り立ちと住文化
（３）ライフスタイルと住まいの
関係

・教材
教科書、資料集、パワーポイント
forms(一人１台端末の活用)

【知識・技能】
・リスク管理も踏まえた家計管理について理
解することができる。(定期考査・ワーク
シート）
【思考・判断・表現】
・各ライフステージの特徴とと課題等と関連
付けながら障害の賃金や働き方について考え
ることができる。(ワークシート）
【主体的に学習に取り組む態度】
・自立した消費者として、環境や社会への影
響を意識した責任ある消費行動を意識して取
り組んでいる。（発表・ワークシート）

【知識・技能】
・生活行為と住空間とのかかわり，動作に必
要な広さ，家具の配置や動線などについて理
解している。（間取り作成・発表）
【思考・判断・表現】
・住生活の文化に関心をもち，住まいの機
能，人間と住まいとのかかわりについて考え
ようとしている。（ワークシート・発表）
【主体的に学習に取り組む態度】
・家族構成，ライフステージ，生活にかかわ
る価値観などに応じた住空間の計画について
検討しようとしている。（間取り作成・発

○

○

○

○

○

○
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